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序　章　俺自身が寝取られ女になる事だ







「ごめんなさい……私、もう彼かれじゃないと駄だ目めなの……」

「そ、そんな……アキ、嘘うそだ……！　嘘だと言ってくれよっ！　俺おれ達たちは恋こい人びと同士じゃなかったのかっ!?」

　降りしきる雨の中、一人の男が傘かさも差さずに慟どう哭こくする。

　高校生なのだろうか、学生服を雨水と泥どろでずぶ濡ぬれにしたその姿は、見るものに憐れん憫びんの情を抱いだかせる哀あわれな姿だった。

　――そして、彼の視線の先には、罪悪感と恍こう惚こつ感かんが入り混じったような複雑な表情を浮うかべる少女と、その少女を胸に抱いて嘲ちよう笑しようを浮かべる端たん整せいな顔立ちをした男の姿があった。

「やれやれ、いい加減に現実を見たらどうだい？　俺と君……〝男〟として優すぐれているのがどちらなのか。まだ分からないのかい？」

「あ、あァぁ……い、嫌いやだ……行かないでくれ、アキ……」

　ずぶ濡れになった男が、雨水と涙なみだで顔をグチャグチャにしながら恋人に――否、かつての恋人に手を伸のばすも、少女は目を伏ふせると残ざん酷こくな別れを告げる。

「本当にごめんなさい……さようなら、ヒロくん」

「それじゃ、そういう事だから。もう〝俺の〟アキにちょっかいを出すのは止めてくれよ？　さあ、行こうかアキ？」

「う、うん……♥」

　肩かたを抱き寄せられた少女は頬ほおを赤く染めると、一つ傘の下で男と抱き合うようにして、その場を後にする。

「あ……ああ……あああぁぁアアアあああアあああアアアアアアアアア」

　その光景を見せつけられた男の喉のどから、精神の均きん衡こうが崩くずれた断だん末まつ魔まのような声が漏もれ出す。それはやがて、血を吐はくような絶ぜつ叫きようへと変わっていくのだった。

「うわああああああああああああああああああああああああああああ!!」




「………………」

「どうしたの？」

　不意に立ち止どまった男に少女は目線を向ける。

　彼は少女のかつての恋人であった男が、泣き崩れている姿を見ているようだった。

「ん、何でもないさ。ほら、濡れちゃうから、もっとこっちに来なよ」

「きゃっ♥　こ、こんなにくっついたら歩きにくいよぉ♥」

　淫いん蕩とうの熱に浮かされる少女は気づかない。

　男の目が少女を見ていないことに。

　その視線は、無様に泣き崩れている男にこそ注がれていることに。

「………………ふふっ」

　そして、その視線には昏くらく、粘ねばついた熱情が籠こもっていたことに。




「それじゃ、また明日学校で」

「う、うん……♥　また明日……♥」

　少女を家まで送り届けると、男は自宅へ向かって歩きだす。

「……さて、と」

　男は学生服のポケットを探さぐってイヤホンを取り出す。

　先日、貯ためたバイト代で奮発した高級品だ。彼は音に拘こだわるタイプなのである。

　手持ちのイヤホンをスマートフォンに接続する。

「……早く。早く早く……」

　男の指先が忙せわしなく動く。

　その指がホーム画面から立ち上げたのは、ゲームアプリでも動画サイトでもなかった。

【ボイスレコーダー】

【再生】

『ごめんなさい……私、もう彼じゃないと駄目なの……』

『そ、そんな……アキ、嘘だ……！　嘘だと言ってくれよっ！　俺達は恋人同士じゃなかったのかっ!?』

【早送り】

『あ、あァぁ……い、嫌だ……行かないでくれ、アキ……』

【早送り】

『――本当にごめんなさい……さようなら、ヒロくん』

【早送り】

『あ……ああ……あああぁぁアアアあああアあああアアアアアアアアア』

『うわああああああああああああああああああああああああああああ!!』

【巻まき戻もどし】

『うわああああああああああああああああああああああああああああ!!』

【巻き戻し】

『うわああああああああああああああああああああああああああああ!!』

　録音データを聴きいた男の端整な顔が、ニッチャリと湿しめっぽい音を立てて歪ゆがむ。

「…………ああぁぁ～～脳が破は壊かいされる音は最高なんじゃあぁぁ～～～～」

　彼は人格破は綻たん者の人間の屑くずであった。

　オマケに女によ体たい化願望があり、恋人と健全なお付き合いをしているところを、間男に寝取られたいという業が深すぎる性せい癖へきも患わずらっている。

　男の身体ではそれが叶かなわないのならばと、自らの周囲に存在するカップルを片かたっ端ぱしから寝取り、男の脳を破壊することで、満たされない渇かわきを少しでも癒いやそうとする何処どこに出しても恥はずかしいド変態であった。

「ヒロくんの慟哭いいよォ～～最高！　アキちゃんのビッチムーブもアカデミー賞モノだよォ～～」

　たちが悪いのは、彼は別に寝取るカップルに対して、悪意を持っていないという点が特に最悪であった。

　何なら素す晴ばらしい脳破壊シーンを魅みせてくれた彼らに対して、男は感謝すらしているのである。金を払はらってもいいとか思っていることだろう。

　控ひかえめに言って、早めに死んだ方が世界全体の幸福度が向上するであろう屑であった。

「――――へっ？」

　そして、そんな世界の祈いのりが天に届いたのか。

　はたまた歩きスマホが交通マナーに厳しい神の逆げき鱗りんに触ふれたのか。

　信号無視をしてきたトラックが、猛もうスピードで自分に向かって突つっ込こんでくるのが、彼の最さい期ごに見た光景であった。




＊




　――しかし、悪を滅めつする神がいるのならば、邪じや悪あくを生かそうとする悪あく魔まがいるのも、また必然であろう。

　トラックに数百メートル引きずられて、現代アートみたいになった筈はずの彼は、気がつくと赤あかん坊ぼうになっていたのである。おぎゃあ。

　そして、座すわったばかりの首をウゴウゴと動かして、自分の股またぐらを確かく認にんする。前世で付いていた棒状のアレがない。

　どうやら彼は女性として生まれ変わったようである。

　彼――いや、彼かの女じよは神に感謝した。

　前世では決して叶えることの出来なかった大たい望もうを掴つかむチャンスが与あたえられたのだ。

　恋人とピュアピュアな交際をしている所を、横から間男に寝取られたいという願望ッ！

　前世では口くち惜おしくも間男役に甘あまんじていたが、今生の自分は女である。つまりＮＴＲモノの主役になれるのだ！　唆そそるぜこれは！

　大作ハリウッド映画の主演の座を射止めた若手俳優かのような興奮に、世界一邪悪な赤ちゃんの闘とう志しが闇やみよりも昏くらく燃え上がるのであった。

　多分、悪魔も「やっぱ転生させなきゃ良かったかな」と若じやつ干かん首を傾かしげていることだろう。







第一章　悪魔のいけにえ







　さて、何はともあれ情報整理である。

　俺――いや、私の新たな名前は音ね虎とら玲れい子こ。

　年ねん齢れいは大体一歳さい。たまにニッチャリとした良くない笑い方をする、何処にでもいる女児である。

　当然ながら、男だった前世とは名前も性別も違ちがうし、両親も全く知らない人だった。

　先日、一人歩きが出来るようになったので、ヨタヨタと歩いてリビングに放置されている新聞やらテレビやらで情報収集を行った結果、どうやら私は前世と〝よく似た〟パラレルワールドの現代日本に転生したようだった。

　というのも、新型ウイルスの流行やら海外での物ぶつ騒そうなあれやこれや等、時期的に発生していないとおかしいイベントが悉ことごとくスルーされているのだ。

　他にも細かな違いがあるかもしれないが、パッと見は殆ほとんど前世と同じ現代日本のように見えるし、まあ大した問題ではないだろう。

　歴史等の差異については、義務教育が始まってから確認すれば良いか。私は深く考えることを止めた。

　新聞を広げて眺ながめている私を、微笑ほほえみながら見守っている母の視線を背中に感じながら、私は今後の人生設計について思案する。




　何はともあれ、私は寝取られ女になりたい。




　男であった前世では、決して叶えることが出来なかった夢を、今こそこの手に掴むのだ。

　だが、ＮＴＲと一口に言っても、そのシチュエーションは様々である。

　和わ姦かんか強ごう姦かんか。寝取ってくる男はイケメンか汚きたないおっさんか。寝取られるヒロインは清純系かビッチ系か。

　他にも要素を挙げていけばキリがないが、私はその数多あまた存在するＮＴＲシチュの中から、自らが出演するシチュエーションを一つだけ選ばなければいけない。実に悩なやましい。

　転生ボーナスで死に戻り能力でも貰もらっていれば、ＮＴＲシーンを堪たん能のうした後に、腹でも切ってループすれば良いのだが、生あい憎にくと神様面談をした覚えはなかった。チート能力は持っていないと考えた方が良いだろう。

　私は母が差し出した哺ほ乳にゆう瓶びんの乳ち首くびに吸い付きながら、目指すべき栄光の道ＮＴＲルートについて思いを馳はせる。

　さて、ここまで長々と語ってしまったが、実は大まかなルートを私は既すでに決めていた。

　折せつ角かく、赤ん坊に転生したのだ。ならばＮＴＲの王道にして大正義〝幼なじみＮＴＲ〟を目指すしかないだろう。

　男女が幼い時分から、時間と愛情をかけて築き上げたものが、間男の手によってグチャグチャに崩ほう壊かいさせられるのだ。

　これはもうセックス以上の快楽だッ。

　故に寝取られ男役を任せられる幼なじみの確保は急務である。

　ワインと一いつ緒しよで、時間をかければかけただけ芳ほう醇じゆんに熟成するのがＮＴＲだ。出来れば幼よう稚ち園えんにいる間に、逸いつ材ざいを見つけて確保しておきたい。

　寝取り間男役に関しては、最悪そこら辺にいる適当なチャラ男をポン付けするのでも構わないが、寝取られ男だけは絶対に妥だ協きよう出来ない。ここを適当な人間で済ませてしまう奴やつは、一生社会的に成功出来ないと私は考えている。

　脳内で自説を力説していたら、思わず哺乳瓶の乳首を吸う口にも力が入ってしまう。

　何にせよ、私がＮＴＲルートに向けて動き出せるのは、もう少し先の話だろう。今はベイビィとして健すこやかに育つことに専念せねば。

　お腹なかが膨ふくれておねむになった私は、理想のＮＴＲシチュを妄もう想そうしながら、お昼ひる寝ねするのであった。スヤァ。




＊




　そんなこんなで時は流れ、すくすくと成長した私は、ご近所の〝ダリア幼稚園〟に入園することになった。

　ちなみにダリアの花言葉は〝移り気〟・〝裏切り〟である。

　実に縁えん起ぎの良い名前の幼稚園に入園出来て、私も喜びにニッチャリ笑え顔がおを浮かべる。

　さあ、ここからが本番だ。

　ようやく、ある程度の自由行動が取れる年齢になったのだ。もう頭の中だけでＮＴＲシチュを妄想して、耐たえ忍しのぶ時期は終わりである。

　これからはその妄想を実現する為ために、自ら動くことが出来るのだ。一刻も早く私と栄光のＮＴＲロードを歩む寝取られ男を探しださねば。

　だが、焦あせりは禁物である。

〝幼稚園時代からの幼なじみ〟という強ＮＴＲ属性を、適当な男で済ませてしまうのは、あまりにも勿もつ体たいない。

　まずはじっくりねっとり人材の選別をする必要があるだろう。ここは焦らずに〝見〟の姿勢である。

　そして、寝取られ男の選別と並へい行こうして、私自身の魅み力りよくアップも急務である。

　最高のＮＴＲには『こんな素す敵てきな相手を奪うばわれたくない』『何としてもあの女を寝取りたい』と思わせるような、寝取られ女の魅力も重要だと私は考えている。

　故に私自身も完かん璧ぺきな美少女を目指して、切せつ磋さ琢たく磨まするのは必然である。

　とは言っても、流石さすがに幼稚園時代から美容だのお洒落しやれだのには、経済的な面からも手が出せない。ひとまずは人間的な魅力を磨みがくことから始めることにしよう。

　私は前世の間男生活で培つちかったコミュニケーション能力を駆く使しして、みんなの人気者になることから始めるのであった。




　そんな園児生活を始めて数ヶ月後、私は一人の男児に狙ねらいを定めた。

　彼の名前は立たち花ばな結ゆう城き。

　特別美形という訳でもない、少しぽっちゃりとした体型の平へい凡ぼんな男の子である。

　少々引ひっ込み思じ案あんで内気なきらいがあるが、花や動物を愛し、困っている人がいれば迷わず手を差し伸べられる、美しい心を持った優やさしい男の子だ。

　まるで女を寝取られる為に生まれてきたような逸材に、私は生なま唾つばを飲のみ込む。

　住所も私の家から歩いて数分程度のご近所さんというのはリサーチ済である。

　出来れば窓まど越ごしに会話が出来るようなお隣となりさんというのが理想的だったが、流石にそこまで都合良くはいかなかった。まあその辺りは妥協しよう。

　私が寝取られ男に求めるのは〝心の美しさ〟一点のみである。

　容姿は別にどうでもいいし、なんなら少し冴さえない見た目の方が、色々と都合が良いぐらいだ。自身に劣れつ等とう感かんを抱いている相手の方が、寝取られ女に依い存そんさせやすいし、そんな依存対象である女が寝取られた時には、さぞ良い脳破壊音を聞かせてくれることだろう。

　まあ、この年齢の子供の容姿なんて、将来的にいくらでも変わってくるだろうけどね。

　そんな事を考えながら、私は他の園児たちから離はなれて独りで遊んでいる結城くんに声をかけた。

「ねえ、結城くん。私も一緒に遊んでいいかな？」

「……えっ？」

　私は自らの邪悪な内面を完全に覆おおい隠かくすと、花が咲さくような微笑みを男の子へと向けるのだった。




＊




　僕ぼく――立花結城には、とても可愛かわいい幼なじみがいる。

「おはよう、ユウくん」

「ふぁ……おはよう、レイちゃん」

　早朝。家の前で欠伸あくびを噛かみ殺す僕に、まるで花が咲いたような素敵な笑顔を向けてくる女の子。

　彼女の名前は音虎玲子。幼稚園の頃ころからずっと僕と一緒に過ごしてくれている、とても大切な友とも達だちである。

「あっ、ちょっと待ってユウくん。寝ね癖ぐせ付いてるよ。直してあげるからジッとしててね」

「い、いいよ、別に寝癖くらい……」

「だーめ。ほら、動かないの」

　彼女は世話好きだ。

　僕の何処を気に入ってくれたのかは分からないが、幼い頃から消極的で幼稚園にもイマイチ馴な染じめていなかった僕に声を掛かけてきてくれたあの日から、彼女は少しばかり過か剰じような程ほどに僕と親身に接してくれている。

　彼女のおかげで幼稚園にも小学校にも馴染めたところがあるし、その事にはもちろん感謝しているのだが……

「ほら、動かないでってば」

「ち、近いよ、レイちゃん……」

　女の子にお世話されるのが照れくさくて、距きよ離りを取ろうとする僕を、レイちゃんはしがみつくようにして拘こう束そくしてくる。

　僕もレイちゃんも、もう小学６年生だ。

　身体のあちこちが女の子らしくなってきているレイちゃんの感かん触しよくに、僕は頬が赤くなっているのを悟さとられないように俯うつむいてしまう。

「あらあら、いつも悪いわねぇ玲子ちゃん。結城の面めん倒どうを見てくれて、おばさん助かっちゃうわ」

「おはようございます、おば様。ユウくんのお世話は私が好きでやっている事なので、気にしないでください」

　最近、特に彼女との関係を冷やかしてくる母とレイちゃんの会話に、僕が身を小さくしている間にも、レイちゃんは何ど処こからか取り出した霧きり吹ふきとブラシで、僕の髪かみ型がたを整え終えていた。

「はい、おしまい。うんうん！　今日もカッコイイよ、ユウくん♪」

「あ、ありがとう。レイちゃん……」

　……臆おく面めんもなく褒ほめてくれるレイちゃんには申し訳ないが、僕の容姿は正直あまり褒められたものではない。

　同年代の男子と比べても平凡な顔立ちに、肥満とまでは言わないが少し弛たるんだ体型。

　隣に立つレイちゃんは容よう姿し端たん麗れいで文武両道の人気者。クラスどころか学校一の美少女と言われているのに、それに比べて僕は……なんて自己嫌けん悪おに陥おちいるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じである。

「ユウくん？　早く行かないと遅ち刻こくしちゃうよ？」

　そんな僕の思考を掻かき消すように、レイちゃんの温かい手が僕の手を掴む。

「わ、分かってるよぅ。だから手を離して……」

「それじゃ、行ってきますね。おば様」

「はーい、車に気をつけるのよ～」

　僕の言葉が聞こえていないのか、無視しているのか。レイちゃんは掴んだ手を離すことなくズンズンと前を歩き出す。







[image: ]







　彼女の柔やわらかい手の感触に、ドギマギしながら通学路を歩く僕の姿を、すれ違った何人かのクラスメイトが冷やかしてくる。

「おっ、今日も夫ふう婦ふ仲なかがよろしいことで～」

「いやーお熱いですなぁ」

　僕ぼく達たちぐらいの年齢ならば、男女が必要以上に仲良くしていれば、大なり小なり悪意的な絡からまれ方をしやすいものだと思うが、僕達をからかう声にはそういった薄うす暗ぐらい空気は感じられない。

　それもひとえにレイちゃんの明るく善良な人ひと柄がらが、悪意を向けることを躊躇ためらわせてしまうからなのだろう。

「も、もうっ！　そんなんじゃないってば！　行こっ、ユウくん！」

　頬を僅わずかに赤く染めたレイちゃんに、僕はほんの少しだけ自うぬ惚ぼれそうになってしまう。

　愛とか恋こいとかは正直よく分からないが、少なくとも彼女に嫌きらわれてはいない。

　自じ慢まんの幼なじみからそう思われている。そんな些さ細さいなことだけで、僕は自分のことが少しだけ好きになれそうだった。




「…………イイ。イイぞ。周囲からのほぼ公こう認にんカップル。なんて強きよう烈れつなＮＴＲ前フリなんだぁ……」




　――一いつ瞬しゆん、レイちゃんの顔がまるで別人のように歪んで見えた気がした。

「え、レイちゃん？　何か言った？」

「――ううん？　何も言ってないけど？」

　僕の声に振ふり返ったレイちゃんは、きょとんとした顔をしていた。

　……やっぱり何かの見み間ま違ちがいだったようだ。

　皆みなの人気者で、とっても可愛くて優しい僕の自慢の幼なじみが、日曜朝に放送している特とく撮さつ番組の悪の怪かい人じんのように見えたなんて……まだ寝ねぼけているのかもしれない。

　僕は眠ねむ気けを覚ますように、自分の目をゴシゴシと擦こするのだった。




　――そして放課後。

　いつも一緒に下校しているレイちゃんが、申し訳なさそうな顔で僕の席へとやって来た。何かあったのだろうか？

「ごめん、ユウくん。今日はちょっと用事があるから、先に帰っててくれるかな？」

「そうなの？　何か僕に手伝えることがあるなら……」

「あ～……ううん。そういうのじゃないから大だい丈じよう夫ぶ。それじゃ、また明日！」

　レイちゃんは早口にそう告げると、足早に教室を出ていった。

　いつもと違う様子に、僕はほんの少しだけ首を傾げる。

「……一人で帰るの、久しぶりだなぁ」

　レイちゃんと一緒に帰れないことを、少しだけ残念に思いながら帰ろうとする僕の背に、突とつ然ぜん何かが伸し掛かった。

「結城っ！　一緒に帰ろうぜ～！」

「うわわっ!?　ふ、冬ふゆ木きくん？」

　振り返ると、そこには数少ない僕の友達である来くる島しま冬木くんが、爽さわやかな笑顔で僕に笑いかけていた。

　サッカー部のエースで爽やかイケメンである彼と、インドア派の僕という共通点があまりない不思議な組み合わせだが、レイちゃんという共通の友人を切っ掛けに、僕達は友達になったのだ。

　これでも意外とウマが合う関係で、彼は僕のことを恥ずかしげもなく〝親友〟と呼んでくれている。レイちゃんと同じぐらい大切な僕の友達である。

「うん、僕はいいけど……サッカー部はどうしたの？」

「あー、実は体育でちょっと足を捻ひねってさ。大したことないんだけど、念のためって休まされた」

「ええっ！　だ、大丈夫なの!?」

「ハハッ、だから大したことないんだって。大げさだな結城は。……ところで、レイの奴は？」

　冬木くんがきょろきょろと周囲を見回して、彼にとっても親友であるレイちゃんの姿を捜す。

　僕が事情を説明すると、彼は怪け訝げんな表情を浮かべた。

「レイの奴が結城より優先する用事、か……な～んか怪あやしいな」

「怪しいって、何が？」

「あいつだったら『一緒に帰りたいから、用事が終わるまで待ってて～』って言うか、長引きそうな用事だったら、お前に内容を説明してから行きそうなもんだろ？　レイの結城に対する過保護っぷりは異常だからな」

「う、う～ん……そうかな……」

「そうだって。……机に鞄かばんは置いてあるし、レイの奴は学校の中にはいるんだろ？　……よし！　結城、ちょっと探たん偵ていごっこしようぜ！　追つい跡せきだ追跡！」

　テレビドラマの影えい響きようでも受けたのか、キラキラとした目でそんな事を言ってくる冬木くんに、僕は及および腰ごしになってしまう。

「ええ～……そんな事して、レイちゃんに怒おこられないかな……」

「そん時は一緒にごめんなさいすればいいって。結城だって、レイが隠れて何してるのか気になるだろ？」

「う……そ、それはそうだけど……」

　そんな感じで、断りきれなかった僕は冬木くんに引っ張られるように、レイちゃんの行ゆく方えを探ることになった。




「音虎さん？　ああ、何か屋上に行くのを見た気がするけど……」

　何件目かの聞き込みで、レイちゃんが屋上に向かったらしい情報を入手した僕と冬木くんは、忍び足で校舎の屋上へと向かった。

「……おっ、レイの奴がいたぞ」

　屋上に繋つながる扉とびらを、音がならないようにゆっくりと開けた冬木くんが、レイちゃんの姿を見つける。

　近くへ寄るように手招きされた僕は、足音を立てないように冬木くんの側に近寄ると、彼に促うながされるままに物もの陰かげから屋上を覗のぞき見た。

　そこには、知らない男の子と二人きりで向き合っているレイちゃんの姿があった。

「ん？　一緒にいる男子は誰だれだ？　あれは……確かバスケ部の奴だったかな」

「…………う、うん。そうだね」

　冬木くんは怪訝な顔をしているが、僕は何が起こっているのか、一瞬で察しがついた。

　当然のことだが、レイちゃんはすごくモテる。

　そんな彼女が屋上で男子と二人っきりなら、何が起きているのかなんて、考えるまでもなかった。

「……冬木くん、もう行こう」

「え？　でも……」

「お願いだから……」

　僕は声が震ふるえないように、必死に歯を食いしばって冬木くんとその場を離れようとする。

　相手の男子は、とてもカッコイイ顔をしていた。僕なんかよりも、余よ程ほどレイちゃんとお似合いだ。

　……このままここにいたら、僕はきっと惨みじめさのあまり泣き出してしまう。




「俺と付き合ってくれないか？」

　レイちゃんと向き合っている男子の声が聞こえる。

　嫌だ。これ以上ここにいたくない。僕は致ち命めい的てきな言葉を聞く前に、耳を塞ふさごうとする。

　しかし、僕が行動するよりも早く、レイちゃんの声が響ひびく。

「ごめんなさい。君とはお付き合いできません」

　耳に届いた声に、僕は思わず固まってしまった。

「……何でだ」

「それは……言えません」

「……アイツか？　いつもお前の近くに引っ付いてるアイツか？　あんな勉強も運動も出来ない、地味で根暗な奴の何が良いんだ！」

　激げき昂こうするように叫さけぶ彼が、誰のことを言っているかなんて、僕が一番よく分かっている。

　別に僕とレイちゃんは恋人同士ではないが、彼がそんな風に言ってしまうのも仕方ないだろう。

　面と向かってハッキリと言われたことはないが、誰がどう見ても、僕とレイちゃんは何もかも釣つり合いが取れていない。

　……そんなことは、僕が一番分かって……




　バチンッ!!

　空気が破は裂れつするような音と、呆ぼう然ぜんとして彼女に張られた頬を押おさえている男子の姿が、そこにあった。

「ユウくんを馬鹿にしたら許さないからっ!!」

「あ、な……」

「私にとって、ユウくんは何よりも大切な……掛け替がえのない男の子なの！　初めて出会った日から、ずっとずっと……大事に大事に想おもってきた、誰よりも大切な人なの！」

　初めて聞く感情を爆ばく発はつさせたレイちゃんの声に、きっと僕は頬を張られた彼よりも衝しよう撃げきを受けていた。

　何よりも大切だと。

　初めて出会った日から、ずっと想い続けてくれていたと。

　僕は思わず、走ってその場から逃にげ出した。

「ちょっ、ゆ、結城！」

　背中に届く冬木くんの声も耳に入らない。

　自分が今、泣いているのか、笑っているのか、それすらも分からない。

　こんな無様で情けない自分を、彼女は何故なぜそれほどまでに大事に思ってくれているのか。

　その答えは、やはり僕には分からない。

「……それでもっ！」

　その想いに相応ふさわしい人間になろう。

　彼女の隣に立てる男になろう。

　僕が彼女を〝自慢の幼なじみ〟だと思っているように、彼女も僕を〝自慢の幼なじみ〟と胸を張れる存在になろう。

　彼女の優しさに甘えて、変わろうとしなかった自分を終わりにしよう！

　この日、きっと立花結城は二度目の産うぶ声ごえを上げたのだった。




＊




「…………あっぶね～、思わず早々にＮＴＲルートに入るガバをする所だった……」

　ビンタで戦意喪そう失しつした男子を追い払った私――音虎玲子は、思わず一時の欲望に負けかけた自分の身を、屋上で一人抱きしめる。

　いくら何でも、小学生の段階でＮＴＲルートに入るのは早すぎる。

　流石にここまで幼いと、ＮＴＲ後の広がりが極きよく端たんに薄うすくなってしまう。ＮＴＲの脳破壊に必要なユウくんの熟成が全く足りていないことなど、分かりきっているというのに……

　極ごく上じようの寝ね取とられ男であるユウくんを前にして、お預けを喰くらい続けていた私は、思わず間男（幼）のＮＴＲ誘ゆう惑わくに揺ゆれてしまったのだ。

　そんな目先の快楽に流されそうになる自分を抑おさえ込むために、さっきのよく知らん男子には勢いで酷ひどいことをしてしまった。反省。

　だが、悪いのは私じゃない！　ユウくんだ！

　実は私はかなり早い段階で、ユウくんが物陰からこちらを覗いていることに気付いていたのだ。

　大好きな幼なじみが、よく知らん男に奪われそうになっていることを察したユウくんのその瞳め!!　その表情かお!!　その絶望!!

　ああ、今すぐ君を……壊こわしたい……♥




　私はベロリと舌なめずりをした後、興奮した思考を落ち着けるように頭を振った。

　良い機会だし、状じよう況きよう整理も兼かねて、今後のＮＴＲルートについて再確認しておくか。

　まずは私がいつ寝取られるかだが、これは高校生の間に寝取られることを計画している。

　基本的に熟成期間が長ければ長いほど、コクを増すのがＮＴＲではあるが、それと同時に〝溜ため〟の期間が長いほど予測不可能な突とつ発ぱつイベントが発生して、全てが台無しになる可能性も膨れ上がっていく。

　極端な話、ユウくんが交通事故にでも遭あって亡なくなってしまえば、それだけで全ておじゃんである。

　……あのユウくんが。私が大事に大事に育ててきた寝取られ男が、そんな事になったら……考えただけで、恐きよ怖うふに全身が震えだす。

　あかん、耐えられる気がしない。そんな事になったら、私は後追い自殺しかねない。

　まあ、そうでなくともユウくんという極上の寝取られ男を前にして、あまりにもお預け期間が長いと、私が要いらん所で暴発する可能性もある。高校生辺りがギリギリのラインとなるだろう。

　来年は私とユウくんも中学生。

　アルバイトが許される高校生と比べたら物足りないが、自由行動の範はん囲いも広がるし、経済的な余よ裕ゆうも多少は出来てくる。

　今もお小こ遣づかいやお年玉は全てスキンケア用品やトレーニング器具、サプリメント等の自分磨きに投資しているが、今後はより完璧な寝取られ美少女へのステップアップに力を注ぐ事が出来そうだ。

　子供らしいお金の使い方をしない私に、両親はたまに心配そうな顔をしているが、全てはユウくんに至高のＮＴＲ体験をプレゼントする為だと思えば全く苦ではない。むしろ私が美少女になればなるほど、ユウくんの絶望が深くなるかと思うと、悦よろこびに顔がニッチャリしてしまうぐらいだ。

　さて、幼稚園から小学校までの十年弱に及ぶ時間の中で、ユウくんの私に対する好感度と依い存そん度合いは、限りなく高めることが出来たと思う。ここから先はどちらかといえば、私自身の自分磨きが重要になってくる段階だろう。

　学力に関しては、前世での貯金があるから余裕がある。それに極端に学力差があると、ユウくんと同じ高校に進学出来なくなってしまう可能性がある。私自身の学力アップよりも、ユウくんの学業サポートを優先することにしよう。

　スポーツ関係は、ＮＴＲ美少女に重要な美容スキルツリーと相あい性しようが悪いことが多いので程ほど々ほどに。それに運動系の部活に入って、万が一にゴリラみたいなコーチと出会ってしまったら、ＮＴＲ界の４番バッター近きん距きよ離りパワー型ＮＴＲルートの魅力に、私が抗あらがえなくなる危険性がある。部活も文化系が無難か。

　そして、中学生という新たな人間関係が構築される期間に、私がこなしておかなければいけない重要タスクがある。

　それは間男候補の選別である。

　既に親友ＮＴＲルートとして、ユウくんの劣等感を刺し激げきする爽やかスポーツマン系イケメンの来島冬木くんを毒どく牙がにかけている。

　本来ならば内気なインドア派のユウくんと、バリバリのアウトドア派である冬木くんでは、ソリが合わない可能性も十分にあったのだが、そこはＮＴＲに対して異常な執しゆう着ちやく心しんを燃やすド変態の私がいる。

　ＮＴＲの為ならば、男児二人を懇こん意いにさせる事など造作もなかった。

　両者の間に立って、それとなくユウくんにゲームや漫まん画が、アニメ等で冬木くんの大好きなサッカーに対する興味関心を誘ゆう導どう。

　逆に冬木くんは、元々娯ご楽らくは何でも好きなタイプだったので、ユウくんの好きなサブカルジャンルの中でも、冬木くんが気に入りそうな作品をそれとなく薦すすめることで、ユウくんと共通の話題を持たせるようにした。

　あとは私が間に立って三人で遊ぶ機会を増やせば、ユウくんと冬木くんの善良な性格も相まって、二人はあっという間に意気投合していた。

　うんうん、ユウくんは友達少ないから、冬木くんと友達になれて、とっても喜んでいたよね。いつか私が彼かれに寝取られた場合の為にも、ＢＬ一歩手前まで仲良くしてね……

　もちろん、ただ二人を友達関係にしただけでは意味がないので、冬木くんが私を寝取りたいと思ってくれるように、彼とも親密にさせてもらっているよ。

　あのぐらいの年齢の男なんぞは腕うでっぷしを見せつけてやれば、大体好意的になるヤンキー気質かたぎなので、彼のフィールドであるサッカーで力の差を〝分からせ〟てやった。

　こういったケースも考こう慮りよして、私は幼少期からメジャーなスポーツ全ぜん般ぱんは、それなり以上に動けるようにトレーニングを欠かさなかったのだ。完璧なＮＴＲ女は武芸百ひやつ般ぱんに通ずるのである。そうでなくとも小学生ぐらいなら、男子よりも女子の方が身体能力高いケースも多いしね。

　自分の得意分野で私にボコボコにされた冬木くんは、計画通り私のことをライバル認にん定てい。

　時には好敵手として激しく競きそい合い、時には学校一の美少女としての魅力を活いかして、彼をドギマギさせたり……私の手のひらの上で、ハンドスピナーの如くクルクルと弄もてあそばれた彼は、出会いから一年も経たつ頃には、私に対する恋こい心ごころをチラチラと覗かせるようになっていた。

　いたいけな少年の純情を弄ぶことに対して、私のソシャゲログボ石より少ない良心はもちろん痛んだが、全てはユウくんの至高の寝取られ体験の為だから仕方ねえよなあ？

　さて、こうして既に間男候補を一人確保しているが、私はリスク管理が出来る女。何事にも予備というのは必要だ。

　小学校では、冬木くん以上の逸材が見つからなかった為に保留していたが、中学校では新たな間男候補を確保しておきたい。

　ぽっと出のよく知らん男に、突とつ然ぜん寝ね取とられるというのも中々に味わい深いが、せっかく時間的な猶ゆう予よがあるのだ。間男役も吟ぎん味みに吟味を重ねた逸材を多数確保しておきたい。間男は多ければ多いほど良いのだ。

　自分で言っておいて何だが、地じ獄ごくみてえな価値観だな。







第二章　増え続ける犠牲者







　という訳で、中学生編である。

　本日はお天気にも恵めぐまれた絶好の入学式日び和より。

　卸おろしたてのセーラー服に袖そでを通した私は、母と一緒にユウくんを迎むかえに行く。

　ユウくんのお宅のインターホンを鳴らすと、程なくして学ラン姿のユウくんと、彼の母親がドアの向こうから現れた。

「おはよう、ユウくん！　おば様！」

「おはよう、レイちゃん」

「おはよう玲れい子こちゃん。あらあらまあまあ、セーラー服姿がとっても素敵ね～」

「うふふ、ありがとうございます。ユウくんも制服姿がとってもカッコイイよ♪」

「う、うん。ありがとう……」

　私からのストレートな褒め言こと葉ばと、この可か憐れんなセーラー服姿のダブルパンチに、ユウくんが朝っぱらから頬ほおを赤く染める。

　あァ～～早くこの可愛い可愛いユウくんの脳を破は壊かいしてェ～～。

　ちなみに、ユウくんがカッコよくなったのはマジだったりする。




　小学６年生の半ば辺りからだっただろうか。なにやら彼の心境に変化があったのか、急に勉強にも運動にも力を入れ始めたのだ。

　成長期だったこともあり、少々ぽっちゃり系だった体型は、全て身長と筋肉に変化して、気がつけばシュッとした見た目の男の子になっていた。身だしなみやお洒落にも気を使うようになっていたので、中々の美少年になったと言えるだろう。

　……いや、〝なってしまった〟と言うべきか。

　正直、私としては以前の冴えない見た目のユウくんの方が色々と都合が良かったので、事あるごとに「無理してない？」とか「そのままのユウくんでいいんだよ？」とか甘あまやかそうとしたのだが、彼は「この先も、レイちゃんの隣にいる為に必要なことだから」とか言って跳はね除のけやがった。チッ。

　ユウくんに翻ほん意いを促すのを諦あきらめた私は、開き直ってユウくんに恩を売りつける方向に作戦変へん更こうした。

　彼にお洒落やスキンケアについて指南したり、ジョギングなども一緒に付き添そってあげて、ユウくんがイケメンになる為の助力を惜おしまなかったのだ。




『はぁっ……！　はぁっ……！』

『ほら、ユウくん！　あともう一周だよ！　がんばれ♥　がんばれ♥』

『レ、レイちゃん……その応おう援えん、なんか違ちがう気がする……』




『男の子でも日焼け止めはちゃんと塗ぬらないと駄だ目めだよ？　ほら、塗ってあげるからこっち向いて？』

『く、くすぐったいよ、レイちゃん……』




　ついでに、ユウくん育成計画にかこつけてイチャつく等して、彼の好感度を稼かせいでおいた。無論、脳破壊の前まえ振ふりである。

　努力の甲か斐いあって、ユウくんは無事イケメン寄りな見た目となった。

　これだけ急激に自分の見た目に自信が付けば、多少は傲ごう慢まんな性格になりそうなものだが、私の洗脳……もとい教育成果もあって、性格は謙けん虚きよで控ひかえめな心こころ優やさしい少年のままである。ま、寝取られ男だから多少はね？




　さて、私がそんな回想をしている間にも、入学式は恙つつ無がなく進んでいく。

　校長先生の定型文的な演説を聞き流し、新しいクラスで集合写真の撮さつ影えいを行ったり等のお決まりのイベントを終えた私達は、お昼には下校する運びとなっていた。

「同じクラスになれて良かったね、ユウくん！」

「うん、僕もレイちゃんと一いつ緒しよのクラスで嬉うれしいよ」

　下校後、私と母はユウくんとおば様を交えて、ファミリーレストランで昼食を一緒にしていた。

　子供同士の仲が異様に良いということで、音ね虎とら家と立たち花ばな家は、家族ぐるみで良好なお付き合いをしている。何ならユウくんの母は、私のことを将来の息むす子この嫁よめと思っているフシがあるし、私も全力でそのつもりのロールプレイをしている。

　まあ、最終的にはこれ以上ないぐらい酷い寝取られ方をして、ユウくんの脳みそを木こつ端ぱ微み塵じんにするつもりなので、両家の関係はさぞや気まずいものとなることだろう。我ながら災害みたいな女である。

「冬ふゆ木きくんも同じクラスだし、また三人で一緒に頑がん張ばろうね♪」

「そうだね。僕だけ違うクラスとかにならなくて本当に良かったよ。二人がいないと僕、友達作れないかもしれないし……」

「もうっ、そんな情けないこと言わないの。ユウくんには良いところが沢たく山さんあるんだから、私や冬木くんがいなくても、新しい友達なんて沢山作れるよ」

　ＮＴＲの神に愛されている私は、当然の如くユウくんと同じクラスをツモることに成功していた。

　まあ、クラスが離れていたら、それはそれでやりようはいくらでもあるのだが、同じならそれに越こしたことはあるまい。

　親友ＮＴＲ枠わくこと、冬木くんとも同じクラスだったのは僥ぎよう倖こうだろう。三人で一緒に行動する機会を増やして、ドロドロの三角関係を形成してやるからな。

　覚かく悟ごの準備をしておいて下さい。近い内に寝取られます。トラウマも植え付けます。ビデオレターも問答無用で送りつけます。無様に泣き崩くずれる準備もしておいてください！

　貴方あなたは寝取られ男です。脳を破壊される楽しみにしておいて下さい。いいですねッッ!!

「……ところで、ユウくん？　私に何か言うことがあるんじゃないの？」

「え？」

「もうっ……これでも私、今日は結構気合入れてきたんだよ？」

　そう言って、私は拗すねたように頬を膨ふくらませると、わざとらしく制服のリボンを弄んだ。

　そこでようやく、私が求めていることに思い至ったユウくんが、照れたように頬を掻きながら告げた。

「……その、レイちゃん」

「はい。なんでしょうか？」

「せ、制服。すごく似合ってるよ」

「……それだけ？」

「うう……か、可愛いと思う」

「うむ、よろしい」

　ユウくんの言葉に、私は満足げに微笑ほほえむ。

　その様子を見て、ニヤニヤする母とおば様。

「あらあら……結ゆう城きは将来、玲子ちゃんのお尻しりに敷しかれそうねぇ～」

「うちの娘むすめがごめんなさいねぇ。結城くんも嫌いやだったら、ガツンと言っていいのよ？　この子、意外と押しの強い方がタイプみたいだし」

「お、お母さんっ！　ユウくんに変なこと言わないでっ！」

　すまん母よ。それはＮＴＲシチュの好みの話なんだ。




　中学校生活が始まってから数日後。

　私は放課後の教室で、クラスメイトの女子達とにこやかに雑談を交かわしていた。

「玲子ちゃんは部活もう決めたの？」

「う～ん、実はまだ迷ってるんだよね。文化系の部活にしようとは思ってるんだけど……」

　今後、ＮＴＲルートの為ためにユウくんと冬木くんという、イケメン二人を囲かこい込こまなければいけないのだ。普ふ通つうにやっていれば、まず女子からやっかみを受ける。余計なトラブルを避さけるためにも、私は前世で培つちかったコミュニケーション能力で、早々にスクールカーストの上位に食くい込むことに成功していた。伊だ達てに前世で間男として、カップルを寝取りまくっていないぜ。うーんゴミ屑くず野や郎ろう。

「ええ～？　玲子ちゃんって、凄すごい運動出来るんでしょ？　勿もつ体たいなくない？　バスケとかバレー部の先せん輩ぱいからスカウトされてたでしょ」

「あはは、まあ多少は運動出来る方かもだけど、部活にするには私では根こん性じようが足りないよ」

「またまた、ご謙けん遜そんを～」

　お調子者っぽい女子の冗じよう談だんめいた言葉に、私は困ったような微笑みを浮うかべる。

　周囲の女子や、異性とのコミュニケーションに物もの怖おじしない陽キャの男子達たちも同調して、私を持ち上げ半分からかい半分でいじってくる。

　一見とても微笑ましい光景に見えるが、私は脳内で冷ややかに状況を分ぶん析せきする。

　子供とて損得勘かん定じようぐらい普通に出来る。私の幼少期から磨みがき上げた顔面偏へん差さ値ちと、善良に見える外面で殴なぐりつけた結果、クラスメイトの少女たちの大半は、私と敵対するよりも傘さん下かに下って甘い汁しるを吸おうという方針を決定したようだった。男子については言わずもがなである。

　そんな事を考えていると、寝取り親友枠こと冬木くんと、愛いとしの寝取られ男ユウくんが私達の会話に交じってきた。

「あ～あ、女子サッカー部があれば、レイと一緒に練習とか出来たかもなのにな～」

「レイちゃんと冬木くんは、よく一緒にサッカーしてたもんね」

「知ってるか？　レイの奴やつ、女子なのに普通に俺おれよりサッカー上う手まいんだぜ？」

「いつの話してるのよ。流石さすがにもう冬木くんには勝てないってば」

「……真面目な話、レイが運動やらないのは、マジで勿体ないと思うんだよなあ。……なんなら、ほら。サッカー部でマ、マネージャーとかもありなんじゃねえの？」

　おっと、これは芳かぐわしいＮＴＲの香り。

　サッカー部のジャーマネとして、ユウくんに隠かくれて冬木くんとぐちょぐちょでねちょねちょの爛ただれた関係になるのも吝やぶさかではないのだが、残念ながら中学で寝取られる予定はないので渋しぶ々しぶ辞退します。アドリブはガバの温おん床しようだからね。仕方ないね。

「う～ん、マネージャーかぁ……興味ない訳じゃないけど……」

「レイちゃん、そういう栄養管理とか、コーチングの知識も凄いもんね。マネージャーになったら、冬木くんやサッカー部の皆も喜ぶんじゃないかな？」

　ユウくん改造計画で、私にその手の知識が豊富なことを知っているユウくんが、冬木くんの援えん護ご射しや撃げきをしてきた。冬木くんの邪よこしまな内心には全く気付いていないようで、寝取られ男に相応しい鈍どん感かんさと迂う闊かつさである。好き。

　確かに、私のコーチング知識はかなりのものだという自負はある。ユウくんの特訓の為に、専門書を何冊も読み漁あさっていたし、ユウくんに危険がないか、私自身の身体で人体実験もしているからね。一流の寝取られ女は、知識においても妥だ協きようしないのだ。まあ、そんなことをひけらかすつもりはないのだが。

「私のコーチングなんて、所しよ詮せんは素人しろうと知識だよ。顧こ問もんの先生とか先せん輩ぱい達たちみたいに、ちゃんと勉強している人には及ばないってば。ごめんね冬木くん。やっぱり私は文化系の部活にしようと思うんだ。今日もこれから、ユウくんと色々見学に行くつもりだったの」

「そっかぁ。ま、無む理り強じいする訳にはいかないからな。結城もレイも、良い部活が見つかるといいな」

「うん、ありがとう！　それじゃ、行こっかユウくん」

　私はそう告げると、ユウくんの手を握にぎって教室を後にするのだった。

「レ、レイちゃん。僕達もう中学生なんだから、こういうのは……」

「大丈夫。私は気にしないから」

「ぼ、僕ぼくが気にするんだよぅ……」

「…………」

　私とユウくんの仲なか睦むつまじい様子を、冬木くんは沈ちん痛つうな面おも持もちで見送っていた。

　爽やかイケメンの曇くもり顔、たまらねえぜ。ご馳ち走そう様さまです。




＊




「……はぁ」

　俺――来くる島しま冬木は、結城とレイの背を黙だまって見送ると、心の底に溜まっていた昏くらい感情を吐はき出すように溜ため息いきをついた。

　結城もレイも大切な友達だ。それは本心からそう思っているし、その関係性はずっと続くと思っていた。

　……だが、日に日に美しくなっていくレイと、そんな彼かの女じよを追いかけるように逞たくましくなっていく結城に、いつしか俺は逆さか恨うらみとも言えるような嫉しつ妬と心しんを抱いだくようになってしまっていた。

　結城よりも早く、俺がレイと出会っていれば。

　彼女の幼なじみが、結城ではなく俺だったならば。

　今、彼女の隣となりであの小さな手を繋いでいたのは、結城ではなく俺だったのではないか。

　そんな醜みにくい内心に、激しい自己嫌けん悪おを感じながら、俺は天を仰あおいだ。

「音虎さんと立花くんって、滅め茶ちや苦く茶ちや仲良いよね～」

「いやあ、あの距きよ離り感は間ま違ちがいなく付き合ってるでしょ。完全に夫ふう婦ふって感じじゃん」

　結城とレイが教室から離はなれると、先さき程ほどまで彼女の周囲にいた女子達が俄にわかに騒さわぎ出した。

　止めてくれ。そんな話を俺に聞かせないでくれ。

「ねえねえ、来島くんは音虎さん達と同じ小学校だったんでしょ？　やっぱり、二人って付き合ってるの？」

「……あ～、いや、あの二人はそういうのじゃねえよ。レイの奴が結城に一方的に世話焼いてるだけでさ。恋こい人びとっていうよりは、殆ほとんど姉し弟ていって感じだな」

　そんな事実と願望が入り混じった醜い言葉を、自己嫌悪に灼やかれながら、俺は口にするのだった。
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　僕――立花結城には、とてもとても可愛かわいい幼なじみがいる。

「付き合わせてごめんね、ユウくん。でも、私に合わせないで好きな部活を選んでもいいんだよ？」

　僕の隣で困ったような、申し訳ないような苦く笑しようを浮かべる彼女に、僕は見み惚とれて腑ふ抜ぬけた顔をしないように、頬の内側を噛かんで誤ご魔ま化かす。

　彼女の名前は音虎玲子。

　幼よう稚ち園えんの頃ころから、ずっと僕と一緒に過ごしてくれている、とても大切な女の子である。

「ううん、気にしないで。僕も文化系の部活に入るつもりだったから、レイちゃんと色々見て回れて助かってるよ。僕一人だと、見学して回るのは少し恥はずかしかったし……」

「はぁ～……ユウくん？　控えめなのは君の良いところだけど、もう中学生なんだから、もう少し色々と積極的にならないと」

「あはは……まあ、頑張ってみるよ」

　僕の曖あい昧まいな返事に「もうっ」と頬を膨らませる彼女に愛しさを感じつつ、僕は文化系の部室が立ち並ぶ部室棟とうを歩いて回る。

「どう？　結構見て回ったけど、どこかユウくんの興味のある部活はあった？」

「う～ん、園芸部や手芸部も面おも白しろそうだったけど、どうしようかな……レイちゃんは？」

「私？　私は、その……ユウくんと同じ部活が良いかな～……な、なんちゃって……」

　恥ずかしそうに笑うレイちゃんを見て、僕は胸が締しめ付けられるような気持ちになった。

　自うぬ惚ぼれでなければ、彼女は僕に好意を抱いてくれている……と思う。

　無論、僕だってレイちゃんの事は大好きだし、昔に比べれば、多少なりとも自分に自信も付いた。出来れば恋人同士になれたら、なんて思ったりもするが、今の〝仲良しな幼なじみ〟という関係性を崩すのが怖こわくて、あと一歩が踏ふみ出せないでいた。

「それじゃ、次はここだね」

　そんな事を考えていると、彼女が不意に立ち止まった。

　僕は目の前の部室の表札を確かく認にんする。

【文芸部】

　少し恥ずかしくて、レイちゃんや冬木くん以外には秘密にしているのだが、僕は昔から詩集や歌集を読むのが好きだった。

　そんな僕なので、文芸部はかなりの大本命だったりする。

「失礼しまーす」

　ノックをしてから、レイちゃんが部室の扉を開ける。

「ひゃっ、ひゃいっ!?」

　扉を開けると同時に、ばさばさと何かが崩れる音が室内に響いた。

　僕とレイちゃんは音がした方向――部室の隅すみを見る。

　そこには崩れた本の山の中で、小さな手がまるでゾンビ映画の一幕のように、天へと差し伸のべられていた。

「た……たすけて……」

　本の山の中から、か細い声が聞こえたのを確認して、僕ぼく達たちは慌あわてて駆かけ寄った。

「ご、ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ユウくん、とにかく本をどかそう！」

　僕とレイちゃんが発はつ掘くつ作業を始めてから数分後、無事に本の山から一人の少女を救出することに成功した。

「あ、ありがとうございます。本ほん棚だなの整理をしていたんですけど、人が来たからビックリしちゃって……」

　そう言って、申し訳なさそうに身を縮めている眼鏡をかけた少女は、文芸部の部員だろうか。ビクビクとこちらを窺うかがう視線から、漂ただよってくる内気そうな雰ふん囲い気きに、僕はなんだか親近感を覚えてしまう。

　……ん？　というか、この子って――

「……あれ？　あなた、白しら瀬せさんだよね？　同じクラスの」

「あ……は、はい。そうです。その、よく私の名前なんて、ご存ぞんじでしたね……」

「そんなの当たり前じゃない。同じクラスメイトなんだもの」

　隣でレイちゃんが発した言葉に、僕はようやく彼女の顔と名前を思い出した。

　白瀬由ゆ利り。

　僕達と同じクラスではあるのだが……なんというか影かげの薄い子で、空き時間にいつも一人で、物静かに本を読んでいる女の子という以上の記き憶おくはなかった。文芸部の部員だということも、初めて知ったぐらいである。

「へぇ～、白瀬さんって文芸部の部員だったんだね。あんまり話す機会がなかったから、初めて知ったよ」

「う、うん……昔から、その、ほ、本が好きだったから。えと、同じ趣しゆ味みの友達が出来たら、う、嬉しいなって……」

「そうなんだ！　私も本は結構読んでる方なんだよ～。もっと早く、白瀬さんとお話ししてれば良かったな」

「そ、そうなの？　……その、私も、音虎さんとは、お話してみたいなって、ずっと前から……」

　口ごもりがちな白瀬さんの話を、レイちゃんは決して急せかさずに、ニコニコと楽しそうに聞いている。なんだか昔の僕と彼女を見ているようで、微笑ましい気持ちになってしまう。

　きっとレイちゃんは、僕や白瀬さんみたいな引っ込み思じ案あんな子を見ると、構いたくなってしまうタイプなのだろう。

「――あっ！　それよりも、さっきは大丈夫だった？　落ちてた本の中にハードカバーの洋書とか、かなり重たい本も交じっていたけど……頭とか打ってない？」

「～～っ!?」

　レイちゃんが心配そうに、白瀬さんの頬に手を添えて顔を覗のぞき込む。すると彼女は顔を真っ赤にして、僅わずかに後ずさった。

　うんうん、白瀬さんの気持ちはよく分かる。僕もよくレイちゃんに、不意に顔を近づけられるが、彼女は本当に整った顔立ちをしているので、嬉しい気持ち以上に真しん剣けんに心臓に良くない。

「ひゃ、ひゃいっ！　だ、大丈夫でひゅっ!?」

「そう？　ん～……でも、頭は何かあったら怖いし、やっぱり心配だから少しだけ見てもいい？」

「ふえっ!?　い、いいです！　いいです！　ほ、本当に大したこと……」

「はい、じっとしててね？」

「あ、あわわ……い、良い匂においがする……ふひっ」

　レイちゃんが白瀬さんの頭を抱かかえ込むようにして、彼女が怪け我がをしていないか確認する。

　……まあ、同性だし気にすることではないのかもしれないが、レイちゃんの大きくなり始めた胸が、思いっきり白瀬さんの顔に当っている。いや、僕は別に断じて羨うらやましいとか思っていないが、女子同士の距離感ってこんなものなのかな。白瀬さんの呼吸が荒あらくなっているような気がするのも、微び妙みように気になる。




　――――ニチャア。




　ふと、レイちゃんから何か、ヘドロが泡あわ立だったような音が聞こえた気がした。

　まあ、彼女は聖なる大天使の生まれ変わりだから、僕の耳が何かしら不具合を起こしただけなので気にしない。

　レイちゃんが白瀬さんをハグから解放すると、彼女の小さな手をギュッと握りしめた。

「白瀬さん。私、文芸部に是ぜ非ひとも入部したいんだけど、いいかな？」

「レ、レイちゃん？」

　レイちゃんは唐とう突とつに、文芸部への入部を決めていた。

　彼女の突とつ発ぱつ的てきな行動に、白瀬さんの顔はまるでリンゴの様に真っ赤になっている。レイちゃんのバグった距離感にタコ殴りにされているのか、倒たおれてしまいそうで心配になる。

「あ、あわわわ……わ、私は大だい歓かん迎げいですぅ……」

　何が入部の決め手となったのかは分からないが……彼女のことだから、僕なんかには分からない、何か深い理由があるのだろう。

　彼女の目を絶対的に信じている僕は、元々文芸部への興味があった事と、彼女と一緒の部に入りたいという仄ほのかな下心から、その場で一緒に文芸部への入部届を記入するのであった。




「レズ寝取られ枠ゲットォ……」

「ん、何か言った？　レイちゃん？」

「――ううん？　何も言ってないけど？」

　空耳が聞こえた僕に、レイちゃんはコテンと小首を傾かしげた。超ちようかわいい。




＊




　ＮＴＲに大切なもの！　それは相手を思いやる〝心〟であるッ!!

　こんにちは、音虎玲子です。

　どの口が言ってんだと思われるかもしれないが、これは割とマジな話である。

　どうでもいい相手から裏切られようが、ビデオレター越しに粗そチンだと罵ののしられようが、湧わくのはただの怒いかりや殺意である。

　ＮＴＲとは、寝取られ男と寝取られ女の間に築き上げられた愛情や友情があるからこそ、それが裏切られた時に生じる圧あつ倒とう的てき脳破壊空間が、まさに歯車的砂すな嵐あらしの小宇宙なのである。

　要するに、ＮＴＲには〝愛〟こそが肝かん要ようであり、人を愛することと脳を破壊することは表ひよう裏り一いつ体たいなのだ。

　自分でも何を言っているのかよく分からなくなってきたが、結局のところ私のやることは基本的に誰だれかに〝愛どく〟を注そそぎ込んで、相手を私中毒にすることが目的なのである。

　どっぷりと私の愛に依い存そんさせることで、相手の思考力や判断力を鈍どん化かさせ、生せい殺さつ与よ奪だつの権を私が握る。そうして物事をこちらの優位に進めるのが、私の基本戦術なのだ。

　生殺与奪の権を他人に握らせるな！

　私は心の中で警告した。警告したので、今後私に生殺与奪の権を握られても、それは自己責任である。私は着実に狂くるっていた。まあ今いま更さらである。

　さて、そんな正気と狂きよう気きの境を綱つな渡わたりしていた私は、中学生活が始まって早々に新たな獲え物もの（間男候補）を見つけるのであった。
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　私――白瀬由利が、男の子のことを苦手に思うようになったのは、いつからだっただろうか。

　幼稚園児の頃に、お隣さんのカズくんに眼鏡を馬鹿にされた時だったかもしれない。

　小学生の頃に、クラスメイトの男子にイタズラで本を隠された時だったかもしれない。

　第二次性せい徴ちよう期きを迎えて、無む駄だに大きくなりはじめた胸に嫌な視線を感じるようになった時だったかもしれない。

　一つ一つはなんてことのない些さ細さいな傷かもしれないが、じわじわと積み重なっていった嫌けん悪おは、思春期の過か敏びんな心と相まって、軽度の男性恐きよう怖ふ症しようへと育ってしまった。

　気がつけば、周囲の私に対する態度は腫はれ物を扱あつかうソレだった。いじめられている訳ではないが『面めん倒どうくさいのであまり関わりたくない奴』そんな感じ。私だって自分の近くに私みたいな人間がいたら、同じような態度を取っていたと思う。

　中学生になった私は、周囲から気持ち悪い視線を集める胸の脂し肪ぼうを隠すように猫ねこ背ぜになり、外からの余計な接せつ触しよくを拒きよ否ひするように本の世界へのめり込んだ。

　本は良い。私に意地悪なことを言わないし、私が口ごもって上手に喋しやべれなくても馬鹿にしない。私が求めた分だけ物語と知識を与あたえてくれる。本さえあれば友達なんていらない。強がりではあったが、嘘うそでもなかったと思う。




「みんな、おはよー！」

　……そんな私でも、憧あこがれる人がいた。

　彼女が教室に入っただけで、空気がパァッと明るく華はなやぐ。

　シミ一つない白い肌はだに艶あでやかな黒くろ髪かみ。端たん整せいな顔立ちと大きくて綺き麗れいな瞳ひとみ。

　早くなる動どう悸きに熱くなる頬を本で隠しながら、私は教室に入ってきた彼女を覗き見る。

　――彼女の名前は音虎玲子さん。

　みんなの人気者で、綺麗で優やさしくて、でもそれを鼻にかけない親しみやすい人ひと柄がらで……物語の中から飛び出してきたみたいな完かん璧ぺきな彼女は、あっという間に私の憧れとなった。

　彼女みたいになれたら、なんて大それたことは思わない。でも、彼女とお友達になれたなら……それだけで中学校生活で最高の思い出になるに違いないだろう。

　……でも、思うだけだ。

　彼女の周囲には、常にスクールカーストのてっぺんにいるようなキラキラ輝かがやいてる人達がいた。とても地味で根暗な私なんかが入り込む余地はなかった。

　彼女だって、一言二言しか言葉を交わしたことのない私のことなんて名前も覚えていないだろう。

　でも、それでいい。いつも元気で綺麗な彼女を遠くから眺ながめているだけで、私は十分に癒いやされている。元気を貰もらっている。それ以上を望んだら、きっとろくなことにならない。

　そう思っていた。




　放課後、私は文芸部の部室で一人、本の世界に逃にげ込んでいた。

　正直、部活なんて入りたくはなかったのだが、この中学校では部活動への所属は強制だったので、仕方なく趣味と近い文芸部へと私は入部したのだ。

　もしかしたら、読書友達が出来るかも……なんて少しだけ夢見たりもしたが、世の中そんなに甘くはなかった。

　どうやら、この文芸部は同じようなことを考えている人間の吹ふき溜だまりらしく、メンバーは籍せきだけ置いている幽ゆう霊れい部員が大半らしい。そのため、部室に来ている人間は今日も私一人だった。

　顧問の先生も放任主義なので、入部届を出した時以外には会話らしい会話をしたこともない。活動の成果として、詩でも小説でも何でもいいから月に一つでっちあげれば、後は好きにしていいらしい。楽で助かるが、大丈夫かこの部。

「……ん」

　ふと、部室の隅の本棚に目が行く。

　顧問の先生か、他の部員が来ていたのか、本棚の中身が少し乱れていた。

　こういうのに一度気付いてしまうと放っておけない質だった私は、本棚の整理を始める。

「ぐぬぬ……！」

　本棚の最上段に、微妙に手が届かない。

　脚きや立たつを持ってくれば良いのだが、無ぶ精しようをした私は背せ伸のびをして無理やり手を伸ばす。

　これでも女子にしては無駄に背の高い方なのだ。一六〇センチを超えているので同年代の男子よりも普通に上背がある。無駄に大きい胸と合わせて人の目を集めやすいので、私にとっては基本的にデメリットしかないのだが、こういう時は助かる。

「あと、ちょっと……！」

　コンコン。

　つま先立ちをしている私の背後で、ノックの音が聞こえた。

「失礼しまーす」

「―――ッ!?」

　声が聞こえた。

　私の憧れで。綺麗で甘やかな響ひびきが。

「ひゃっ、ひゃいっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、気が動転した私はバランスを崩し、本棚から溢あふれ出した書の雪崩なだれに飲のみ込まれていた。
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「……あれ？　あなた、白瀬さんだよね？　同じクラスの」

「――――ッ、あ……は、はい。そう、です……」

　――私は夢でも見ているのだろうか。

　憧れの音虎さんが突とつ然ぜん文芸部にやってきて、ろくに会話をしたこともない私の名前を覚えててくれて……

「へぇ～、白瀬さんって文芸部の部員だったんだね。あんまり話す機会がなかったから、初めて知ったよ」

「う、うん……昔から、その、ほ、本が好きだったから。えと、同じ趣味の友達が出来たら、う、嬉しいなって……」

　私の口ごもりまくりのヘッタクソな話を楽しそうにニコニコと聞いてくれて、もっと早く話していれば良かったと言ってくれて……

「白瀬さん。私、文芸部に是非とも入部したいんだけど、いいかな？」

　――なんだこれは。いくら何でも都合が良すぎる。

　ああ、神様お願いです。

　これが夢なら、今すぐ私を殺して下さい。

　こんな甘い毒を味わってしまった後で、現実に戻もどされるぐらいなら死んだ方がマシです。




　しかし、夢は醒さめずに未いまだ続いている。

「んーっと……ねえ、白瀬さん。ここって何書けばいいのかな？」

　部室で入部届を書き始めた音虎さんが、困った顔をしながら私の隣に座すわった。

　近い近い近い近い！　肩かた当あたってる！　柔やわらかい！　滅茶苦茶良い匂いがする！

「え、えっとね、そこは入部動機なんだけど、顧問の先生は適当だから、多分空くう欄らんでも大丈夫……」

　何とか動どう揺ようやら欲望やらを表情に出さないようにレクチャーする私に、音虎さんがニッコリと笑え顔がおを浮かべてお礼を言う。

「ありがとう、由利ちゃん！　……あっ」

「ふえっ!?　ゆ、由利ちゃ……!?」

「ご、ごめんなさい白瀬さん！　な、馴なれ馴れしかったよね……？」

　うっかり私を下の名前で呼んでしまったことに、しゅんとしている音虎さんを私は慌ててフォローする。

「い、いいの！　全然平気！　……というか、音虎さんが良ければ、その、由利って呼んでくれたら、嬉しい……です」

「本当っ!?　それじゃあ、私のこともレイって呼んでね、由利ちゃん♪」

　なんだこのあざとい生き物!?　可愛すぎだろッ!?

「……なんか、白瀬さんもレイちゃんも、僕結城がいること完全に忘れてないかな……」




「――うん。あとはハンコを押おして提出すれば、大丈夫、だよ」

「それじゃあ一回持ち帰らないとだね。顧問の先生に提出するのは明日になるかな。色々教えてくれてありがとう、由利ちゃん！」

「う、ううん。気にしないで、その……レイ、ちゃん」

　――誰かを下の名前で呼ぶなんて、いつ以来だろうか。

　憧れとかそういう感情抜ぬきで、久しぶりに出来た新しい友達に、私の心は不思議な高こう揚よう感で満たされていた。

「それじゃ、また明日教室でね！」

　彼女はそう言うと、突然両手を広げて私に抱きついてきた。

「ヒュッ!?」

　思わず心臓が止まりそうになった私に、彼女の付き添そいであった……えーっと、なんて名前だっけ？　レイちゃんの事で頭がいっぱいでド忘れしてしまったが、とにかく付き添いの男の子が苦言を呈ていした。

「レイちゃん、一応言っておくけど同性でもセクハラは成立するんだよ？」

「何言ってるのよ、ユウくんってば。女の子同士ならこれぐらい普通だよ？」

　そうなの？

　少なくともぼっちの私には、こんな〝普通〟はなかったのだが。

　まあ彼女が言うなら、きっとこれは普通なのだろう。

　そう納なつ得とくしかけた私だったのだが――

「……ふふ、そう。これは普通だから。由利もなーんにも遠えん慮りよしなくていいんだよ……？」

「ッッ!?」

　ゾッとするような妖よう艶えんな囁ささやき声が、私の耳をくすぐった。

　次の瞬間、パッと私から離れたレイちゃんは何事もなかったかのように、いつもの天真爛らん漫まんな笑えみを浮かべていた。

「それじゃ、帰ろっか？　ユウくん」

「うん。白瀬さんも、また明日」

　そう言って校舎を後にする二人を、私はただ呆ぼう然ぜんと見送った。

「……普通。これは、普通の、こと……？」

　彼女の囁き声の残ざん滓しを探さぐるように、私は耳に手を添える。

　心の奥おく底そこに押し隠していた私の〝ナニカ〟が崩れ始める音が聞こえた気がした。
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　――計画通りである。

　自宅に帰った私――音虎玲子は今日の成果に実に満足していた。

　ＳＳＲ間男ことレズ寝ね取とり役として白瀬由利をゲットしたからである。

　彼女に同性愛者の気があることは、入学してすぐに分かっていた。

　何な故ぜなら私は前世の間男生活で、百合ゆりップルも寝取っていたからだ。そう、前世の私は百合の間に挟はさまる男という人類八つ目の大罪を犯おかしていたのである。

　そんな私の観察眼を以てすれば、白瀬由利の私に対する視線が少し〝違ちがう〟ことなんてお見通しだったのである。

　私は多様性にも配はい慮りよ出来る女。たとえ同性愛者だろうと等しくＮＴＲに組くみ込む新時代の寝取られ女なので、白瀬由利は是非とも手て駒ごまに加えておきたかった。

　彼女が文芸部に所属していたのも実に都合が良かった。文化系の部活動に所属するつもりだった私は、ユウくんを誘ゆう導どうして文芸部への見学に案内。あとはアドリブで適当にロマンチックな出会いを演出してやれば、これをこうして……こうじゃ！　あっという間にレズ寝取り枠わくをゲットである。

　由利ちゃんには私というキャラから少々外れた強火な誘ゆう惑わくをしてしまったが、性別の壁かべを超こえたＮＴＲを誘ゆう発はつさせるには、多少強ごう引いんな手を使わなければ難しかっただろう。

　ユウくんには気づかれていない筈はずだし、これは必要経費だ。コラテラル・ダメージという奴である。

　さて、これで間男枠は冬木くんと由利ちゃんで二つ埋うまったが、まだまだ足りない。

　プルスウルトラ。私のＮＴＲに限界などないのだから。
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　――という訳で、由利ちゃんに改造手術を施ほどこします。

「え、あ、あの、レイちゃん？」

「うふふ、心配しないで由利ちゃん？　ほら、力を抜いて……」

「ふぁ……は、はいぃ……」

　放課後、私は自宅に由利ちゃんをお招きして、自室の椅い子すに座らせていた。

　挑ちよう発はつするような微び笑しようを浮かべながら、壊こわれ物を扱うように繊せん細さいな手付きで私は由利ちゃんの頬ほおに触ふれる。

「本当に綺麗なお肌……もちもちしてて、ずっと触さわっていたくなっちゃう」

「あわわわ……レ、レイちゃん、その、そろそろ……」

「ふふ、ごめんごめん。それじゃあ……はじめよっか？」

「お、おねがいしまひゅ……」

　何をするのかと言えば強化人間手術――もといスクールメイクの指南である。




　事の起こりは数時間前のことであった。

「由利ちゃんってメイクはしたことある？」

「メ、メイク？　う、ううん、私、そういうの全然分からなくて……というか、学校ではお化け粧しようって禁止されてるんじゃないの？」

「所謂いわゆるギャルメイクみたいな派手なのは駄だ目めだけど、さりげない奴なら厳しいことは言われないよ。うちのクラスでも結構やってる子はいるよー」

　放課後、文芸部の部室での雑談の中で、私はそんな話題を由利ちゃんに振ふった。

　ちなみにユウくんは、冬木くん含ふくむクラスの男子達とゲームセンターに行ったらしい。

　親友ＮＴＲは寝取られ男と間男の関係性も重要なので、たまには男同士水入らずで友情を深めてきてくれよな（ニッチャリ）。

「ねえねえ、もし良ければなんだけど、私に由利ちゃんをメイクさせてくれないかな？」

「うええっ!?　そ、そんな……私がメイクなんかしたって、根暗がはしゃいでるって馬鹿にされちゃうよ……」

「もうっ、そんなこと言わないの。由利ちゃんはとっても綺麗だよ？　スタイルなんて凄すごく良いし、正直嫉しつ妬としちゃいそうなぐらい」

　これは事実である。

　野や暮ぼったい髪かみ型がたや姿勢の悪さで分かり難にくいが、由利ちゃんは結構な美人さんだ。肌は綺麗だし、身体だってメリハリの利きいた見み栄ばえする体型をしている。ほんのちょっと手を加えれば、驚おどろくほど見み違ちがえることだろう。

　自らが囲かこい込こんでいる間男もとい間女の情報収集を欠かさない私は、もちろん由利ちゃんの小学生時代の情報についても既すでにリサーチ済である。完璧な寝取られ女は情報戦においても手を抜かないのだ。

　私の調査に依よると、由利ちゃんは小学生時代にイジメという程ほどではないが、同級生達たちからうっすらと村八分を受けていたらしい。

　まあ、十中八九は由利ちゃんの恵めぐまれた容姿に嫉妬した女子からのやっかみや、好きな子に素す直なおになれない男児のちょっかいが原因だろう。それらが要因となって色々と拗こじらせてしまった彼女は、こうして陰いんキャ文学ガールになってしまった訳なのだが……正直このままでは私としても困ってしまう。

　ユウくんと冬木くんの囲い込みに関するヘイトは、私の立ち回り次し第だいでどうとでも処理出来るが、そこに由利ちゃんが入ってくるとなると話は変わってくる。

　お世辞にもコミュ強とは言えないし、美人だけどパッと見では目立たない容姿をしている由利ちゃんが私達のグループに交じっていたら、まず間違いなく他の女子からの攻こう撃げき対象にされる。

　私がヘイトコントロールでタンクをやるにも限界はあるし、そんなことをしていたら由利ちゃんは萎い縮しゆくして、遠からず私達のグループから身を引いてしまうだろう。

　由利ちゃんもうっすらとだが、そうなることを恐おそれているのか、文芸部の部室以外では私にあまり構ってくれなかった。しゅん。

　――もちろん、私はそんな現状に甘あまんじる怠たい惰だな寝取られ女ではない。

　要は由利ちゃんが私達のグループにいてもおかしくないぐらい、彼女をパワーアップさせればいいのだ。

「おねがい！　絶対に可愛くするからっ！」

「うぅ～……う、うん。レイちゃんがそこまで言うなら……」

　私の懇こん願がんする様子に、由利ちゃんは渋しぶ々しぶといった感じで首を縦に振ってくれた。

　ちょろいぜ。

「やった！　それじゃあ、私の家に行こっか！」

「レ、レイちゃんのお家っ!?」

「学校の中じゃあ落ち着かないからね。……ふふ、何か変な期待とか、してたりする？」

　私が意味深に微笑ほほえむと、由利ちゃんは顔を真っ赤にしてアワアワしだした。

　よしよし、彼女が冷静な判断が出来ない内にガンガン話を進めていこう。間男の寝取りテクニックは寝取られ女になっても有用である。
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「――――はい、出来上がり！」

「ふぁ……す、すごい……レイちゃんって、もしかして美容師の勉強とかしてたりする？」

「大げさだなあ。元が良かっただけだよ」

　工事完かん了りようです……

　由利ちゃんを口八丁手八丁で丸まるめ込んだ私は、ついでに髪かみも少し弄いじらせてもらった。

　私はユウくん育成計画の際に、彼かれをイケメンにする為ためにヘアカットの勉強もしていたのだ。今でもたまに好感度調整を兼かねて、彼の髪を弄らせてもらったりもしているよ。

　改造手術を終えた由利ちゃんは、普ふ通つうに街中で人が振り返るレベルの美少女になったと思う。まあ、多少の贔ひい屓き目めがあるかもしれないのは否定しないが。

「カットはともかく、メイク自体は簡単だったでしょ？　ファンデは使わないし、道具も百均やプチプラで揃そろえられる奴やつだけで済ませてるから、お財さい布ふにもかなり優しいと思うよ」

「う、うん。これなら、私でも出来そう……」

　私が誘惑している時とは違う、ワクワクとした高揚感に、由利ちゃんの頬が仄かに赤くなる。

　うん、これなら私が何か言わなくても自発的にメイクしてくれそうだな。

「慣れない内はとにかく使う量を少なく、あまり時間をかけると大体バランスがおかしくなるから、時間をかけずにササッと済ませちゃうこと。あとはまあ慣れかな」

「わ、分かった！　私、頑がん張ばるねっ！」

　キラキラした瞳で喜びを隠かくしきれない由利ちゃんの様子に、私も思わず嬉うれしくなってしまう。おせっかいを焼いた甲か斐いがあるというものだ。

　誤解されがちなのだが、私は寝取られ男ユウくんも寝取り男達冬木くんや由利ちやんもみんな平等に大好きだし、愛している。

　ただ、ちょっとばかり愛情表現が歪ゆがんだ結果、どうしても脳を破は壊かいしたくなってしまうのだ。こればかりは悪いが譲ゆずれない。

『殺したいけど死んでほしくはなかった』という奴である。我わが事ながら何だこの悲しきモンスターは。

　近年のなろう系主人公ならばきっと、私の悲しき性に慈じ悲ひの心で寄り添って慰なぐさめてくれることだろう。いや、でも私なら私みたいなクズがいたら速そつ攻こうで排はい除じよしてるわ。ままならないもんだぜ。




「それじゃ、これは由利ちゃんのメイクデビューの記念」

　帰かえり際ぎわ、私は由利ちゃんに小さなコンパクトミラーをプレゼントした。

　自室に余っていただけの、なんてことはない安物ではあるが、こまめに鏡を見る習慣を付けるのは決して悪くないだろうという、私の余計なお節せつ介かいである。

「そ、そんな！　悪いよレイちゃん！　ただでさえ、色々してもらったのに……」

「アハハ、そんな恐きよう縮しゆくするような大層なものじゃないよ。ふつーに安物だし」

「で、でも……」

「本当に気にしないで。その鏡で『私の友達由利ちやんはこんなに綺麗なんだぞ』って由利ちゃんに自じ慢まんしたいだけだから」

「うっ……も、もうっ！　レイちゃんって私のこと、からかい過ぎっ！　……でも、ありがとう。大事にするね？」

　そう言うと、由利ちゃんは受け取ったコンパクトミラーを宝物のように、胸に抱だき入れた。マジで安物なので少し気まずいが、まあ喜んでくれたのなら何よりである。




　――翌日、ガラッと印象の変わった由利ちゃんの姿に、教室のみんなが俄にわかにざわめいたのは、また別の話である。

「由利ちゃん、おはよう！」

「お、おはようレイちゃん。……その、どうかな？」

「うんうん、やっぱり私の友達は世界で一番かわいいよ♪」
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　さて、ガバのリカバーの時間である。

　というのも私がチャート管理をミスった結果、いつの間にか寝取られ男ことユウくんがイケメンになってしまった為、中学生になってから普通に彼に言い寄ってくる女子が増えてしまったのだ。

　一応、隙すきあらばユウくんとイチャつき、露ろ骨こつに両片思いアピールをして周囲を牽けん制せいしているのだが、それでも『関係ねえ戦いてえ』とばかりにユウくんにアプローチをかける女子は、それなりの数になっている。今の所は告白してきた女子をユウくんが片かたっ端ぱしからお断りすることで事なきを得ているが。

　――何でそんな事を知っているかって？　そりゃあ私がユウくんをストーキングしているからに決まっているだろう。常識で物を考えろ。一流の寝取られ女に抜かりはないのだ。

　とはいえ、放置しておくにはあまりにも危険すぎる状じよう況きようであることに変わりはない。

　もしもユウくんが誰かに寝取られてしまった日には、私は恥はじも外聞もなくユウくんに縋すがり付く自信があった。

　その上、仮に私がユウくんに縋り付いたとしても、私は彼に『究極の脳破壊を体験出来るぞ』と言って引き止めることしか出来ないのだ。駄目だ。引き止められる気が欠片かけらもしない。

　最近は由利ちゃんのＮＴＲパワーを貯ためるために、女同士で引っ付いている事が多かった為、ユウくんへのケアを多少おざなりにしていた自覚もある。ここらで少し強めにユウくんに楔くさびを打ち込んでおくとしよう。
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「はー……もうすぐ中間試験かぁ……」

　昼食時、僕ぼく――立花結城はレイちゃんと冬木くん、それに最近レイちゃんと仲良くなった白瀬さんと一いつ緒しよにお弁当を広げていると、冬木くんがため息交じりに呟つぶやいた。

「そんなに嫌いや？　冬木くん、ふつーに勉強出来る方じゃない？」

　憂ゆう鬱うつそうな表情をしている冬木くんに、レイちゃんが不思議そうに小首を傾げる。

「そりゃあ平均点ぐらいは何もしなくても取れる自信あるけど、それと勉強の好き嫌きらいは別だろ？　部活も休みになっちまうしさ」

「まあ、それもそっか。私だって別に勉強が好きって訳ではないしね」

　冬木くんの言葉に同意するレイちゃんに、白瀬さんが驚いたような表情をレイちゃんへ向ける。

「そ、そうなの？　レイちゃんって凄い頭良いし、勉強大好きってイメージあったかも」

「あはは、私ってそんな風に見えてた？　それを言うなら、由利ちゃんだって知的なイメージあるけど、意外と勉強苦手だよねー？」

「へぇ～、白瀬ってあんま頭よくないのか？　眼鏡かけてるのに？」

　冬木くんのあまりにもあんまりな言葉に、白瀬さんは小さくなりつつも口をすぼめて抗こう議ぎする。

「ううっ、め、眼鏡に対する偏へん見けんだよぉ……」

「そうだよ。冬木くんもレイちゃんも、ちょっと言い過ぎ」

「あー、わり。別に馬鹿にしてるつもりじゃなかったんだが……」

「えへへ、ごめんごめん。怒おこらないで由利ちゃーん」

「ひゃっ！　べ、べつに怒ってはいないけど……ふひっ」

　バツが悪そうに謝罪する冬木くんに対して、レイちゃんはニコニコ笑いながら由利ちゃんに抱きついた。この二人、本当に距きよ離り近いなあ。うらやま……うらやま……微笑ましい。

　学内でも五指に入る美少女と評判のレイちゃんもだけど、白瀬さんも最近急に垢あか抜ぬけた雰ふん囲い気きになったせいか、そんな二人がくっついていると非常に華やかな空気になる。

「……あっ、そうだ！」

　白瀬さんに抱きついていたレイちゃんが、名案を思いついたといった表情で僕たちに提案をしてきた。

「勉強会、してみない？」

「「「勉強会？」」」

　レイちゃんの唐突な言葉に、僕たち三人の言葉がハモる。

「みんなで集まって試験勉強するのって、実はちょっと憧れてたんだよね」

　そんな事を言いながら、僕たちにキラキラとした表情を向けてくるレイちゃん。

　かわいい。結けつ婚こんしたい。

「あー、レイの言う事ちょっと分かるかも。ドラマとか漫まん画がとかでよくあるもんな、そーいうの。どうせ部活も休みだし、俺おれは別にいいけど？」

「わ、私も、みんなが良ければ……」

　冬木くんと白瀬さんがレイちゃんの言葉に同意を示すと、三人は僕へと視線を向けた。

　まあ、レイちゃんからのお誘さそいに対する僕の返事など決まりきっているのだが、一応はちゃんと言葉にしておこう。

「もちろん僕も参加するよ」

「やった！　みんな大好きー！」

　レイちゃんからの裏表のない好意と笑顔に、僕は思わず顔が赤くなりそうになる。

　……ああ、やっぱり僕はレイちゃんのことが大好きだ。

　彼かの女じよは知らないかもしれないが、中学生になってから僕は何人かの女子から告白を受けている。

『他に好きな人がいるから』とお断りはさせてもらったが、彼女たちは凄い。想おもい人に好意を伝えることの怖こわさを、常に感じている臆おく病びよう者ものの僕なんかよりも余よ程ほど。

　レイちゃんを理由にして、彼かの女じよ達たちの好意をふいにしているのだ。ならば、少しずつでも彼女に歩み寄ろう。それが僕なんかに告白してくれた彼女達への誠意というものだろう。

「楽しみだねっ！　ユウくん！」

「あはは……まあ、どうせなら楽しんで勉強した方が良いもんね、レイちゃん」

　彼女の笑顔に、僕は曖あい昧まいな笑顔で返事をする。

　この勉強会でも、出来れば二人の距離を縮められたら……そんな少し不純なことを僕は思っていた。




　ニ　チ　ャ　ア　……
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「あ、みんな！　いらっしゃーい！」

　レイちゃんが中間試験に向けての勉強会を提案してから数日後の週末。

　冬木くんと白瀬さんと一緒に、僕はレイちゃんのお宅へと招かれていた。

　会場にレイちゃんの家が選ばれたのは、単純にみんなの家からの地理的に一番集まりやすかったからである。

「お、お邪じや魔まします……」

「レイの家に来るの久しぶりだなー」

「お邪魔します。あ、レイちゃん。これ、うちの母さんから皆みんなでって」

　靴くつを脱ぬぎつつ、僕は手に持った紙かみ袋ぶくろをレイちゃんに手て渡わたす。中身はご近所の和わ菓が子し屋やさんで売られている羊よう羹かんである。

「わっ、ありがとう！　あとで休きゆう憩けいする時にみんなで食べようね♪」

　みんなで集まって勉強出来るのがそんなに嬉しいのか、ニコニコとはしゃいでいるレイちゃんは微笑ましくて、とても可愛かわいかった。

　……ただ、その、若じやつ干かん目のやり場に困る服装なのはちょっと困る。

　季節はもうすぐ六月。気温も上がり、日差しによってはほんのり汗あせばむ日も増えてきた。今日のレイちゃんの服装は襟えり付きのノースリーブの白シャツに、ショートパンツという涼すずしげでラフな格好であった。

　普ふ段だんの優等生然とした彼女とは違う、元気でハツラツとした雰囲気の格好も似合っているし可愛いのだが、視界に映る肌はだ色いろの面積が多くて、僕だけでなく冬木くんや白瀬さんも若干視線が泳いでいる。

　……ん？　冬木くんはともかく、なんで白瀬さんまで？

　違和感に首を傾かしげながらも、僕ぼく達たちはレイちゃんの自室へと案内された。

「今は家に私達しかいないから楽にしてね」

「あれ？　おじさんとおばさんは？」

「お母さんとお父さんは『勉強の邪魔にならないように』って言い訳して二人でデート中。帰ってくるのは夕方になるかな？　飲み物取ってくるけど、麦茶でいい？」

「あっ、レイちゃん。私も手伝うよ」

「そう？　それじゃあ、男子諸君は教科書とかの準備よろしく～」

　レイちゃんと白瀬さんが部屋から出ていったので、僕は言われた通りに試験勉強の準備をしようとしたのだが、冬木くんが急にガッと僕の肩かたを掴つかんできた。

「……なあ、結城」

「ん、どうしたの冬木くん？」

　真しん剣けんな表情をしている冬木くんに、僕は怪け訝げんな表情を浮うかべる。ちょいちょいと手招きする彼に、僕は促うながされるままに顔を寄せる。

「……見たか？」

「え、何を？」

「だから、ほら……アレだよ。アレ。今日のレイの格好」

「へ？　そりゃあ見たけど……？」

　何を言いたいのかイマイチ要領を得ない冬木くんの言葉に、僕は頭上にクエスチョンマークを浮かべていると、彼はとんでもないことを言い出した。

「……ピンクだったな」

「はぁ？」

「だから下着だよ。レイの。普通にシャツから透すけてただろ」

「ぶっ!?」

　いきなり何を言い出すんだこいつはっ!?

「はぁ!?　な、ちょ……！　ふ、冬木くんっ!?」

「馬鹿、声でかいって！　いい子ぶるなよ。お前だって見てただろ？」

「そ、それは……いや、でも不ふ可か抗こう力りよくであって、決して見ようと思って見てた訳では……」

「というかレイの奴、また胸でかくなってないか？　白瀬ほどではないけど」

「あっ、冬木くんもそう思った？　というか、レイちゃんインナーとか着ないから、学校でも普通に夏服から透けてるんだよね。アレって言ってあげた方がいいのかな？」

「思ってたより大分ムッツリだなお前……」

　身近な人間をネタにした猥わい談だんをする機会なんて今までなかったので、ついテンションが変な感じになってしまった。

　そのままレイちゃんが如い何かにえっちなのか冬木くんと共有しようとしたが、部屋の扉とびらが開く音に二人してようやく我に返った。

「――げっ！　やべっ！」

「うわっ!?　ふ、冬木くん!?」

　ぼそぼそと男二人で引っ付いて密談していたのだが、二人してお互たがいから慌あわてて離はなれようとした結果、体勢を崩くずした僕は冬木くんに押し倒たおされるような姿勢になってしまった。

「二人共お待たせ～……は？」

　お盆ぼんに麦茶のグラスを載せたレイちゃんが、僕たちを見てビキリと固まる。

　え、なにその反応？

　僕たちが勉強の準備をしていないだけで、そこまでショックを受けるかな？

「ば、馬鹿な……この私が、男にユウくんを寝取られる、だと……!?」

　レイちゃんが小声で何かボソボソと呟いたが、その内容を聞き取ることが出来なかった僕と冬木くんは、二人で「？」マークを頭上に浮かべるのだった。
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　落ち着けぇ～。ＪＵＳＴ ＣＨＩＬＬ。私――音虎玲子は冷静になった。

　一いつ瞬しゆんユウくんを寝取られそうになっているというシチュに対して、ちょっと気持ちよくなっちゃったが普通に誤解だろう。

　日々、ユウくんをストーキングしているからこそ分かるが、ユウくんは普通に異性愛者だ。所有しているスマホのブクマに登録されているアレコレも、清せい楚そ系お姉さんとかイチャラブ幼おさななじみモノとか年とし頃ごろの男子らしい健全な嗜し好こうのものばかりだったから間ま違ちがいない。

　何故なぜユウくんのスマホのブクマを把は握あくしているかというと、普通にソーシャルハックである。

　ロック解除ＰＩＮに誕生日使うのは止めた方が良いよ？　私は脳内でユウくんに忠告しておいた。忠告したのだから今後私にスマホを覗のぞかれても、それはユウくんの責任である。そういう事になった。

「もう、二人とも何遊んでるの？　早く試験勉強の準備しなさいっ」

　フリーズから立ち直った私は何事もなかったかのように、お盆に載せた麦茶を配って準備を促す。

　ちなみに座席ポジションは私の隣となりに由利ちゃん、正面にユウくん、斜ななめ前方に冬木くんという形である。

　前方に男連中を置いたのは、まあ好感度調整の一いつ環かんである。

　今日の私の服装は薄うす手での白シャツなので、普通にピンクのかわいい下着が透けている。色々と旺おう盛せいな年頃の男子は性欲と恋れん愛あい感情がごっちゃになっているので、ちょっとえっちなサービスをしとけば、それだけで好感度にバフがかかるので非常に楽ちんである。

　勉強に集中しているフリをして机に視線を落としておけば、前方の二人も覗き見しやすいだろうという配慮である。隣の由利ちゃんには、その分スキンシップ多めで対応する。多分これが一番早いと思います。

「それじゃ、はじめよっか！」

「「「はーい」」」




　そんな感じで勉強会を始めてから約三時間程度。大した時間もかからずに試験範はん囲いを網もう羅ら出来たので、速攻で勉強会は終わった。

　今はユウくんの手て土産みやげの羊羹を食べながら、みんなでゲームをやっているところである。

　まあ中学一年一学期の中間試験なんて、定期試験というイベントのチュートリアルみたいなものだ。私も初めからガチの勉強会というよりは、レクリエーションのつもりだったので、想定通りである。

　ちなみに学力の並びは

　私 ＞ 冬木くん ＞ ユウくん ＞ 由利ちゃん

　の並びである。

　まさかの眼鏡女子が学力最下位。まあそれでも、由利ちゃんの学力は平均よりちょっと下程度なので、私がサポートすれば問題ない範囲である。

　付け加えるならば、ユウくんは平均よりちょい上レベル。私と冬木くんは多分校内で上位一桁けたに入る感じ。

　私は前世貯金というインチキをしているのでともかく、人生一周目の冬木くんはマジで文武両道の超ちよう人じんだ。

　ルックスも爽さわやかイケメンだし、そりゃあこんな優良物件を彼かれ氏しにするでもなく囲い込んでいたら、女子達からヘイトを貰もらうわ。

　彼も何だかんだで私の毒がかなり回っているので、告白した女子は全て切って捨てられているらしい。フラれた彼女たちには申し訳ない気持ちも多少あるが、私も本気でＮＴＲルートを目指す者として、ここは譲るわけにはいかない。

『寝取られは異常性せい癖へきだ』『寝取られる相手の気持ちも考えろ』などと理り屈くつの通らない事を自分に言い聞かせて、己おのれを誤ご魔ま化かすのか？　私はそんなのゴメンだね。

　という訳で勉強会の真の目的――ユウくんと私の間に〝縛しばり〟を作る為に行動を始めるとしようか。




＊




　勉強会――というには些いささか遊んでいる時間が長かったが、とにかく僕――立花結城とレイちゃん達の集まりは、夕暮れを迎むかえると同時に解散することになった。

「あー、楽しかった！　またみんなで集まろうね、ユウくん」

「あはは……一応、勉強会って名目だったんだけどね？」

「なによぅ、勉強もちゃんとしてたでしょ？」

　苦く笑しよう交じりにぼやく僕に、レイちゃんはぶぅっと頬を膨ふくらませて抗議する。

　無論、お互い本気で不満を抱いている訳ではなく、ただのじゃれ合いであるが、一応白瀬さんがレイちゃんのフォローに入った

「う、うん。レイちゃん教えるの上手で、すごい分かりやすかった……」

「由利ちゃんは素直でかわいいね～。ユウくんは最近おませさんになっちゃって全然素直じゃないもの！」

　レイちゃんに抱きつかれて、グリグリと頭を撫なでられた白瀬さんがアワアワと目を白黒させている。

　僕と冬木くん――というか、恐らく男子そのものに苦手意識を持っている白瀬さんだったが、レイちゃんが積極的に僕達四人グループで行動するようにしているおかげか、大分馴な染じんでくれたような気がする。

　聞いた所によると、白瀬さんのイメチェンにもレイちゃんが一枚噛かんでいるそうで、そういう人を陽だまりに引っ張り出そうとする所は昔から変わらないな、と僕はつい感傷的な気持ちになってしまった。

「……本当に優やさしいというか、お節介というか……」

「ん、ユウくん何か言った？」

「そろそろ白瀬さんを離してあげなよって言ったの。みんな家まで徒歩圏けん内とはいえ、あんまり帰りが遅おそいと白瀬さんは女の子なんだから、ご両親が心配しちゃうでしょ？」

「む、それもそっか。由利ちゃん、また学校でね」

「う、うん。今日はありがとう、レイちゃん。……さ、誘ってくれて嬉しかった」

　レイちゃんと白瀬さんが、キャイキャイとお互いに指を絡からませるように手を繋つないで別れを惜おしむ。本当に仲良いなこの二人……

「それじゃあ、ごめんだけど由利ちゃんのお見送りお願いね？　ユウくん、冬木くん」

「おう、俺はどーせ帰り道ほとんど一緒だしな。ちょい暗くなってきたし、女子送る程度の甲か斐い性しようはあるよ」

「それじゃ、行こうか白瀬さん」

「あ、ありがとう。来島くん、立花くん。ばいばいレイちゃん」

「うん。また学校でね～」

　そうして沈しずむ夕日に急せかされるように、僕達はレイちゃんの家を後にする。

　数分ほど歩いた辺りだろうか。僕と冬木くんの雑談に相あい槌づちを打つだけだった白瀬さんが、唐とう突とつに話を切り出した。

「……ねえ、立花くん」

「ん、どうしたの白瀬さん？」

「もしかして、レイの家に忘れ物でもしたか？」

「そ、その、嫌だったら答えてくれなくてもいいんだけど……」

「？」

「た……立花くんとレイちゃんって、お付き合いしてるの？」

「うえっ!?　は、ええ!?」

「おおう、いきなりぶっ込んできたな白瀬……」

　思わず咽むせそうになる僕と、半分呆あきれたような顔を浮かべる冬木くんに、白瀬さんは慌てて付け加える。

「ご、ごめんなさいっ！　あああの、その、変なアレじゃなくて！　そ、その、もしかして私、レイちゃんと立花くんの邪魔になってないかなって不安で。えと、だから……」

「あはは……大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと驚いただけだから。えーっと、まあ僕とレイちゃんはそういうのじゃないよ。だから白瀬さんが邪魔とか、そういうのはないから心配しないで？」

「つーか、その言い方だと俺も空気読めてないお邪魔虫じゃねえか。白瀬は俺をそんな風に見てたの？」

「あえっ!?　あ、ごご、ごめんなさい！　そ、そんなつもりは全然……っ！」

　あまりの白瀬さんの慌てように、僕と冬木くんは思わず吹ふき出してしまう。

　その後も帰り道の中で、終始冬木くんは白瀬さんをイジって遊んでいた。ちょっと趣しゆ味みが悪いが、そのおかげで何だか一層白瀬さんと僕達は打ち解けられた気がするので、まあプラマイゼロということにしてもらおう。

「そっか……レイちゃん、付き合ってる訳じゃないんだ……」

「レイと結城は……まあ、何というか家族とか姉し弟ていとかそんな感じだよなー。な、結城？」

　そんなこんなで雑談は弾はずみ、白瀬さんを家まで送り届けた後に、僕と冬木くんも程なくして別れてお互いの帰路につくのだった。




　夕食も済まし、僕は自室のベッドに転がりながらスマホを弄っていると、メッセージアプリからの通知がディスプレイに割わり込んだ。

　発信元はレイちゃんからだった。

【ＲＥＩＫＯ：ユウくん、今大丈夫？】

【ＹＵＵＫＩ：ゲームやってただけだから大丈夫だよ。どうしたの？】

【ＲＥＩＫＯ：ちょっと確かく認にんしてもらいたいんだけど、もしかして私とユウくんで勉強会に使ったノートが入れ替かわってないかな？】

　メッセージに添てん付ぷされた写真には、レイちゃんが手に持った僕のノートが映っている。

　僕もカバンを確認すると、そこには『音虎玲子』と書かれたノートが紛まぎれ込んでいた。

【ＹＵＵＫＩ：ごめん！　間違えてレイちゃんのノート持ち帰っていたみたい！】

【ＲＥＩＫＯ：あちゃー、やっぱりかー】

【ＲＥＩＫＯ：ごめんなんだけど、今からユウくんの家に受け取りに行ってもいいかな？】

【ＲＥＩＫＯ：どうしても確認しておきたい内容があるの！】

【ＲＥＩＫＯ：ありがとう！】

【ＲＥＩＫＯ：今行くね】

【ＹＵＵＫＩ：ちょ】

『待って』と僕が返事をする前に、インターホンの呼び鈴りんが耳に届いた。

　自室から飛び出した僕が玄げん関かんの扉を開けると、そこには先さき程ほどまでメッセージをやり取りしていた少女が悪戯いたずらっぽく笑いながら立っていた。

「来ちゃった♥」

　ペロッと舌を出したレイちゃんの可愛さに胸を打たれつつも、僕は心を鬼おににしてレイちゃんの綺き麗れいなおデコにチョップを落とした。

「あいたっ」

「レイちゃん？　いくら僕の家まで歩いて五分ぐらいとは言え、こんな時間に女の子が一人で出歩くのは、あまり関心しないよ？」

「うぅ……ノート間違えてるのに気づかないユウくんにも責任の一いつ端たんはあるのに……」

「それは悪かったけど、言ってくれれば普通に僕からレイちゃんの家に届けたから。というか、あのメッセージ送る前にもう玄関の前にいたでしょ？」

　再びペロッと舌を出して誤魔化そうとするレイちゃんに、僕は再びチョップを落とした。可愛い。

「結城～？　何を玄関で騒さわいで……あら、玲子ちゃん」

　騒ぎが聞こえたのか、母さんがリビングから顔を出してきた。

「こんばんは、おば様。夜分遅くにすいません」
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「昼の勉強会で、僕とレイちゃんのノートが入れ替わっていたから受け取りに来たんだ」

「あらまあ、それなら結城に言ってくれれば届けに行かせたのに」

「僕もそのつもりだったんだけどね……」

「結城、帰りはちゃんとレイちゃんを送ってあげるのよ？」

「もちろん、そのつもりだよ」

　僕が了りよう解かいの返事をすると、母さんは再びリビングへと戻もどっていった。

「ちょっと待ってて、すぐノートを取って……」

「お邪魔しまーす」

「って、ちょ……レイちゃんっ」

　僕の返事を待たずに、彼女は靴を脱ぐと勝手知ったるとばかりに、僕の部屋へとズンズン進んでいった。

「わぁー、ユウくんの部屋来るのも何だか久しぶりだね」

「はぁ……別にいいけど、ノート渡わたすだけなんだから部屋まで来る必要あった？」

「私だけ部屋を見られてるのって、何だか不公平じゃない？」

「会場に立候補したのはレイちゃんでしょ」

　僕は一つため息を吐つくと、部屋の隅すみに置いてあるカバンから彼女のノートを取り出す。

「おっ、ありがと～」

　……振ふり返ると、彼女は僕のベッドに寝ねっ転ころがってくつろいでいた。

　なんか……こう……すごいクる。

　……クるのだが、流石さすがにこれはお説教である。

「……レイちゃん」

「なぁに、ユウくん？」

「正座」

「へ？」

「早く」

「あ、はい」

　僕の言葉に、レイちゃんは神しん妙みような表情でベッドの上で正座した。

「レイちゃん。僕達はもう中学生。そりゃあまだまだ子供だけど、色々と男女の分別を付ける必要がある年頃だとは思いませんか？」

「え、あー、うん？」

　僕が何を言いたいのか、いまいち分かっていない風なレイちゃんに、僕は眉み間けんのシワを指でほぐしながら続ける。

「レイちゃんは、その……女の子なんだから。こうやって気軽に男子の部屋に入ったり、ベッドに寝ね転ころんだりとか……あまり男性に無防備なのは、ちょっと良くないと思う」

「むぅ、私だって誰だれ彼かれ構わずこんなことはしないよ？　ユウくんなら大丈夫って信しん頼らいしてるの」

　……それは男として見られていないという事だろうか？

　正直、好きな女の子にそう言われるのはかなり辛つらい。ちょっと泣きそう。

「……でも、ごめんね。ユウくんを心配させるようなことして。ちょっと反省してます」

「〝ちょっと〟なんだね。まあいいけど……それよりも、アポなし訪問といい今日のレイちゃんはテンションおかしくない？　何かあった？」

　僕がそう尋たずねると、彼女はバツが悪そうに指で頬ほおを掻かいた。

「あはは……実はお昼の勉強会が楽しすぎて、その……みんなが帰ったら少し寂さびしくなっちゃって。だから、ユウくんに構ってもらおうかなって」

「はぁ……レイちゃんって意外と寂さみしがり屋やだよね」

「これでも繊せん細さいな乙おと女めですから」

　オホホとふざけるレイちゃんに僕は苦笑をこぼす。

〝男〟としては見られていなくても、こうして寂しい時に頼たよってくれる相手に選ばれていることに、叫さけびだしたくなるほど嬉しくなっている僕も大たい概がいだよなあ。

「はいはい、おふざけはそれぐらいにして帰ろうね。家まで送るから立った立った」

「はーい」

　僕が手を叩たたいて促すと、レイちゃんが正座を崩してベッドから立ち上がろうとする。

「――あっ？」

　足が痺しびれたのか、ベッドの上という不安定な足場が悪かったのか。多分両方だ。レイちゃんがバランスを崩してベッドから転げ落ちそうになった。

「レイちゃんっ!?」

　僕は咄とつ嗟さに彼女を支えようと駆かけ寄る。

　レイちゃんは反射的に僕の身体を掴んだが、バランスを崩した彼女は僕を掴んだまま後ろに倒れ込こんでしまった。

「うわっ!?」

「ひゃっ!?」

　気がつけば、当然のようにベッドに仰あお向むけになる彼女と、その上から覆おおいかぶさる僕という構図が出来上がっていた。

「あ、その……レ、レイちゃん？　怪け我がは……」

　僕は顔中が熱くなるのを感じつつ、誤魔化すように彼女に問いかけた。

「…………え、えっと、その、ユ、ユウくん…………」

　――鼻先にある彼女の顔は、きっと僕と同じか、それ以上に朱あけに染まっていた。

「……て、て……ユウくん、手……っ」

「へ？」

　彼女に促されるままに、自分の手に視線を向ける。

　僕の右手が彼女の膨らみ始めた胸に触ふれていた。

「――――――ッ」

　これは不ま味ずい。

　今すぐ手をどけろ。

　そして彼女から離れて土下座しろ。

　理性が全力で警報を鳴らすが、僕は自分で思っていた以上に欲望に弱い人間だったようである。

　手をどけることも、彼女から離れることも出来ず、固まった姿勢のまま彼女の温かさを感じることを優先してしまった。

「…………ぃ、いやっ……！」

　彼女が怯おびえたように声を漏もらした。

　――ああ、初はつ恋こいが終わった。

　それも考えられる限り、ほぼ最悪な形で。

　拒きよ絶ぜつの言葉に、脳の後ろが急速に冷えていくような感覚を覚える。

　あまりにも醜しゆう悪あく。あまりにも無様な僕を見つめながら、彼女の唇くちびるが動いた。




「お、お風ふ呂ろ。まだ入ってないから、やだ……」

　――――――んんんっ？

　頬を染めながら、意味不明なことを呟く彼女に僕の脳は動作を停止した。

　彼女の言葉が意味として理解出来ず、音として僕の耳を通過する。

　空気の振しん動どうが脳を刺し激げきしてから数秒後、ようやく僕の思考回路がガタゴトとぎこちなく動き出す。

　……それってつまり、準備さえ出来ていればレイちゃんは僕と〝そういうこと〟をしても構わないという事で――




　ピピピピピピ！




「「――――ッ!?」」

　お互いに無言で見つめ合っていた室内に、電子音が鳴り響ひびく。

　ようやく正気に戻った僕は、弾はじかれるようにレイちゃんから離れた。

「あ、わ、私のスマホだ……で、出るね？」

　レイちゃんが乱れた髪かみを整えながら、スマホを耳に当てる。

「も、もしもし？　お母さん？　……うん、まだユウくんの家。うん、牛乳？　分かった。帰りにコンビニで買って帰るね」

　通話先は彼女の母親のようだった。

　別にレイちゃんと何かがあったという訳ではないが、なんとも言えない気まずい気持ちになってしまう。

　通話を終えた彼女が、視線を泳がせながら僕に向き直る。

「えっと、その、そ、それじゃあ帰るね？」

「う、うん……」

　ぎこちない言葉を交かわすと、彼女は当初の目的であったノートをカバンにしまって部屋を出ようとする。

「…………」

「……レイちゃん？」

　扉の前で立ち止どまったレイちゃんが、少しだけ怒ってるような顔でこちらに振り返る。

「……送ってくれないの？」

「えっ、その……いいの？」

「こんな時間に、女の子を一人で帰すつもり？」

「う、うん、分かったよ。い、行こっか？」

「うん……」

　流石にあんな事があった後だし、僕ぼくと二人きりなんて嫌いやかと思っていたのだが、彼女はそうでもなかったらしい。

　僕は怖いような嬉うれしいような、自分でも制せい御ぎよ出来ない感情にクラクラしながら、彼女を送り届けることにした。
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　計　画　通　り　。

　私――音虎玲子はスマホの〝アラーム〟を削さく除じよしながら、ユウくんに見えない角度で悪い顔をした。

　この一連の流れこそが今回の勉強会イベントの真の目的。

　ユウくんに『実質、私は貴方あなたに売約済みです』と分からせて、他の女に流れないように〝縛り〟を結ばせることが私の狙ねらいだったのだ。

　先程の状じよう況きようで手を出さない程度には、私の洗脳で草食系男子に調教されているユウくんだが、それでもヤリたい盛さかりの男子中学生である。ふとした拍ひよう子しにそこら辺の女にコロリと転がってしまう可能性はそれほど低くないと私は見ていた。

　なので、ここらで一発『ユウくんがその気になれば、この女抱だけますよ』と分からせておく事で、他の女に目が行かないようにマインドコントロールを施ほどこしたのである。

　こうしておけばユウくんの性格上、実質両思いだし今の居い心ごこ地ち良いジレジレな関係を続けるように精神誘ゆう導どうを行うのは決して難しくない。

　一歩踏ふみ出す勇気さえあれば、長年恋こい焦こがれた女をモノに出来るのだ。ちょっとやそっとの誘ゆう惑わくでは私以外の女に靡なびかないように洗脳するなど造作もないだろう。

　一流の寝ね取とられ女は洗脳技術においても一流なのだ。

　どこから仕し込こみだったかと言えば、もう最初から全部仕込みである。

　私とユウくんのノートをすり替えたのも私だし、ベッドに倒れ込む時にも音虎流体術で私を押おし倒すようにユウくんの誘導もした。仕上げは良いところで中断されるように、スマホのアラーム機能で通話がかかってきたみたいな小こ芝しば居いもした。

　気分はデスゲームの参加者をイジって遊んでいる暗黒金持ちである。うーん、擁よう護ごしようのないゴミクズ。

　だが、私は暗黒金持ちと違ちがってユウくんを使い捨ての玩具おもちやなどではなく、大事な大事なパートナーいけにえとして寵ちよう愛あいしている。つまり私は闇やみっぽく見えるが、その本質は光側の存在ということだ。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　まあ随ずい分ぶんと回りくどい方法を採っているようにも見えるが、決して肉体関係を結ぶことに尻しり込ごみして日ひ和よった訳ではない。チャートをちゃーんと確認したが故の行動である。

　この時点でユウくんとエッチしておくのも悪くはないのだが、寝取られを高校時代に決行すると決めている以上、現時点で恋こい人びと関係になってしまうと絶対に途と中ちゆうでダレる。

　感情というものには鮮せん度どがあるのだ。

　愛情が激しい炎ほのおから穏おだやかな灯ともし火びへと劣れつ化かしてしまうには、三年という時間は十分過ぎる。感情とは時間と共に良くも悪くも死んでいくものなのだ。

　真の意味での脳破は壊かいとは、静的な状態ではなく変化の動態――希望が絶望へと切り替わる、その瞬しゆん間かんのことを言うのである。

　木こ漏もれ日びのような穏やかな熱では到とう底てい足りない。身を焼くような激しい愛情の炎を一瞬で凍いてつかせてこその寝取られなのだ。

　私は味わいたい……ユウくんの瑞みず々みずしく新しん鮮せんな絶望と脳破壊の味を……

　数行前に光側の存在と自じ称しようしていた筈はずだが、言っていることが殆ほとんど闇属性のクリーチャーになってしまった。

　まあ要するにあんまり早い段階で恋人になっちゃうと、寝取られ決行までの間にイチャラブが落ち着いちゃうのが問題なのだ。

　付き合いたての幸せの絶頂時に寝取られる為ためには、もうちょいユウくんを焦じらしておきたいということである。

　もう一つ悩なやみのタネがあるとすれば、ユウくんとセックスをするかどうか、実は未いまだに少し悩んでいる。

　ＢＳＳにルートがガバらないように、ユウくんと恋人関係になることは確定しているのだが、そこから先が問題だ。

　ユウくんとエッチした後で間男に寝取られて「彼かれよりも凄すごい……♥」みたいなのは王道だし最高なのは間違いない。

　しかし、ユウくん以外の男に処女を散らされて「僕がもっと早く勇気を出していれば……」みたいな脳破壊を喰くらっているユウくんも、想像しただけで達しそうになる程ほどイイ。

　クソッ！　何故だ！

　何故、私には転生チートで死に戻りとかのループ能力がないのだ!!

　それさえあれば、ありとあらゆる寝取られを体験出来るというのに!!

　許さんぞ転生神めッ!!　私は義ぎ憤ふんを燃やした。

　まあないものねだりをしても仕方あるまい。人生は配られたカードで勝負するっきゃないのさ。私は決意を新たにした。

「「…………」」

　ユウくんと並んでの帰り道。

　とりあえず、私は手札の〝お清楚フェイス〟を活いかして、ユウくんをドギマギさせることから始めた。千里の道も一歩からである。
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「中間試験が終わったその日にもう練習？　冬木くんは本当にサッカー好きだねぇ」

　定期試験の全科目終しゆう了りよう日び。

　午前中に下校となった俺おれ――来島冬木は独り公園でサッカーボールを転がしていたのだが、そこに彼かの女じよ――音虎玲子はやってきた。

「怠なまけるとすぐ鈍にぶるからな。試験期間中も少しはボール触さわってたけど、人目を気にせず大っぴらに蹴けれるのは久しぶりだから、なっ！」

　彼女がスポーツウェアだったのを見た俺は、レイに向かって高めにボールを蹴ってパスする。

「ほっ、よっと」

「お見事。やっぱ運動神経いいな、レイは」

　飛んできたボールを胸でトラップしたレイは、そのまま危なげなくリフティングに移行する。

　その淀よどみのない動きに俺が純じゆん粋すいに称しよう賛さんすると、彼女は勝ち気な笑えみを俺に向けた。

「ふふ、見み惚とれちゃった？」

「抜ぬかせ。レイより上う手まい奴やつなんざ腐くさる程見てるんだから、その程度で惚ぼけるかよ」

　……秘ひめた感情を見み抜ぬかれないように、俺はつい強めの言葉でレイを笑い飛ばすと、彼女はぶぅと可愛かわいらしく頬を膨らませる。

「むぅ、中学生になってから、冬木くんもユウくんも大人びちゃって。本当に可愛くないんだからっ」

　レイが一人ジャンピングボレーで俺にボールを返した。

　……本当に運動能力ヤバイなこの女。何で文芸部なんかやってんだ。

「結城と白瀬は？」

「二人とも試験疲づかれでダウンしてるから、今日の私はぼっちでーす」

「おいおい、一学期の中間試験なんてそんなハードな内容じゃないだろ。大丈夫か、あの二人？」

「慣れないイベントに気き疲づかれしちゃっただけでしょ。試験自体は二人とも大丈夫だよ。……多分」

「そこは断言してくれよ。不安になるなぁ」

　ケラケラと軽口混じりに、レイとお互いのボールをパスし合う。

　ボールの感かん触しよく。

　風の匂におい。

　なんてことないレイとの会話。

　その全てが心ここ地ちよくて、自然と頬が緩ゆるむ。

　――今、俺は彼女を独どく占せん出来ている。そんな昏くらい喜びが自己嫌けん悪おと共に己を灼やいた。

「――んで、結城と喧けん嘩かでもしてんの？」

「……へっ？」

　唐突な俺からの言葉のパスに、呆ほうけた彼女の頭頂部にボールが落下する。

「あいたっ。……えーっと、なんで？」

「結城もレイも付き合い長いからな。見てりゃ、ぎこちない空気なんて分かるよ」

「あはは、よく見ていらっしゃる……」

　彼女は苦笑いしながら頬を掻いた。どうやら図星だったようだ。

「それで？　何が有ったんだ？」

「ん～～……別に喧嘩してる訳じゃないんだけどね。ちょっと気まずい感じになってるというか……」

「なんだそりゃ？」

　要領を得ないレイの言葉に、俺は苦笑いを浮うかべる。

「別に言いたくないならいいけどよ。俺だって結城と同じ程度には、お前のことを大切な友達だと思ってるんだぜ？　あんまり仲間外れにしてくれるなよ」

　……嘘うそだ。本心では、レイと結城の二人だけが共有する秘密があるという事実に、俺が耐たえられないだけだ。

　そんな醜みにくい嫉しつ妬と心しんを、さも友人を心配しているという虚きよ像ぞうで俺は覆い隠かくす。

「あー……まあ、冬木くんならいっか……本当に大した話じゃないんだけど……」

「おう」

「そ、その……この間、ユウくんに……む、胸を触られて……」

「………………は？」

　自分でも信じられないほどに冷たい声が漏れた。

　同時に、親友である筈の結城への悍おぞましい感情も。

　……俺は、それを慌あわてて『なんだそんなことか』と呆れているような表情と声こわ色いろに作り変える。幸いにも俺の異変にレイが気づくことはなかった。

　彼女はそれよりも赤面して言い訳するように、両手をあっちこっちへと忙せわしなく動かす。

「も、もちろん変な事しようとしたんじゃなくて、ただの事故だよっ!?　でも、その、やっぱり恥はずかしいものは恥ずかしいというか……それで、ついちょっと最近ユウくんに他人行ぎよう儀ぎになっちゃったっていうか……！」

「はぁ～～……なんというか、想像以上にくだらない理由で逆に安心したよ」

「く、くだらないって何よ！　冬木くんだって、うっかり私のおっぱい触っちゃったら気まずくなるでしょっ!?」

「ならんならん。どんだけ付き合い長いと思ってるんだ。今いま更さら、胸触ったぐらいでどうこうなる関係かよ」

　ムキになる彼女が可愛くて――否、結城を通してじゃない、今この瞬間は俺だけを見てくれているレイが愛いとおしくて、俺はつい彼女をからかって遊んでしまう。

「まあ、レイが白瀬ぐらい胸デカかったら、少しは気にするかもしれんけどな」

「さ、サイテーっ!?　由利ちゃんのことそんな風に見てたのっ!?　クラスではあんな爽やかスポーツマン面しといて、とんだエロガキだよっ！　……というか、私のがないみたいに言うなっ！」

「少なくとも白瀬よりはないだろ？」

「由利ちゃん基準なら大半の女子はない寄りだよっ！」

　まるでコントみたいなやり取りに俺が笑っていると、レイが唐突に俺の手を掴つかんだ。

「――――は？」

　そして、掴んだ俺の手はレイの胸に押し当てられていた。

「冬木くん顔にお目々付いてる!?　私だって、ちゃんとあるでしょーがっ！」

　彼女が着ている薄うす手でのスポーツウェア越ごしに伝わる柔やわらかい感触に、俺は脳が破は裂れつしそうな緊きん張ちようから喘あえぐように言葉を零こぼす。

「は、お、おま、ばか、なにを……!?」

「え？　…………あっ」

　やっと正気に戻ったのか、顔から血の気が引いたレイが俺の手を離はなすと、その場で土下座を始めた。

「……た、大変お見苦しいところを……その、警察沙ざ汰ただけはご勘かん弁べんを……」

「やめろ馬鹿。俺の方が通報されるわ」

　慌てて彼女を立たせると、俺は動どう揺ようを隠すように頭をガリガリと掻いて、わざとらしくため息を吐いた。

「やっぱり、さっさと結城と仲直りしろ。どう考えても今のお前は精神状態おかしいぞ」

「返す言葉もありません……」

「はぁ……なんか馬鹿やってたら喉のど渇かわいたわ。ちょっと自じ販はん機き行ってくるから待ってろ」

「あ、う、うん……」

　今にも心臓を口から吐き出しそうな緊張を悟さとられないように、俺はレイに背を向けると公園の隅にある自販機に向かって歩き出す。

「…………」

　夢にまでみた彼女の体温と柔らかさを反はん芻すうするように、俺はレイの身体に触れた手を握にぎりしめた。




「…………あざと過ぎたか？　いや、思春期の男子にはこれぐらいのインパクトは必要だろう。うん」

　遠くでレイが何かを呟つぶやいていたが、その内容は風に紛れて俺の耳に届くことはなかった。
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　さて、先日のユウくん宅でのラッキースケベイベントをこなした私――音虎玲子は今後の方針について考えていた。

　とりあえず、あれだけ両りよう想おもいアピールをしたのだ。当面はユウくんが別の女に寝取られる心配はしなくてもいいだろう。

　むしろ好感度を稼かせぎすぎて、ユウくんが先走って私に告白してくるガバの方が危険だ。

　ユウくんとは出来れば高校生になってからお付き合いをしたいのだが、現状で告白されてしまったら、これまで散々彼を煽あおってきた私としては付き合わざるを得なくなってしまう。しばらくはユウくんとの過度な触れ合いは控ひかえるようにしておこう。

　ならば、当面の間は間男候補の選定と寝取り枠わく――冬木くんと由利ちゃんの好感度稼かせぎに取り組むことにしよう。

「おはよー！」

　そんな事を考えながら、私は教室に入ると弾けるような笑え顔がおで皆みなに朝の挨あい拶さつをする。

「おはよー、音虎さん」

「おっす、音虎ー」

「あちぃのに朝から元気だね～」

　こちらの声に反応したクラスの皆に笑顔を向けると、私は軽く手を振って応じる。クラスでの好感度稼ぎも寝取られ女の大事なルーティーンである。

　明るく元気な皆の人気者。そんな素す敵てきな私がユウくんに隠れて間男によって堕だ落らくさせられる……あぁ～たまんねぇゼ。

　さて、折せつ角かくなので私は自分の席へと向かう前に〝おやつ〟を頂いていくことにする。

　目指す先は教室の一角、一人黙もく々もくと本を読んでいるクラスメイトの山やま田だくんの席である。

「おっはよ、山田くん！」

「お、おはよう。音虎さん……」

　中肉中背。平へい凡ぼんな容姿に内気な性格。

　ユウくん育成計画で私がガバっていなければ、中学生ユウくんはこんな感じだったんだろうなーという見た目の彼の机に、私は両手を置くとキラキラした瞳ひとみで彼に話しかけた。

「聞いて聞いて！　この間、山田くんが読んでたライトノベル、私も読んでみたんだけどすっごく良かった！　読んでて普ふ通つうに泣いちゃったよ～」

「え、あー……ほ、本当に読んだんだ。適当に俺をイジってるだけかと思ってた……」

「あはは、なにそれ。酷ひどくない？　それよりも、そのライトノベルの既き刊かん分は読んじゃったからさ、また何か面おも白しろいのあったら教えてよっ」

「え、えっと……それじゃあ、同じレーベルの奴なんだけど……」

　私が山田くんと楽しげに話していると、クラスメイトの女子が間に交ざってきた。

「玲子、最近山田くんと仲いいね～」

「うん。山田くん面白い本とか色々知ってて、お話ししてると楽しいんだよ。ねー♪」

　ニッコリと笑顔を向けると、山田くんは僅わずかに赤面して頭を掻く。

「え、あ、う、うん……」

「あっ、ごめんね。朝から騒いじゃって」

「い、いや、別にいいよ。俺も、その、音虎さんと話すの楽しいし――」

「おはよう、レイちゃん」

　山田くんと話している私の背中に、登校してきたユウくんの声がかかる。

　私は血液操作で頬を赤らめさせて、如い何かにも『恋こいする乙女』といった表情を作るとユウくんに振り返った。

　一流の寝取られ女なら血流を操あやつる程度はお手の物である。私は本当に人間なのだろうか。

「あっ、ユウくんおはよう！　それじゃ、またね山田くん」

「う、うん。またね音虎さん……」

　私がユウくんと一いつ緒しよにその場から離れていくのを、山田くんは諦あきらめと悲しみが混じったような表情で見送る。

　まるでそれは『初めから住む世界が違う。分不相応な夢など見るな』と自分に言い聞かせているような、穏やかな絶望が彼を包んでいるようであった。

　フゥー、朝から思いがけず御ご馳ち走そうを頂いてしまったぜ。ありがとう山田くん。

　またその内ちょっかい出しに行くから、その時は私からのオタクに優やさしいギャル構文を存分に味わって欲ほしい。おあがりよ！

　ちなみに山田くんは残念ながら、間男候補からは選外となりました。内気系平凡男子は寝取られ男の属性であって、間男役としてはパワーが足りていないのだ。

　これで山田くんが変態性せい癖へきの屑くず人間だったなら、陰いんキャ寝取り枠としての採用もあったのだが、彼は根が善良な人間だったので私のおやつ枠としての採用になりました。コンゴトモヨロシク……

「おーっす、レイ」

「おはよう、レイちゃん」

「冬木くんに由利ちゃんも、おはよー」

　いつもの四人グループが私の座席周辺に集まる。朝のＨＲが始まるまでの日常風景の一つである。

「今日もあっついねー。三〇度超こえるんだっけ？」

「うへぇ、たまんねえな」

「まあ、ちょっと暑いぐらいの方がプール授業が気持ちいいけどね」

「あっ、それはそうかも」

　そう、本日はプール開きなのである。寝取られ女としては是ぜ非ひとも有効活用したいイベントの一つだ。

　とりあえずはジャブから決めていくとしよう。

「じゃーん。どうせ一時限目からプールだし、下に着てきちゃった」

　無造作にスカートをたくし上げて、下に穿はいていたスクール水着を見せつける私に、ユウくん達は気持ちいいぐらいに赤面してくれた。好感度ノルマ達成。




　ユウくん達からめちゃめちゃ怒おこられた。

　何を怒られたって？　スカートたくし上げスク水見せつけプレイの件です。

「レイちゃん？　女の子がそういうの本当に良くないと思う」

「レイ、お前本当にそういうところだぞ」

「私も立花くんと来島くんの言う通りだと思う」

　三人からお説教されて私はしゅんとした。しゅん。

　仕方ねえだろＮＴＲヒロインは基本的に性的ガードガバガバの股またも倫りん理り観かんもゆるゆるな女なんだから。

　間男にどう考えてもレイプ紛まがいな迫せまられ方されたり、公衆の面前で乳揉もまれたり尻しり触さわられたりしても、精々「や、やめてください……」みたいなヨワヨワな抗こう議ぎするだけで、訴そ訟しようをチラつかせない聖性女なんだぞＮＴＲヒロインは。

　もちろんそんな内心はおくびにも出さずに「はぁい」と殊しゆ勝しように反省したフリをする。
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　真面目ぶりやがって子こ猫ねこちゃん達め。スカートたくし上げた時に三人とも私の下半身に滅め茶ちや苦く茶ちや視線が行ってたの私は気付いてるかんな。

　さて、何はともあれプール授業である。

　更こう衣い室しつで定番の「由利ちゃんでっっっっか」みたいな百合ゆりの押し売りをして、彼女の好感度を稼いだりしながらプールサイドへ。

　プール槽そうの中心を境に男女でエリアを分けて、それぞれに生徒が整列をする。

「うわ、冬木くん腹筋えぐっ。由利ちゃん見て見て」

「み、見ないよぅ。うう、水着は体型隠せないから嫌だなぁ……」

「由利ちゃんスタイル良いんだから、もっと自信持てばいいのに～」

　そんな百合百合しいやり取りをしつつ、視線が合ったユウくんと冬木くんに小さく手を振ったりしてアピール。ついでに山田くんにも。

「白瀬の胸やべえな……」

「音虎さん足なっが……」

「白瀬さんのおっぱいすげえな……」

「レイちゃん腰こしほっそ……」

「白瀬でっっっか……」

　男子の邪じや念ねんに満ちた視線に気づかないフリをしつつ、にこやかに笑顔を向けたりしながら準備体操。

　授業は自己申しん告こく制せいで初級から上級に分かれてレーンを使うとのこと。私はバリバリ泳げるのだが、ここは由利ちゃんに合わせて初級コース。楽ちんだしね。

「レイちゃんはてっきり上級コースかと思ったんだけど……」

「由利ちゃんお口チャック！　別に自己申告制なんだからいいじゃない。由利ちゃんと一緒に泳ぎたかったし」

　そんな感じで、ビート板を使ったりしながら適当にプカプカ浮かぶこと数十分。

「それじゃあ、残りの時間は自由にしていいぞー」

　授業を監かん督とくしていた先生の言葉に、男子たちから歓かん声せいが上がる。

　女子たちは『男子ってお子様ねー』みたいな感じで呆あきれているが、まあ去年まで小学生だったんだし、こんなもんでしょう。

「レイ、お前なんで初級コースなんだよ」

　男女エリアを区切るレーンロープ付近で、プカプカやってた私に冬木くんが声をかけてきた。

　カモがネギしょってやってきたぜェ。グヘヘヘヘヘ。

　ゴミのような内心を完全に覆い隠し、私は美少女フェイスでレーンロープ越しに冬木くんとお喋しやべりをする。

「別にいいでしょー。タイムを競きそってる訳じゃないんだから」

「ちぇっ、小学生の頃ころのリベンジ狙ってたのに」

　話しながら、冬木くんは私の顔を不自然なぐらいに真まっ直すぐ見つめてくる。

　恐おそらくは私の胸を見ないようにしているのだろう。実に紳しん士し的てきだが、視線が固定されてて逆にぎこちないぞ。そういうの純愛和わ姦かん系寝取り役として凄く良いと思う。イエスだね！

「ユウくんは？」

「ん、あっちで背泳ぎの練習してた。呼ぶか？」

「ううん、邪じや魔ましちゃ悪いから。冬木くんも泳ぎたかったら向こう行っても大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「俺は実力詐さ欺ぎでサボってた誰だれかさんと違って、授業中にガッツリ泳いだからいいんだよ」

　軽口を叩いてくる冬木くんに、私はぶぅと可愛らしく頬を膨ふくらませる。

　そりゃあ近くにユウくんも居ないし、水着姿の私とお喋りする方を優先するよね。計算通りである。

「そういえば、冬木くんお腹なかすごいねー。バッキバキじゃん」

「……お前、それ結構セクハラじゃね？」

「この間、人の胸がないとか言ってた誰かさんに言われたくないなー」

「それ持ち出されたら俺は何にも言えねえじゃんよ……」

「あはは、ごめんごめん。でも本当に凄いよね。男の子って感じで私は良いと思うな」

　ニヤリと微笑ほほえみながら、私は手を伸のばして冬木くんの腹筋に触れた。

「ふぁっ!?　お、おまっ、何を……!?」

「わぁー、本当にカッチカチ。やっぱりプロテインとか飲んでるの？」

　ニコニコと微笑みながら、私は指先で冬木くんのお腹をこねくり回す。

　無論、性癖を破壊するのが目的である。

　冬木くんは結構な人気者だし、言い寄ってくる女子は非常に多い。

　まあ、間男枠は最終的に私を寝取ってさえくれれば、途中で誰かと交際していても別に構わないのだが……フリーを貫つらぬいてくれるのならば、それはそれで都合が良いのも事実だ。

「自じ慢まんじゃないけど、私もこれで結構お腹とか絞しぼってるんだよ。ちょっと触ってみる？」

「～～～～ッ」

　という訳で、こうして冬木くんの性癖を滅茶苦茶に破壊して、あわよくば私以外でヌけなくなったらちょうどいいな～と思い、無知シチュ紛いな行こう為いをしているという訳である。

　だが、そんな私の目もく論ろ見みはどうやら頓とん挫ざするようだった。

「はーい、自由時間終わりだぞー。全員上がりなさーい」

「ありゃ、時間切れだ」

　先生の声に、私は水を蹴って冬木くんから離れる。私は引き際を弁わきまえる女なのだ。

「それじゃ、また後でね。冬木くん」

「………………」

　顔を真っ赤にした冬木くんが、妙みように時間を掛かけてプールから上がってくるのを見て、私はちょっとだけ申し訳ない気持ちになるのだった。流石さすがにプールで性せい癖へき破は壊かいしようとするのは無法が過ぎたな。メンゴ。




「……あっ、下着忘れた」

「レイちゃんっ!?」

　更衣室で呟いた私の言葉に由利ちゃんが目を見開く。

　うーん、これは本当に素のガバだ。

　スカートたくし上げプレイでみんなの情じよう緒ちよをぐちゃぐちゃに出来ると思ったら、それ以外のことはどうでも良くなってしまった私の失態である。反省。

「とりあえず、制服の下に体操着着て誤ご魔ま化かすから大丈夫だよ」

「ほ、本当に大丈夫なの？」

「まあ、激しく動かなければ。多分」

　由利ちゃんぐらいでっっっかいと色々不ま味ずかったかもしれないが、幸い私は今のところスレンダー体型。飛んだり跳はねたりしなければ、まあ大丈夫だろう。




「――という事があって、今下着付けてないんだ」

「何でそれ僕達結城と冬木に言っちゃうのっ!?」

　せっかくなので、ユウくんと冬木くんの情緒をぐちゃぐちゃにしといた。ガバをチャンスに変えるＮＴＲ女の鑑かがみである。
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　――そんなこんなで時は流れて一ヶ月後。

「お、終わった……」

「ユウくん、それはどっちの意味で？」

　期末試験も無事に終わり、いよいよ夏休みは目前である。

　ちなみに今回もいつもの四人で勉強会を行い、ユウくんと由利ちゃんの学力向上をサポートしました。出来れば皆で同じ高校狙いたいしね。特にユウくんと同じ高校に行くのはＮＴＲチャート的にもほぼ必ひつ須す事じ項こうである。

　とはいえ、進路に関してはユウくんや由利ちゃんのご両親の問題もある。

　変に現状の学力で行けちゃうような所だったり、学費が高い所は避さけた方が無難。

　ということで狙うは公立の進学校。意外かもしれないが、進学校の方が生徒の優ゆう秀しゆうさに胡座あぐらをかいて放任主義……もとい生徒の自主性を尊重する自由な校風の事が多いので、私としてもＮＴＲチャート上、色々と融ゆう通ずうが利きくから都合が良いのだ。

　親おや御ごさんとしても下を狙うならともかく、高めの理想を目指そうとする子供の希望をぶち折るような事は中々しないだろう。

　正直、現状の学力だと私と冬木くんはともかく、ユウくんと由利ちゃんはちょっと厳しいのは事実。

　まあ時間はまだまだある。前世貯金のある私が全力でサポートすれば、恐らくは問題ないだろう。ついでに私がラブコメムーブで愛情と性欲を煽って、恋れん愛あいブーストをかけてやれば十分いけると私は踏んでいる。

「それじゃ、お疲つかれ様さま会でもする？」

　とはいえ、進学に関してはまだ先の話だ。

　定期試験が終わったばかりで、そんな話をして水を差すこともないだろうと思った私は、みんなに打ち上げを提案した。

「いいんじゃないかな。どこかファミレスにでも行く？」

「俺はちょっと身体動かしたいかも」

「わ、私は皆と一緒ならどこでも……」

　ふーむ。ごはんが食べられて身体を動かせる場所か。

　それなら、ボーリングとかカラオケがくっついてる総合レジャー施し設せつにでもしておくか。

「それじゃあ、あそことかどうかな？　最近出来たスポーツが色々出来る奴」

「ああ、ゲームセンターとかカラオケとかがくっついてる奴ね。いいんじゃないかな」

　皆の了りよう承しようも得られたので、各自動きやすい服装に着き替かえる為に一時解散することになるのだった。




　という訳でやってきました総合レジャー施設。

「わ、私こういう所に来るの、初めてかも……」

「変なスポーツとか色々遊べて楽しいよ。何からやろうかなー」

　さて、定番シチュとしては、不慣れな運動からのラッキースケベイベントを狙うのが定石ではあるのだが、私は普ふ段だんからバリバリ運動が出来るのをユウくん達に見せつけているので却きやつ下か。不自然だし、あざとすぎるからね。

　という訳で、ここは由利ちゃんのサポートと称しようして、お肌はだの触ふれ合いでレズＮＴＲポイントを稼いでおくことにしよう。

「あ、あわわ……！　レ、レイちゃんっ！　た、助けて……っ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ほら手つなご？」

　ローラースケートで生まれたての子鹿みたいになっている由利ちゃんを献けん身しん的てきに介かい護ご。

　何度かすっ転んだ由利ちゃんの下した敷じきになったりして、胸を触らせたりもした。

「ご、ごめんねレイちゃん！　だ、大丈夫？」

「へーきへーき。あ～……でも、ちょっと手の位置が、ね？」

「――ひゃあっ!?　ち、違うの！　わざとじゃ……」

「ふふ、由利ちゃん慌てすぎ。女の子同士なんだから、別に気にしなくていいよ？」

　イイネイイネ。こういうあざといイベント凄くイイよー。

　由利ちゃんの目が時たま〝獣けもの〟になっちゃってるのも凄くイイ！

　情欲に抗あらがおうとしている間男女達を特等席で見られるのは寝取られ女の特権である。

　私にとって生の映画を観みているようなモンだよ……

「あはは、本当に仲良いよねレイちゃんと白瀬さん」

「……そうだな」

　おっと、冬木くんが微び妙みように由利ちゃんを警けい戒かいしているぞ。勘かんのいいガキは嫌きらいだよ。

　寝ね取とり枠同士で潰つぶし合いとか本当に止めてほしい。私がどれだけ苦労して間男を確保していると思っているのだ。空気を読め。私の空気を。

「あっ、アレ面白そう」

　という訳で不ふ穏おんな空気を流す為に、私はロデオマシンに搭とう乗じよう。

　上下運動で男子二人を前かがみにさせたりして、冬木くんの疑念を上書きしといた。




「もうすぐ夏休みだねー」

　一通りスポーツレジャーを楽しんだ私達はフードコートで一休み。

　目前に迫った夏休みについて、それぞれの予定を話していた。

「俺は部活漬づけだな。と言っても週四ぐらいだけど」

「あれ？　意外と少ないんだね。てっきりほぼ毎日部活かと思ってた」

「正直、ウチはガチで大会制せい覇は狙ねらってる部じゃないからな。もちろん、やるからには全力だけど、俺もサッカーで飯食ってくというよりは楽しむことが第一だと思ってるし」

　意外とドライな冬木くんのサッカー観を聞きながら、他のみんなのスケジュールにも耳を傾かたむける。

「私はお盆ぼんにおばあちゃんの家に里帰りするぐらいかな」

「僕ぼくは父さんがキャンプ行きたいって駄だ々だこねてるから、それに付き合う感じ」

「あはは、ユウくんのお父さん昔からキャンプ好きだったもんね。昔は私も連れていってもらったっけ」

「まあ、別に僕も嫌いやじゃないけどね。レイちゃんは？」

「私も由利ちゃんと似たような感じかなー。お父さん達の実家に遊びに行くぐらい」

　ぬるくなったフライドポテトをつまみながら、私は少し寂さびしそうな顔で微笑む。

「夏休みは嬉うれしいけど、みんなと毎日顔を合わせられないのは、ちょっと寂しいかな……な、なんちゃって……」

「あはは、レイちゃんって本当に寂さみしがり屋やだよね」

「う、うん。レイちゃんって結構そういう所あると思ってた……」

「しゃあねぇな～……ほら、メッセージアプリでスケジュール帳作ったから、俺らの空いてる日書かき込こむぞ。全員の暇ひまな日が分かってれば集まりやすいだろ？」

　きょとんとしている私の頭を、冬木くんがグリグリと撫なで回す。

「つーか、普通に長期休きゆう暇かなんだし遊ぶだろ。当然」

「そうそう。みんなで色んなところ行こうよ」

「う、うん。レイちゃんと一緒に浴衣ゆかたとか着てみたいかも……」

「みんな……」

　私はちょっぴり瞳を潤うるませてそっぽを向く。

　よし、ノルマ達成。

　みんなに見えない角度でニッチャリしながら、自然な流れで夏休みのＮＴＲ要員達との時間を確保した事に私はほくそ笑む。

「おっ、泣いたか？　熱い友情に感動しちゃったか？」

「……もうっ！　冬木くんのそういうところ嫌いっ！」

「まあまあ。冬木くんもあんまりレイちゃんで遊ばないの」

　すまん。君らで遊んでるのは私の方なんだわ。







第三章　サマーデイズ







　年下寝取り枠わく欲ほしいなぁ……

　冒ぼう頭とうから最低のモノローグで始めてしまった。こんにちは、音ね虎とら玲れい子こです。

　人間はここまで欲望に忠実になれるのかと我ながら驚きよう愕がくしているが、欲しいもんは欲しいのだから仕方あるまい。

　急に義理の弟とか生えてきたりしないかなー。

　お父さん隠し子とかいない？　一緒にお母さん説得してあげてもいいよ？

　そんなことを考えながら車に揺ゆられること数時間。夏休みに突とつ入にゆうした私は、地元から遠く離れた祖父母の家に来ていた。あ～一面のクソミドリ。

「おばあちゃーん、遊びに来たよー」

「おやまあ、遠くからお疲れさんねぇ。上がって上がって」

　出で迎むかえてくれた祖母は私の顔を見て、人好きのする笑みを浮かべると定番の褒ほめ言こと葉ばを投げかけてくる。

「玲子ちゃんは、ちと見ない間にまた別べつ嬪ぴんさんになったねぇ」

「もう、おばあちゃんったら。それ毎年会う度に言ってるよ？」

「カカカ。女の子が綺き麗れいになったなら何回でも褒めたったらええ。さぁさぁ麦茶が冷えとるよ。ゆっくりおし」

　祖母に促うながされるままに、私は靴くつを脱ぬいで居間へと上がる。

「――――げっ」

　居間でスマホ片手にくつろいでいた少年が、私の顔を見て露ろ骨こつに嫌そうな顔を浮かべた。

　一方、私はこの何にもないド田舎いなかでの最高のおもちゃを見つけたことに、満面の笑えみを浮かべる。

「あーっ！　チーちゃんもう来てたんだ～！」

「チーちゃん言うな！　バカレイっ！」

　目の前の生意気そうな小こ僧ぞうはチーちゃんこと山さん茶ざ花か千ち尋ひろくん。一つ年下の私の従弟いとこである。

「ひどいなあ、ちょっと前まで『おねーちゃんおねーちゃん』って私にくっついて甘あまえてくれてたのに……」

「いつの話してんだっ。俺おれと一つしか違ちがわないくせにお姉さん面すんじゃねえよ！」

　千尋くんは気き炎えんを上げているが、私としては目の前の少年が可愛かわいくて仕方なかった。

　生意気系ショタ……地元では私の周りにいないタイプだ。

「むぅ、私は気にしないけど年上の人にそういう言こと葉ば遣づかいは良くないよ？　そんな事言ってると一緒にお風ふ呂ろ入ってあげないんだから」

「はぁっ!?　ば……馬鹿じゃねえの!?　お前もう中学生だろっ!?」

「え、それ何か関係ある？　ちょっと前まで一緒に入ってたじゃない。チーちゃんは私とお風呂入るの嫌？」

「い………………嫌に決まってるだろっ！　俺もう小六だぞっ！」

　間が長えよ。

　ご覧の通り、乱暴な言葉とは裏腹に、私のことを憎にくからず思っているのが透すけて見えるので、実に良い〝素材〟といえる。

　内心で舌した舐なめずりをしながら、私はお清せい楚そフェイスでチーちゃんにくっ付いた。

「あはは、そっかそっか。チーちゃんも来年は中学生だもんね。お姉ちゃんとお風呂入るのは、そろそろ恥ずかしいか」

「あ、あちいよ！　くっつくな！　……そーいうレイは全然変わらねえな。本当に小学校卒業したのか？」

「し、してるよっ！　ほら、見なさい！　私のセーラー服姿っ！」

　スマホのカメラロールから、入学式で撮さつ影えいしてもらった制服姿の私をチーちゃんに見せつける。

「ふ、ふーん……まあ、馬子にもなんちゃらって奴やつだな」

「もうっ、素す直なおに〝かわいい〟って褒めてくれてもいいのにっ」

　そのままチーちゃんに私のスマホを渡わたすと、彼かれは自発的にフリックして写真を流し見していく。

　もちろん罠わなである。

「ん……」

　私のカメラロールの中に、結構な枚数で紛まぎれ込んでいるユウくんとのツーショット写真を見て、チーちゃんの表情が険しくなる。「フィ～～ッシュ……」と、私はチーちゃんに聞こえない声量で小さく呟き、ニッチャリした。

「……レイ、この男は……」

「あっ、その子が〝ユウくん〟！　ほら、私の幼おさななじみの！　チーちゃんに話したことなかったっけ？」

「ふーん……こいつが……」

　チーちゃんはしばし、険しい顔でスマホを見つめた後で私に問いかける。

「あ～……こいつ、レイの彼かれ氏し……だったりするのか？」

「――ええっ!?　ち、違う違う！　ユ、ユウくんは、その、そういうのじゃないからっ！」

　私は頬ほおを赤くしてチーちゃんの言葉を大げさに否定する。

　露骨に語るに落ちる素そ振ぶりを見せた後に、照れたように微笑みながら彼に問いかける。

「……ね、ねえ、チーちゃん。その、私とユウくん、恋こい人びとに見えたりするかなぁ……？」

「――――ッ！　……はっ！　ぜ、全然見えないねっ！　つーか、レイみたいなガキに恋人とか百年早えよ！」

　アァ～～たまんねぇ～～～～

　憎からず思っている年上の女に、男の影かげがチラついてるのが嫌という子供らしいピュアな嫉しつ妬と心しん！　私はこれの為ために帰省していると言っても過言ではない。

　毎年、帰省する度にチーちゃんを多方面で誑たぶらかし続けた甲か斐いがあるというものだ。年に一度のお祭りという奴である。

　ユウくん達に会えない間は、チーちゃんからたっぷり栄養補給をさせてもらおう。

「ひ、ひどいっ！　あーあー！　私は傷ついちゃいましたっ！　お姉ちゃんに酷いこと言った罰ばつとして、チーちゃんはお夕飯まで私の抱だき枕まくらでーす」

「はぁっ!?　ば、馬鹿やめろ！　色々当たってんぞっ!?」

　年に一、二回ぐらいしか会えない従弟なのだ。少々スパルタで情緒をぐちゃぐちゃにしていくゾイ。




＊




　俺――山茶花千尋には危なっかしい従姉いとこがいる。

「くぁ――ばあちゃん、おはよー」

　夏休みの恒こう例れい行事である祖父母の家への帰省。

　地元では感じられない濃のう密みつな緑の香りに非日常を感じ、少し高こう揚ようしながら俺は目覚めた。

「おはよう千尋。えらい早起きだぁねぇ」

　寝しん室しつとして提供されていた部屋からのそのそと出てきた俺に、感心感心と祖母が笑う。

　ま、早く起きた方が一日を長く感じて得した気分になるし、早朝の方が涼すずしくて過ごしやすいからな。

「玲子ちゃんが〝じょぎんぐ〟から帰ってきたら、朝ごはんにしようねぇ」

「……あいつ、また走ってるのか。運動部でもないのによくやるぜ」

　小馬鹿にしたように呟きながら、俺は冷蔵庫から冷えた麦茶のピッチャーを取り出して、洗ったばかりの水すい筒とうに流し入れる。

　水筒の蓋ふたがしっかり締しまっているのを確かく認にんした後に、それを小こ脇わきに抱かかえてサンダルを履いて平屋の玄げん関かんを出た。

　日差しの熱をまだ吸っていないアスファルトの上を涼しげな風が撫でる。

　少し歩くと、自じ販はん機きとベンチだけが置いてある誰が利用しているのかサッパリ分からない休きゆう憩けいスペースに俺は座すわり込んだ。

「……そろそろか」

　手元のスマホで時間を確認して、俺は呟く。

　程ほどなくして、薄うす手でのスポーツウェアを着き込こんだ少女――件の〝危なっかしい従姉〟が、軽く息を弾はずませながら道の角から現れた。

「――あれ、チーちゃん？　おはよー、早起きだねっ」

「夏休みだっていうのによくやるぜ。地元でも毎日欠かさずにジョギングしてるんだろ？　ばあちゃんちに来てる間ぐらい休めばいいのによ」

「もう習慣になっちゃってるからね。走らないと逆に落ち着かないよ。それにこっちは人も車も少ないし、空気が綺麗だから走ってて気持ちいいよ。夕方にも走るけど、チーちゃんも一緒にどう？」

「ノーサンキュー。……んっ」

　俺はベンチに置いていた水筒を、危なっかしい従姉――音虎玲子に押おし付ける。

「ん、なにこれ？」

「……麦茶。ばあちゃんちから持ってきたけど、飲まなかったからやる」

「えっ、わざわざ持ってきてくれたのっ!?　嬉し～～っ！　ありがとう、チーちゃん！」

　この程度の事で大げさに喜ぶレイに、照れくさくなった俺はそっぽを向いて言い訳する。

「べ、別にレイのためじゃねえよ！　俺が散歩がてら飲もうとしたけど、思ったより涼しくて必要なかっただけだっ！」

「それでも嬉しいよっ。早さつ速そくいただくね？」

　レイが水筒を傾けて喉のどを鳴らす。

　汗あせばんだ白い喉が動く様を妙に色っぽく感じてしまい、俺は思わず見入ってしまう。

「……ふぅ。あっ、チーちゃんも飲む？」

　そんな俺の視線に何を勘かん違ちがいしたのか、水筒をこちらに差し出すレイ。

　……こいつ、間接キスとかそういうの何も考えてないのか？

　正直かなり水筒に手が伸びそうになったが、プライドやら羞しゆう恥ち心しんやらが許さなかった俺は、レイの申し出を固辞した。

「……い、いらねえ。喉のど渇かわいてねえし」

「ん、そう？　それじゃ、帰ろっか。走ったらお腹すいちゃった」

　……帰るのはいいが、なんだその差し出した手は。まさか繋つなげと言っているのか？

「……ガキじゃねえんだ。手なんか繋がなくても平気だっての」

「え～、チーちゃん冷たい～」

　ぶぅぶぅ文句を言いながら、先を歩く俺の隣となりにレイが駆かけ寄る。

　……正直、レイに隣に立たれるのは結構嫌だ。

　俺は身長があまり高くない。クラスの中でも下から数えたほうが早い程度には。

　見上げるように目線を上げなければ隣のレイの顔が見えないという事実は、男としてのちっぽけなプライドをチクチクと攻こう撃げきされているような気分になってしまう。

　ましてや、見上げる相手が憎からず思っている女というのなら、尚なお更さら惨みじめというものだ。

「朝ごはん楽しみだなー。おばあちゃんの漬つけた梅干しって、フルーティーでご飯がいくらでも入っちゃうんだよね～」

　そんなこっちの気持ちを欠片かけらも察していない鈍どん感かん馬鹿に、俺は苛いら立だちからついつい悪態をついてしまう。

「デブるぞ」

「…………ふ、ふふーん！　大丈夫だもんね！　わ、私が何のために毎日朝夕走ってると思ってるのかなっ」

「声震ふるえてんぞ」

「震えてません。私、腹筋とか結構凄すごいんだからねっ！　プランクとかも毎日欠かさずやってるんだから！」

「ほーん、あっそ」

「あーっ！　チーちゃんが信じていない！　お姉ちゃんの言葉を疑っているーっ！」

　ムキーッと俺の言葉にコロコロと表情を変える彼かの女じよが可愛くて、俺はニヤつきそうになる表情を頬の内側を噛かんで誤魔化す。

　――すると、この従姉は突とつ然ぜんとんでもない事をやりだした。

「本当だもん！　ほら、見てチーちゃんっ！　シックスパックではないけど、ちゃんと腹筋の溝みぞとか有るからっ！」

「――ぶっ!?」

　ベロンとスポーツウェアの裾すそをめくって腹部を見せつけてきたレイに、俺は一いつ瞬しゆん意識が飛びそうになった。

　シミ一つない真っ白な肌に、本人が言うだけある細く引き締まった腰。

　うっすらと僅わずかに縦ラインが入った腹筋の溝と、縦長の形の良い臍へそに俺は目を逸そらす余よ裕ゆうすらなく魅み入いってしまう。

　そんな俺の様子に何を勘違いしたのか、この馬鹿は自慢げに鼻を鳴らすと、更さらに頭痛がしそうな事を言い出した。

「ふふーん！　すごいでしょ。ほら、ちょっと触さわってみる？」

「……こ、このお馬鹿っ！」

「あいたっ!?」

　思わずレイのお腹に手が伸びそうになるのを鋼の意思で封ふうじ込めると、俺は勢いよく馬鹿の頭を引っ叩ぱたいた。

「こ、こんな往来で、男に腹見せる馬鹿があるかっ！」

「……えっ、男？　……どこに？」

　こ　こ　だ　よ　っ　!!

　もうそれなりに長い付き合いになるが、この女は万ばん事じがこの調子なのだ。

　変にお人ひと好よしで面めん倒どう見みが良い癖くせに、性的なことに関するガードが恐ろしく緩ゆるい。本人には絶対に言わないが、容姿だってハッキリ言ってアイドル並だ。

　いつか悪い男に引っかかるんじゃないかと、毎年顔を合わせる度に気が気じゃないのだ。

　俺は朝から激しい疲ひ労ろう感に襲おそわれつつ、深いため息を吐つくのだった。

　……あのヘソ、忘れられるかな。

　目に焼き付いてしまった従姉の蠱こ惑わく的てきな窪くぼみを、童どう貞てい特有の潔けつ癖ぺき感から必死に頭から追い出そうとして俺は赤べこみたいになった。
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　年下寝取り枠欲しいなぁ……

　私――音虎玲子は、祖母の用意した夕食を食べながら、思考を無限の彼方かなたへと飛ばしていた。

　祖父母の家に帰省してからというもの、日がな一日チーちゃんで遊んでいると、年下の間男が欲ほしいなぁという思いは日に日に強くなっていく。

　年下という特性を活いかして、『貴方あなたを性的には意識していませんよ～』というていで、ユウくんや冬ふゆ木きくん相手には躊躇ためらわれる、エッチなあざといコマンドを試ためしてみるのが非常に愉たのしいのだ。ネトゲで新しいジョブが実装されたみたいな気持ちである。

　これの良い所は、チーちゃんに『年下という立場を活かした役得である』という喜びを与あたえると同時に、『自分が男として全く相手にされていない』という絶望の二律背反を仕し掛かけられる点である。一粒つぶで二度美お味いしいってやつだな。

　しかし、年下寝取り枠わくというのは、あれで意外と管理が難しいのだ。

　大人はどうか知らないが、学生にとって歳としが一つ離はなれているというのは、その数字以上に世界が隔かく絶ぜつされてしまうものである。

　単純に学年が違えば生活リズムもスケジュールの帳ちよう尻じりを合わせるのも大変だし、卒業シーズンになれば一年間は学校ごと離れ離れになってしまう。こうなってくると繊せん細さいなチャート管理はほぼ不可能である。

　そういった諸もろ々もろの事情を考こう慮りよして、私は年下寝取り枠の確保に踏ふみ出せずにいたのだ。

　どうしても欲しいというならば、高校二年生の時に適当に下級生でも誑かすか？

　初対面の相手でもたらし込む自信はあるが、お手軽過ぎて寝取り役としては風ふ情ぜいに欠けるな～。

　その点、チーちゃんは非常に優すぐれたスペックを誇ほこっていると言えるだろう。

　従姉という立場を活かして、じっくりと手て間ま暇ひまかけた信しん頼らい関係の構築に成功しているし、やっすいツンデレみたいな好意を隠かくしきれてない態度も実に私の食欲を刺し激げきしてくる。

　ただ、まあ残念ながら、お互たがいに暮らしているエリアが離れすぎている。

　会うために高速道路を飛ばさなきゃいけない程度には住所が離れている人間をチャートに組くみ込むのは少々無理がある。残念ながらチーちゃんはメインディッシュユウくんの前のオヤツ枠が妥だ当とうだろう。

　でも、やっぱり欲しいなあ。

「……チーちゃん欲しいなぁ」

「ぶっ!?」

　チーちゃんが咽むせた。いっけね、口から欲望が漏もれてた。

「ば……は!?　い、いきなり何言い出すんだバカレイ!?」

「ごめんごめん。チーちゃんみたいな弟が欲しいな～って思ってたら、口に出ちゃった」

　私達の様子を、チーちゃんのお父さん――私から見て叔お父じが爆ばく笑しようしながら口を挟はさむ。

「それなら、うちの子になるかい玲子ちゃん？　君なら妻も千尋も大だい歓かん迎げいだとも」

「あはっ♪　それいいですね～。……チーちゃん、私をお嫁よめさんにしてくれますか？」

「つ、付き合ってられるか！　ごちそうさまっ！　ふ、風呂入ってくるっ！」

　私が露骨なぶりっ子仕草でチーちゃんに甘えると、彼は顔を真っ赤にして逃にげていった。童どう貞てい臭くさくて実に良いと思う。

　将来ユウくんとお付き合いを始めたら真っ先に報告するから、とびきりのＢＳＳを御ご馳ち走そうしてくれよな。

「あはは、からかい過ぎちゃいましたかね……？」

「いいのいいの。あれは照れてるだけだから」

「なら良いんですけど……ご馳ち走そう様さまでした」

　私も食事を終えると、夕ゆう涼すずみに縁えん側がわへ腰こし掛かける。

「さて、と……」

　私はスマートフォンを取り出すと、ユウくんへと通話を発信した。
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　唐とう突とつにレイちゃんからかかってきた電話に、僕――立たち花ばな結ゆう城きは心臓が跳ね上がるような心ここ地ちだった。

　彼女が田舎に帰省してから、グループトークで日に何回かメッセージのやり取りはしていたのだが、僕個人に通話が来るのは初めてだったからだ。

『ユウくんの声が聴ききたくなって……』なんて言われた僕は、天にも昇のぼるような気持ちを押し隠しつつ、彼女と他た愛あいない近きん況きよう報告を交かわす。

「――こっちはそんな感じ。ユウくんは？」

「僕は、まあいつも通りかな。たまに冬木くんや白しら瀬せさんと会ったりしてるけど、基本的にインドアでのんびり」

「あはっ、いいんじゃないかな。ユウくんらしくて」

　スマートフォン越ごしに届く彼女の声が、耳を甘くくすぐる。

　――どうしよう。彼女を好きだという気持ちが抑おさえきれない。

「あっ、でも夏休みの宿題もちゃんとやらないと駄だ目めだよ？　特に数学の課題とか、量が凄いから毎日コツコツと――」

「……レイちゃん」

「ん、なぁに？」

　コップから水が溢あふれるように、心が彼女への愛を伝えたがっている。

「そ、その、こんなこと電話で言うことじゃないと思うんだけど……」

「ふふ、どうしたの？　急に改まって」

「……レイちゃん、僕は――」

「（レイー、風呂空いたぞー）」

　…………通話の背後に、レイちゃんではない声が交じる。

　恐おそらく誰だれかに話しかけられたのだろう。

　……僕が知らない男に。

「はーい。チーちゃん酷ひどいよ～、一いつ緒しよにお風呂入ろうって言ってるのに、いつも先に一人で入っちゃうんだもん」

　――は？　一緒にお風呂？　レイちゃんが？　誰と？

「（は、はあ!?　お、お前さっきの嫁よめ入いり発言といい、本当にいい加減に――）」

「ごめんね、ユウくん。早くお風呂入らないと順番がつかえちゃうから、そろそろ切るね？」

「えっ、あ、ああ、うん。……その、レイちゃん。そこにいる男の子は誰――」

「声が聴けて嬉しかったよ。それじゃあ、おやすみなさい」

　僕の戸と惑まどうような小声を掻かき消すように、彼女からの通話が切断される。

　数分前までの浮うかれた気持ちは影も形もなく消え失うせ、代わりに全身が震えるような悪お寒かんが僕を包むのだった。
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「チーちゃん知ってる？　トマトの鉢はち植うえって、塩水を少し与えると、とっても甘いトマトが出来るんだよ？」

「……はあ？　何の話だよ？」

「甘やかすだけじゃなくて、たまには少し鞭むちも与えた方が良いものが出来るって話」

「？」

　チーちゃんは訳が分からないといった風に首を傾かしげる。

　ピュアピュアイチャラブで愛情を育むのもいいけど、たまにはこうして脳を破は壊かいしてあげた方が私に対する執しゆう着ちやくが強まってＮＴＲにコクが出るのだ。
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「………………あちぃ」

　ジリジリとした太陽からの熱線に焼かれる砂すな浜はまの中で、俺――山茶花千尋はソワソワと落ち着きなく、待ちぼうけをしていた。

　祖父母の家から歩いて数分程度の場所にある海水浴場での行楽は、毎年の恒例行事の一つである。

　海に入れる機会なんて帰省した時だけだし、俺も泳ぐのは嫌いじゃない。

　……だが、俺が何よりも心待ちにしているのは――

「チーちゃんっ！　お待たせっ！」

「……っ！」

　背後から聞こえてくる待ちわびたアイツの声に、俺は身を硬くしてぎこちなく振ふり返る。

「お、おせぇぞ。レイ――」

　振り返った俺は今度こそ完全に固まってしまった。

「あはっ、ごめんごめん。慣れない水着だから、ちょっと着るのに手間取っちゃってね」

　レイの着ている水着は、去年まで彼女がよく着ていた上下一体のワンピースタイプではなく、トップとボトムに分かれた所謂いわゆるビキニタイプの水着だった。

　ワンピースタイプのそれよりも必然的に増えた肌の露ろ出しゆつ、それに先日の一件から目に焼き付いて離れない彼女のヘソを凝ぎよう視ししそうになるのを、俺は歯を食いしばって堪たえる。

「チーちゃん？　どうしたの？」

　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、レイが固まっている俺の顔を不思議そうに覗のぞき込む。

　さて、以前も説明したと思うが、俺の身長はレイよりも大分低い。

　そんな彼女が俺の顔を覗き込もうとすれば、必然的に前にかがむような姿勢になる訳で。

　去年辺りから、急に女らしい体つきになってきたレイの胸の谷間が正面に――

「――な、なんでもねえよっ！　そ、そんなことよりもさっさと泳ぐぞ！　レイを待ってたから暑くて仕方ねえんだっ！」

「こーら。ダメダメ、まずはちゃんと準備運動しなきゃ」

　色々と不ま味ずいことになりかかっている下半身を隠すためにさっさと海に入りたいのだが、レイが至し極ごくまともな正論で止めに入る。

「ん～～っ」

　レイが身体の筋をほぐすように、グーッと両手を頭上に上げて、上半身を逸らすように伸のばす。

　む、胸が……腋わきが……ヘソが……ッ！

　もうどうにかなりそうである。誰かこの無法女をどうにかしてくれ。

「……もうっ、チーちゃん？　ちょっと見過ぎ」

　流石さすがに俺の邪よこしまな視線に気付いたのか、レイは少し怒おこったような顔をして身体を手で隠す。全然隠せてねえよ。むしろ余計エロいわ。

「――はっ!?　あ、い、いや、これは……」

　言い訳も出来ず、しどろもどろになっている俺を見て、レイが困ったような微笑ほほえみを浮かべた。

「チーちゃんも男の子だもんね。女の子の身体に興味を持つのは悪い事じゃないけど……あんまりジロジロ見てたら好きな子に嫌われちゃうよ？」

「うぐっ」

　暗に自分が彼女の恋れん愛あい対象外に置かれている言葉が、俺のハートにぐさっと刺ささる。

「……でも、せっかくだからチーちゃんに聞いておこうかな？」

「な、何をだよ？」

「この水着、どうかな？　結構頑がん張ばってみたんだけど、男の子的には〝グッ〟と来る？」

　滅め茶ちや苦く茶ちや刺ささってるよ。もう俺の体力バーは赤くなってるよ。

　そんなことを正直に言える筈はずもないので、俺は曖あい昧まいな言葉で誤ご魔ま化かした。

「ま、まあ、レイにしてはいいんじゃねえの？」

「ちょっと引っかかる言い方だけど……まっ、さっきあんなにジロジロ見てたんだから、悪くはなさそうだね～？」

「お姉さま、後生ですから先さき程ほどの醜しゆう態たいは忘れて下さい」

　ニヤニヤとからかってくる従姉に、俺は砂浜の上で土下座した。膝ひざと額が熱いぜ。

「……ふふ。この水着、ユウくん喜んでくれるかな……」

　――その言葉に、俺の脳のう髄ずいが急激に凍いてつく。

　またか。

　またあの男か。

　視線を上げると、好意を寄せている少女が、俺ではない男を想おもって頬を赤らめている。

「――ッ！」

「きゃっ！　チーちゃん？」

　俺は思わず乱暴に彼女の手を掴つかむと、波なみ打うち際ぎわに向かって駆け出す。

「――い、いつまでペラペラ喋しやべってんだよ！　目の前に海があるんだから、いい加減泳がせろ！」

　醜みにくい嫉妬心を子供みたいな言い訳で誤魔化して、俺はレイを無理やり水面に引きずり込んだ。

「わぷっ！　こんのーっ！　やったな！」

　黒くろ髪かみを濡ぬらした彼女がケラケラ笑いながら、両手ですくった海水を俺に飛ばしてくる。

　そうだ。

　今、お前の前にいるのはユウとかいう男じゃない。俺なんだ。

　よそ見なんかしないでくれ。

　心に溜たまった淀よどみを吐き出すように、俺は必要以上にはしゃいで彼女と海水浴を楽しむのだった。




「……ふぅ」

　海遊びを満まん喫きつする最中、喉が渇かわいたというレイに俺は自販機へとパシらされていた。

　まあ、俺の分も奢おごってくれてるし文句はないが。

　レイと俺の分を合わせて二本のスポーツドリンクを手にした俺は砂浜へと戻もどる。

「……ん？」

　遠くに見えるレイの側に、見慣れない人ひと影かげがいた。どうやら若い男の二人組のようだ。

　レイと何やら話しているようだが、どう見ても知り合いとは思えない。

「…………」

　嫌な予感がした俺は、駆け足で彼女へ近づく。

　男達の片割れが馴なれ馴れしくレイの肩かたへと手を回そうとする寸前に、俺は男達の前に立ちはだかった。

「待たせたな、レイ。行くぞ」

「チ、チーちゃん？」

　そのまま強ごう引いんに彼女の手を掴んで、俺はその場を離れようとする。

「ちょ、ちょい待ち～。キミ、弟クン？　俺ら、ちょっとオネーサンと話が……」

　軽けい薄はくそうな男の言葉に、俺はレイへと視線を向ける。

　僅かにだが怯おびえた表情を覗かせる彼女を見て、俺は男達に向かって言い切った。

「悪いな。俺の〝カノジョ〟、疲つかれてるみたいだから休ませてやりたいんだ。それじゃ」

　俺の言葉に、男達がポカンとした表情を浮かべる。

　その隙すきに俺とレイはその場を後にするのだった。




「……あー、わり。頼たのまれてたスポドリ、置いてきちまった」

「う、ううん。それは別にいいんだけど……」

　レイに絡からんできた男達の姿が見えなくなった所で、俺は気まずい空気を振り払はらうように口を開いた。

「一応聞いとくけど、さっきのアレは知り合いだったか？」

「まさか。ただのナンパだよ。ちょっとしつこくて困ってたの。……チーちゃんが来てくれて助かったよ」
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　絡まれた時の恐きよう怖ふを思い出したのか、繋いだ手が僅かに震えている。

　……そうだよな。普ふ段だんの天然な様子から忘れそうになるが、こいつだって普ふ通つうの女の子なんだ。自分よりデカイ男二人に囲まれて、怖こわくない訳がないんだ。

「……もう大だい丈じよう夫ぶだから、安心しろ」

「えっ？」

　レイを安心させるように、俺は彼女の頭を軽く撫なでた。

　僅かに背せ伸のびをする姿は、外から見たら非常にみっともないだろう。身長の低い身体が本当に恨うらめしい。

　だが、それでもレイの気持ちを軽くすることは出来たみたいだ。

　彼女は気持ちよさそうに微笑みを浮かべて、俺に撫でられるままにされる。

「やっぱり男の子だねー。ちょっとドキッとしちゃった」

「……ハッ、今日は随ずい分ぶん大人しいじゃんかよ。何企たくらんでるんだ？」

「ふふ、冗じよう談だんじゃなくて本当に思ってるの。チーちゃんカッコイイなーって。『俺のカノジョに手を出すなー』なんて、女の子なら一回ぐらい言われてみたいもの」

　……本当にこの女は。どうしてこう人の心を揺ゆらすのが上う手まいのか。




「……ふふ、うんうん。チーちゃんは、本当に、本当に――――美　味　し　そ　う」




「ん？　わり、何か言ったか？」

「チーちゃんの恋人になる女の子は幸せだなーって言ったの」

「へえへえ、そりゃどーも」

　こうして、とある夏の一日が終わっていくのであった。
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　もしかしたら、私――音虎玲子は人よりもちょっぴり悪どいのかもしれない。人よりもほんの少しだけ自己中かもしれない。

　自分のことをクズだゲスだ等と悪あし様ざまに自じ嘲ちようしていても、心の何ど処こかで「そこまで言うほどゴミではなくない？」と内心思っているし、自分のことをダークヒーローのような悲しき事情がある悲劇的な人間だと思っている。そして、そんな私に同情出来ない奴のことを、心の貧しい器の小さなカスだと見下してしまう人間だという自覚があった。

　たとえ私が自分のことを邪じや悪あくなモンスターだと自嘲していても、周りの皆みなには「お前は人間だよ」と言って欲しいし、私の悪行の裏には全て何か悲しき事情があって、それはやむを得ない事なのだと思っていて欲しいのだ。

　人間とは過あやまちを犯おかしてしまう生き物である。それは言い換かえれば、悪を為なしてしまう生き物ということでもある。

　でもな、たとえ道を誤ったとしても、それを許すことが出来るのもまた人間なのだ。人は何度だってやり直せる。罪を憎んで人を憎まず。良い言葉である。

　だから私が過ちを犯しても憎むな。そんなことをする奴は人間性を喪そう失しつした邪悪なモンスターなのである。許せんよな。Ｑ．Ｅ．Ｄ．（証明終しゆう了りよう）

　さて、ちょっぴりおセンチなモノローグを始めてしまったが、それも仕方あるまい。

　ここしばらくの間、私の心を慰なぐさめてくれていたチーちゃんとお別れの日がやってきてしまったのだからな。

「ううぅぅ～～チーちゃぁん……」

　父と母が車に荷物を詰つめ込こんでいる横で、私は別れを惜おしむようにチーちゃんを抱きしめている。

「ったく……毎年、これやらねえと気が済まないのかレイは」

　普段の彼ならば赤面して抵てい抗こうしそうな行いなのだが、今の私はガチで泣きが入っているので、大人しくされるがままになっている。ちょろいぜ。

「だって寂さびしいんだもん！　また一年も会えなくなるんだよっ!?」

　これは本音である。

　ここ最近はおねショタものエロ漫まん画がのような過度のスキンシップでチーちゃんの情じよう緒ちよを破壊したり、ユウくんの存在をチラつかせる事で彼から溢れだした負の感情を「あ～～うめえうめえ」と堪たん能のうしていたのだが、それがまた一年間もお預けになってしまうのだ。純じゆん粋すいに悲しい。

「一年なんてあっという間だっての。来年は絶対にレイの身長抜ぬくからな」

「え、あー、うん、頑張ってね？」

「急に素に戻んな！　情緒ぶっ壊こわれてんのかテメェ!?　クソッ、来年までに絶対一六〇センチ超えてやっからな！」

　そんなやり取りをしていると両親から声がかかる。名な残ごり惜おしいが本当にお別れだ。

　私はスマートフォンを取り出すとインカメラを起動する。

「それじゃ、小さくて可愛かわいいチーちゃんの見納めだし記念写真撮とろっか？」

「喧けん嘩か売ってんのかバカレイ」

「いいからいいから。ほら、もっとくっついて」

　私はぐいっと彼かれを引き寄せて、お互いの頬が触ふれるぐらいに密着する。耳まで真っ赤にしたチーちゃんが抵抗するまえにパシャリ。

「チーちゃんのメッセージアプリにも写真送っとくね。待ち受け画像にしてもいいよ！」

「するか馬鹿！　クラスの奴やつに誤解されるわっ！」

「……え？　普通に仲良しな従姉だと思われるだけじゃないの？　誤解って？」

　私が難なん聴ちよう系鈍感主人公みたいな顔をすると、チーちゃんは墓ぼ穴けつを掘ほったことを察して顔を真っ赤にする。あ～うめえうめえ。

「だ～～！　もうさっさと行っちまえ！　おばさん達たちさっきから待ってんぞっ！」

「はーい。それじゃあ、また来年ね」

　最後にもう一度だけチーちゃんを軽く抱擁すると、私は彼の耳元で囁ささやいた。

「……来年はもっとカッコよくなったチーちゃんを見せてね？　楽しみにしてるから」

「は、はぁっ!?」

　さて、これぐらいで情じよう緒ちよ破は壊かいは十分だろう。実らぬ恋こいに向けて存分に切せつ磋さ琢たく磨まして欲しい。ＢＳＳもＮＴＲの親しん戚せきみたいなものなので、私は美お味いしく頂くことが出来るのだ。

「ばいばーい！　またねーっ！」

　車からチーちゃんと祖父母に向かって手を振る。

　ユウくん達と離れ離れなのは寂しかったが、これはこれで実に有意義な帰省だった。
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「……クソッ」

　レイ達が乗った車が見えなくなってから、俺おれ――山茶花千尋は悪態をつく。

「……一年なんてあっという間なんだよ。ちんたらしてる暇ひまなんかないんだっての……」

　ぼやぼやしていれば、あの危なっかしい従姉はきっとすぐに俺の手の届かない所へ行ってしまう。

　子供の自分に出来ることなんて、たかが知れている。

　それはつまり、ほんの些さ細さいなことであろうと出来る事はあるという事でもある。

「あいつの地元に進学する方法……調べてみるか」

　無理かもしれない。間に合わないかもしれない。徒労に終わるかもしれない。

　山のように浮かび上がるネガティブな現実。

　だが、それらは別に俺が諦あきらめる理由にはならなかった。

　スマートフォンに送られた、レイとのツーショット写真を見つめる。

「とりあえず、勉強頑張ってみるか」

　流石に今から中学を向こうに移すのは現実的ではない。

　だが高校ならば。死ぬ気で勉学に励はげめば、都会の進学校を選ぶ程度のことは出来る筈。

　両親が不満に思わない程度に上の学校を目指すのならば、反対はされども否定はされない筈だ。

「……待ってろよ、レイ。最高にカッコイイ俺を見せてやるからな……！」

　少年の心に、夏の陽ひ射ざしにも負けない闘とう志しが燃え始めた。
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　夏休みが始まってから、しばらく経たった頃ころ。

　私――白瀬由ゆ利りは地元の大型ショッピングモールで、人と待ち合わせをしていた。

「……変じゃないかな？」

　大きなガラスを姿見にして服装を確かく認にんしたり、大事な友達――ううん、大事な女性ひとからプレゼントされたコンパクトミラーで、メイクが崩くずれていないかチェックしつつ、待ち人が来るのをソワソワしながら過ごす。

『待っている時間もデートの醍だい醐ご味み』なんてテレビか何かで見た話って本当だったんだな、なんて思いながら怖いような浮かれているような不思議な心地になる。

　……まあ、相手はデートだなんて思ってないだろうから、完全に私の独ひとり相撲ずもうなのだが。

「――えっ、うそっ！　もう来てるっ!?　由利ちゃんっ、お待たせー！」

　待ち望んでいた声に心臓が跳はね上がる。

　声のする方向へ視線を向けると、軽く息を弾はずませながら待ち合わせ相手――レイちゃんが早足でやってきた。

「ごめんっ！　待たせちゃったかな？」

「う、ううん、私も今来た所だから……」

　嘘うそである。

　本当は待ち合わせ時間よりも、一時間は早く来てしまっていたのだ。

　しかし、レイちゃんも待ち合わせより三〇分は早く来てくれたから、彼女も私とのお出かけを楽しみにしてくれていたのかな、なんて思い上がりそうになってしまう。

「あ～っ！　その『今来た所だから』って、私が言いたかったやつ！」

「えっ、あ、その、ごめんね……？」

「あはは、冗談だってば。でも私も結構早く来たつもりだったんだけど、由利ちゃんいつから待ってたの？　……もしかして一時間ぐらいフライングしてない？」

　ズバリ正解を言い当てるレイちゃんに私はドキッとしてしまったが、動どう揺ようは決して表に出さないようにする。重い女だと思われたら嫌いやだし……

「ほ、本当に今来た所だってば……」

「ふぅ～～～～ん……」

「うぅ、レイちゃんが疑ってる……」

「ごめんごめん。それじゃあ行こっか！　久しぶりに由利ちゃんと〝デート〟出来るの楽しみにしてたんだからっ」

　彼女の何気ない言葉に、私は胸が締しめ付けられるような心地になる。

〝デート〟なんて、向こうはきっと冗談で言っているのだろうけど、それでも私が望んだ言葉を投げかけてくれる彼女に、どうしようもないほど心惹ひかれてしまう自分がいた。

「……ねえ、レイちゃん。立花くんと来くる島しまくんは誘さそわなくても良かったの？」

　祖父母の家から帰省したばかりの彼女に会いたがっていたのは私だけではない。

　こうして彼女を独り占じめ出来ているというのはもちろん嬉うれしいのだが、男子二人に対して後ろめたい気持ちもあった私は思わず問いかけてしまう。

「……いやぁ、流石に今日のショッピングに男子を付き合わせるのは、ちょっと可哀かわい想そうじゃないかな？」

「う……い、言われてみれば確かにそうかも……」

　今日のショッピングの主な目的は、近々四人で遊びに行く予定のプールに向けた準備……要は水着の新調である。

　もっとも、レイちゃんは帰省の際に新しい水着を買ったそうなので、選ぶのは私だけなのだが。

「はぁ、もう去年の奴が着れなくなってるなんて……」

「由利ちゃんスタイルいいからねー。自じ慢まんには思っても、恥はずかしがる必要なんてないのにぃ」

　水着が並んだコーナーを眺ながめつつ、レイちゃんが今年のトレンドやらコーデやらを考慮して、色々と候補を選んでくれる。

　以前にメイクを教えてもらった時も思ったけど、彼女の知識量は本当に凄い。

　お洒落しやれや勉強の事だけでなく、来島くんとスポーツ医学の事なんかを話していたのも見た事がある。知らないことなんてないんじゃないかと思うぐらいだ。

『どうしてそんなに色々な事を知ってるの？』と以前に尋たずねたことがあるが、彼かの女じよは『絶対に叶かなえたい夢の為ために必要なんだ』と照れたように話してくれた。

　詳くわしいことは『恥ずかしいから』と教えてくれなかったけど、夢に向かってひたむきに頑張るその姿は、私にはとても眩まぶしい光のように思えた。

「うーん。いっそ、私とお揃そろいのデザインにしてみる？　双ふた子ごコーデとか、ちょっとやってみたい」

「レ、レイちゃんの水着って結構攻せめた感じのビキニでしょ？　わ、私はちょっと……」

「由利ちゃん絶対似合うと思うんだけどなー」

　グループトークで送られたレイちゃんの水着の写真を思い出して、私は少し赤面してしまう。

【ＲＥＩＫＯ：おばあちゃんちの海！　綺き麗れい！】

　そんな文章と共に、水着姿で楽しそうにダブルピースをしている彼女の写真を見た時は、結構な衝しよう撃げきを受けたりもした。

　多分、彼女はそういう自覚がないのかもしれないけれど、立花くんや来島くんも見ているトーク画面で水着の写真を送りつけるのはちょっと無防備過ぎると思うの。

　男子が既き読どくマークだけ付けてしばらく無言だったの、少し気まずかったんだからね？

　……まあ、私だけでレイちゃんの水着写真を独どく占せんしたかったという気持ちが、全くなかったとは言わないけれど。

「む～……うん、これが一番似合うと思うけど、どうかな？」

「う、うん。私もこれが良いかなって思ってた」

　最終的にレイちゃんが選んでくれたのは、スカートが一体になっている洋服に近いデザインのワンピース水着だった。

　肌はだの露出は少ないけれど可愛くてお洒落なデザインは私好みだったし、彼女が私のために選んでくれたというだけでも私のお気に入り決定である。

　クラスの男子とプールに行くのは少し恥ずかしいけれど、レイちゃんと一緒に遊べるのは楽しみだな、なんて思いつつ私は購こう入にゆうした水着を宝物のように抱だきしめるのだった。




「ふぅ……」

「大丈夫、由利ちゃん？　疲れちゃった？」

　買い物を終えた私は、レイちゃんと一緒にショッピングモール内のコーヒーチェーンで一休みしていた。

「ううん、平気だよ。それよりも、これからどうしようか？」

「んー、由利ちゃん時間ある？　映画とかどうかな？」

「映画？　私はいいけど、今って何がやってたっけ……」

　私が尋ねると、レイちゃんはスマートフォンでショッピングモール内にあるシネコンのサイトを表示した。

「これとかどう？　山やま田だくんが読んでた小説の映画化なんだけど」

「あっ、私も名前だけは聞いたことあるかも」

　レイちゃんが提示したのは、小説原作のアニメ映画だった。

　学園を舞ぶ台たいにした青春群像劇で、私は原作を読んだことはないが、結構な話題作だった気がする。

「評判も悪くないし、いいんじゃないかな？」

「それじゃ決定！　ネットでチケット取っちゃうから、上映までここで時間潰そっか」

「うん。楽しみだね、レイちゃん」

　一緒に買い物をして、お茶をして、映画を見て……

　なんだか本当にデートみたいだな、なんて私は思ってしまう。

　……レイちゃんと〝本当のデート〟が出来る日は、きっと来ない。

　彼女を〝そういう目〟で見ているのは、きっと私だけだから。

　それを寂しいとは思っても変えようとは思わない。この本音は墓まで持っていこう。

　ずっとずっと、彼女の大切な友達でいたいから。

「そういえば、由利ちゃんのおばあちゃんちってどんな所なの？」

「えっと、山ばっかりで何もない所だけど、最近は近くのキャンプ場に来る人が結構いて……」

　何も知らない彼女の笑え顔がおに見み惚とれながら、私は〝彼女の友達〟という席に固こ執しつする。

　この場所を失うぐらいなら、薄うす気き味み悪わるい恋れん慕ぼの一つや二つ隠すことなど、何でもない。

　……だから、これでいいのだ。




（――なんて、思ってたのに！　なんなの、この映画っ!?）

『映画楽しみだねー』なんてレイちゃんと無む邪じや気きにはしゃいでた数十分前の自分をぶん殴なぐりたい。

　いや、別に映画がつまらない訳ではないのだ。話は引き込まれるし、映像も綺麗で十分に面おも白しろい方だと思う。

　――ただ、なんというか、脚きやく本ほんがかなり過激なのだ。

　男女で絡んでいるシーンはまあ、まだいい。

　問題は女同士の行き過ぎた友情――ああ、もう取り繕つくろうのは止めよう。

　レズが濃こすぎる。百合ゆりとかちょっと耽たん美びな感じじゃなくて、じっとりと生々しい情念がスクリーンからこちらに叩たたきつけられる錯さつ覚かくすら私は感じていた。

「…………」

　ああああ、隣となりでレイちゃんも気まずそうにしている。

　もうちょっと映画の内容について下調べするべきだったと、いくら考えても後の祭りである。

　先程、自分の性せい癖へきは墓まで持っていくと誓ちかったばかりなのに、何だこの仕打ちは。邪じや神しんに弄もてあそばれているとしか思えない。

「――――――ッ」

　――スクリーンに映る二人の女子生徒が、濃のう厚こうなキスをしている。

　無意識のうちに、それを自分とレイちゃんに置き換えていた自分に気づき、私は酷い自己嫌けん悪おに襲おそわれるのだった。




　……拷ごう問もんのような二時間弱が終わった。ゆっくりと明るくなっていく劇場に、私は静かにため息をつく。

　映画自体は面白かったのが余計に腹立たしい。そして隣のレイちゃんの顔を見るのが怖い。いや、私は別に何も悪くはないのだが。

「……レ、レイちゃん？　外出よっか？」

　意を決して、隣のレイちゃんに声をかける。しかし、彼女から反応が返ってこない。

「……レイちゃん？」

　不思議に思い、私は彼女の肩に手を置く。

「――ひゃっ!?」

　その瞬しゆん間かん、彼女の身体が大きく跳ねた。

　いつも穏おだやかで余よ裕ゆうのある彼女らしからぬ動きに、私も連れん鎖さして動揺してしまう。

「レ、レイちゃん!?　ど、どうしたの？」

「え、あ、ゆ、由利ちゃん？　あー、その、え、えっと……」

　尋じん常じようじゃない取り乱し方をするレイちゃんに、既すでに殆ほとんど退出しているとは言え、まだシアター内に残っている人達からの怪け訝げんな視線が集まってしまう。これはあまり良くない。

「と、とりあえず外に出ようか？　歩ける？」

「う、うん……ごめんね、由利ちゃん……」

　私はひとまず、レイちゃんを強引に外に連れ出すことにした。




「はい、お水。……落ち着いた？」

「うん。ごめんね、由利ちゃん……」

　私から受け取ったペットボトルに口をつけて、レイちゃんはようやく落ち着きを取り戻したようだった。

　シネコンの裏手側。ベンチだけ置いてある人気の無い休きゆう憩けい所じよで、私とレイちゃんが隣となり合って座すわる。

「……その、さっきの映画、見てたらね」

　独白するように、ぽつりぽつりとレイちゃんが語り始める。

「昔のこと、思い出しちゃって」

「昔……？」

　曖昧な語り口に、私がオウム返しをするとレイちゃんが頷うなずく。

「うん、私、その……もう治ったと思ってたのに、知られたら、由利ちゃんや、ユウくん達に嫌きらわれるかもって、だから……」

　要領を得ない言葉。

　それは胸に溜まった澱よどみが苦しくて、吐はき出したいのに吐き出せない……そんな雰ふん囲い気きだった。

「由利ちゃん……？」

　レイちゃんの震ふるえる手を、私は思い切って握にぎった。

「……レ、レイちゃんが話したくないなら、い、言わなくてもいい。でも、話した方が楽になるなら、私で良ければ何でも聞くよ？」

　しどろもどろな私の言葉にレイちゃんは微かすかに微笑むと、意を決したように口を開いた。

「小学生――ううん、もっと前かも。私、その…………男の子も女の子も、〝両方〟好きになれるの」

「…………ひょ？」

　今、レイちゃんなんつった？

「……ど、どっちも恋愛対象に出来るの。中学に上がる前ぐらいには、おかしいなって思って、男の子だけ好きになるように意識してみたんだけど……さっきの映画見てたら、その、また戻っちゃったみたいで……ああっ！　ご、誤解しないでね!?　由利ちゃんに対して不純な気持ちで近づいたりとか、そういうのじゃ全然ないからっ」

　要約すると、レイちゃんはバイ――両性愛者の気があるらしい。

　――あれ、これワンチャン私行けるんじゃね？

　脳内で虹にじ色いろの光が乱反射しながら、ファンファーレが鳴り響ひびく頭の悪い演出が再生されたような気がした。
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　ニ　チ　ャ　ア　……

　まあ、こんなもんか。

　宇宙猫ねこみたいになっている由利ちゃんを眺めつつ、私――音虎玲子は概おおむねチャートが順調に進んでいることを確信する。

　思ったよりも草食系だった由利ちゃんに、もう一ひと押おしＮＴＲへの布石を打てた私は大満足だった。

　どうしても自らの同性愛指向に対して、どこか後ろめたさを持っている由利ちゃんだったが、私も同じ穴の狢むじなと知れば、今後はもう少し積極的に押おしてきてくれることだろう。

　いやー、今度みんなで行くプールが愉たのしみッスね。ニッチャリ。




＊
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「――よっ、結城」

「あ、冬木くん！　おはよー」

　茹ゆだるような陽気と夏真まっ盛さかりな陽射しの中、俺――来島冬木は親友である結城と一いつ緒しよに、自宅から数駅程度離はなれた場所に立地しているレジャープールを訪おとずれていた。

「レイちゃんと白瀬さんは？」

　無論、男二人でプールなどという暑苦しい話ではなく、結城共々しょっちゅう一緒に行動している女子二人を合わせた四人での行楽である。

　結城の言葉に、俺はスマホのメッセージアプリで女子二人に所在を尋ねると、程ほどなくして返信が来た。

「ん、もうちょいしたら着くから、先にロビーで待っていてくれってさ。あちぃから早く中に入ろうぜ」

　自動ドアをくぐり空調の効いた屋内で一息つくと、自じ販はん機きでミネラルウォーターを買って時間を潰つぶす。

「冬木くんやレイちゃんとプールに来るなんていつ以来になるかな。僕ぼく、結構楽しみにしてたんだよね」

「このプールも小学校低学年の時以来だから……四年ぶりぐらいか？」

「あの頃から結構アトラクションも増えたみたいだよ。水上アスレチックとか、大きいウォータースライダーとか」

　入口で配られていたパンフレット片手に、結城があまりにも無邪気にワクワクしていたものだから、俺はつい悪戯いたずら心を出してしまう。

「楽しみ、ねぇ……まっ、確かに楽しみだよなー。レイと白瀬の水着とか」

「ぇあっ!?　ふ、冬木くんっ!?　ぼ、僕は別にそういうのは……！」

「ケケケ、男同士なんだ。そう隠かくすなって。この間のグループトークで送られてきたレイのビキニとか、生で見られるんだぜ？　白瀬とかもアレでかなり凄すごいし、男なら期待するのも無理ないって」

　顔を真っ赤にする結城で遊んでいると、遠くから聞き慣れた声が届く。

　どうやら、待ち人が到とう着ちやくしたようだ。

「二人ともお待たせー！」

「立花くん、来島くん、こんにちは」

　ゆったりとしたブラウスとロングスカートの白瀬に、白ワンピースと麦わら帽ぼう子しというベッタベタな格好のレイがこちらにやってくる。

　私服姿の女子二人に、結城と揃って若じやつ干かんキョドりつつも動揺を隠して挨あい拶さつを返す。

「うん。レイちゃん、白瀬さんもこんにちは」

「おう、二人共暑い中ごくろーさん」

　レイはもちろん、彼女の手によってガンガンイメチェンされている白瀬も贔ひい屓き目めなしに結構な美少女だ。

　そんな二人が並んで歩いていると本当に目立つ。チラチラと周囲がこちらに向けてくる視線に、ちょっぴり優ゆう越えつ感かんめいたものを感じていると、レイが俺の持つペットボトルに目をつける。

「あっ、冬木くん良いもの持ってる。一口ちょーだい？」

「ん……まあ、別にいいけどよ」

　……間接キス。いや、この女はそんな色っぽい事考えたりしないか。

　レイは身内と決めた相手には、とことん無防備なだけなのだ。

　ここで俺が変に反応しても気まずい感じになるだけなので、俺は自然体を装よそおって彼女にペットボトルを渡わたす。

「冬木くん、ありがとー！　……んっ」

　躊ちゆう躇ちよなくボトルの飲み口にレイの唇くちびるが触れる。

　その様子を見るのが何だか気まずくて、俺は視線を少し下げた。

　……おい、何か信じられないモノが見えたぞ。

　結城の奴も気付いたのか、顔を耳まで真っ赤にしている。

　この馬鹿、なんで白ワンピなんか着てるのに透すけ対策してねえんだよっ!?

　薄うすっすらと透けているレイの下着に、俺は頭がおかしくなりそうになる。

　ブラもパンツもちょっと目を凝こらせば、普通に見えてるぞこの馬鹿。

　というか、白瀬も女子なら気付いてるだろ！　こういう所は同性が注意してやれよっ！

「――ふぅ。ありがと、冬木くん」

　こちらの内心も知らずに、のほほんと笑いながらペットボトルを返してくるレイ。

　……流石さすがに、これは駄だ目めだろ。

　俺が見るだけなら別に嬉うれし――間ま違ちがえた。

　俺以外の奴に見られるのはムカツ――間違えた。

　……レイだってもう何も知らないガキじゃないんだ。これは流石に注意しないと駄目だな。俺は貧びん乏ぼうくじを渋しぶ々しぶ引ひき抜くことにした。

「あー、その、レイ。……透けてんぞ」

「え？　何が？」

「……下着が、ワンピから思いっきり透けてる。流石に遠出するなら、もうちょい危機感をだな――」

「ああ、それなら大丈夫。だって、これ下着じゃないもん」

「……は？」

　言葉の意味が分からずに困こん惑わくしている俺を尻しり目めに、レイがワンピースの胸むな元もとをぐいっと引っ張って、俺と結城に服の下を覗のぞかせた。

　何やってんのこいつっ!?

「ほら、ちゃーんと中に水着着てるから！　もちろん替かえの下着は忘れてないし、帰りは透けないようにインナーも持ってきてるよ！　見られたら恥ずかしいもんね」

　準備は完かん璧ぺき！　と言わんばかりの笑顔でダブルピースをするレイに頭痛を覚えつつ、俺は白瀬に『お前の相方、性教育どうなってんだ』という視線を向けた。白瀬はふいっと顔を逸そらした。オイ。

　隣を振ふり返ると、結城は鼻血を堪こらえるように天を仰あおいでいた。




「それじゃ、また後でねー」

　合流早々に一ひと悶もん着ちやくありつつも、俺と結城はレイ達と分かれて更こう衣い室しつへと向かう。

　まあ、男の着き替がえなんて脱ぬいで穿はいて終わりなのであっという間だ。

　さっさと着替え終わった俺と結城は、プールの入口でレイと白瀬を待つ。

「……学校のプールでも思ったけど、冬木くんお腹なか凄すごいね……」

「レイと同じこと言うなよ。結城だって小学校の頃と比べたら随分シュッとしたじゃん」

　俺の言葉に、結城が苦く笑しようしながら頬ほおを掻かく。

「あー、レイちゃんと一緒に走り込んだりしたからね。彼女、限界を見み極きわめるのが上手くて毎回死にそうになっていたから、ちょっとトラウマだけど……」

「あいつの謎なぞに高いコーチング技術は何なんだろうな。マジでマネージャーやってくんねえかな……」

　……笑いながらそんな事を話しつつも、俺は内心で結城に対するレイの過保護な姿勢に、もやもやとしたものを感じてしまう。

　俺だって、本当はもっとレイと――

「おまたせー！」

「ふ、二人共おまたせ……」

　思考に醜みにくい嫉しつ妬とが混ざり始めた辺りで、レイと白瀬の声がそれを散らした。

　レイが自信満々に仁に王おう立だちしている後ろに、白瀬が隠れるように立つ。

　……まあ、予想通り二人ともかなり良い感じである。

　レイは写真でも着ていた水色の爽さわやかな印象のビキニに、白瀬は洋服に近い露ろ出しゆつ控ひかえめなワンピース水着を着ていた。どちらも普ふ通つうに似合っていて雑誌のモデルみたいだな、なんて陳ちん腐ぷな感想を内心で抱く。

　女子の非日常的な肌はだ色いろの多さに目を奪うばわれつつも、俺は過か剰じように反応しないように冷静に努めるが、結城はそうもいかないようだ。

「わ……え、えっとレイちゃん。あー、その……」

「おー、二人共よく似合ってるじゃん。可愛いと思うぜ」

　結城がしどろもどろになっていたので俺が横から助け舟ぶねを出すと、レイは太陽のような笑顔を浮うかべる。

「冬木くん百点っ！　褒ほめ方かたに照れがなくてポイント高いよ！　……ユウくんは、もうちょっと頑がん張ばろうね？」

「うぅ、ごめん。レイちゃん……えっと、でも、僕もよく似合ってると思うよ。レイちゃんも白瀬さんも」

　結城が何とか絞しぼり出した褒め言こと葉ばに、レイが苦笑しながら肩かたをすくめる。

「んー……まあ、ギリギリ及きゆう第だい点てんかな？」

「何様だよ」

　俺が突つっ込むと、レイはくすくすと笑いながら軽い準備体操を始めた。

「それじゃ、軽く身体ほぐしたら泳ごっか。何ど処こから行く？」

「端はしから潰してくか。とりあえず流れるプールで他のエリアを見て回れるみたいだから、まずは見学と行こうぜ。時間はたっぷりあるしな」

　時刻はまだ午前。

　レイと結城が張り切って、ほぼオープンと同時の集合時刻となっていた為、遊ぶ時間はいくらでもある。というか今から全力で遊んでいたら、多分途と中ちゆうで力ちから尽つきる。

「それじゃ、行くとしますかね」

「「「おー」」」とハモる三人の声に、俺は苦笑しながら流れるプールの入口へと向かった。




「へー、あんな大きいスライダー出来ていたんだ。前に三人で来た時はなかったよね？」

　道中で水上アスレチックやら、大波を発生させるプールやらに寄り道しつつ、流れるプールでプカプカしていた俺たちの前に、一ひと際きわ目を引く巨きよ大だいな構造物が現れた。

「確か二人乗りの大型ウォータースライダーだったかな。行ってみる？　レイちゃん？」

「うん、行こう行こう！　由利ちゃん、一緒に――」

　レイがそう言い、浮き輪わに掴つかまっていた白瀬を振り返るが、当の白瀬は顔を青くして首を横に振っていた。

「ご、ごめんねレイちゃん。私、高い所が駄目で……」

「あー……それじゃあ、仕方ないか。スライダーはまた別の機会に――」

「う、ううん！　私の事は気にしないで乗ってきて！　私は下で待ってるから」

　まあ白瀬の性格なら、自分に付き合わせてレイがプールを楽しめない方が気になっちまうか。

「二人乗りだろ？　それじゃあ俺は白瀬と待ってるから、結城とレイの二人で――」

「グーパージャスっ」

「へっ？」

　レイの掛かけ声に、俺は思わず反応して握りしめた拳こぶしを突き出す。結城も同じだったようで、条件反射でパーを突き出していた。

　そして、レイの手の形は俺と同じ握りしめた拳を差し出していた。

「それじゃ、とりあえず私と冬木くんで乗ろっか？」

「はあ？　い、いや、俺は……」

「あーあ、僕も乗りたかったんだけどなぁ」

「次はユウくんシードで、私か冬木くんでジャンケンってことにしよっか」

　俺が何か言う前に、決定事じ項こうのように話が進んでいく。

　……レイはいいのか？　結城じゃなくて、俺で。

　俺だってそこまで鈍にぶい訳じゃない。レイが結城に友達以上の感情を抱いていることぐらい察している。

　だから、俺自身の気持ちはどうあれ、ちょっとした事では結城に色々と譲ゆずるつもりだったのだが……

「あー、レイ？」

「なぁに、冬木くん？」

　スライダー乗口への階段を登りながら、俺はレイに質問する。

「その、結城じゃなくて良かったのか？　一緒にスライダーに乗るの」

「え？　そりゃあ、ユウくんと乗りたいよ？」

「…………っ」

　……ある意味、分かりきっていた返事に、俺は身勝手にも落ち込こみそうになる。

　そりゃあ、レイは俺よりも結城と一緒の方が良いに決まって――

「――だから、最初に冬木くんと乗れてラッキーだったかな！　私ジャンケン強いから、冬木くんには悪いけど次はユウくんと一緒に乗るよー！」

「……は？」

「だって、冬木くんとも一緒にスライダー乗りたかったんだもん。あっ、もちろん由利ちゃんともね？」

「……ハッ、なんだそりゃ。よくばりか」

「いいじゃない。みんなでプール来るなんて久しぶりなんだから、ちょっとぐらいはしゃいだって」

　ぶぅと頬を膨ふくらませるレイに、俺は脱だつ力りよくしたように笑えみを浮かべる。

　恋れん愛あい的な事は正直分からないが、それでもレイは俺も結城も同じぐらい大切に思ってくれている。

　……なら、物わかりよく諦めるのは、ちょっとばかり早いよな？

　俺は少し軽くなった足取りで、レイと一緒にスライダー乗口へと続く階段を登りきった。

「うわー……思ってたより高いね、冬木くん……」

「確か高さ二〇メートルってパンフに書いてあったな。普通に国内トップレベルに高低差のあるウォータースライダーだと思うぞ」

「……由利ちゃんじゃないけど、若じやつ干かん怖おじ気けづいてきたかも」

　そんなことを言いながらも楽しげに頬を緩ゆるめるレイに苦笑しつつ、俺おれ達たちはウォータースライダー専用の浮き輪が縦に二つくっついた様なボートに乗り込もうとする。

「レイは前と後ろどっちがいい？」

「もちろん前！　ジャンケンする？」

「いや、俺おれはどっちでもいいから後ろで構わねえよ」

　そんなやり取りをしつつ、コースの上で監かん視し員いんからの出発の合図を待つ。

　……結構水流激しそうだな。

　少しだけ緊きん張ちようしつつ、レイに続いてボートの後ろ側に乗り込む。

「ひゃっ、ふふ、くすぐったいよ冬木くん？」

「……あー、わり」

　……ボートの構造上、後ろに座る奴やつの足は、前に座っている人間の腋わきの辺りに差し込まれるような形になっていた。

　足とはいえ、レイの柔やわらかい感かん触しよくに俺はドギマギしてしまう。

　まあ、レイの方は全く気にしていなそうなので、俺の独り相撲なのだが……

　そんなことを考えていると、監視員からのＧＯサインが飛んできた。

「冬木くん！　いっくよー！」

「おう、ふっ飛ばされんなよー」

　次の瞬間、俺たちのボートは地上へと向けて急加速を始めた。

「うひゃ――っ!!」

「これは見た目よりも激しいな……！」

　レイの歓かん声せいを聞きながら、右へ左へと振り回されるボートに意識を集中する。

　時間にして数分程度だっただろうか。俺たちのボートは存分に加速を付けて、ゴールの水面へと水しぶきを上げて衝しよう突とつした。

「わぷっ！」

「――ぶはっ！　はぁ、レイ？　大だい丈じよう夫ぶ――」

　激しい水しぶきで濡ぬれた顔を拭ぬぐった俺は、レイに声をかける。

「あはっ、すごかったね！　冬木くんっ」

　濡れた髪かみを掻き上げながら、こちらに笑顔で振り返ったレイの姿に俺は凍こおりついた。

「あ、が……ッ!?」

　レイの――正確にはレイの〝何も着けていない〟上半身を見て、俺は情けない呻うめき声を零こぼすことしか出来なかった。

　中学生になってから、また一段と女らしい身体つきになったレイ。

　その胸の膨らみとピンク色の先せん端たんから目を逸そらせずに固まっている俺の様子に、レイはようやく視線を下に落として自分の状態を察した。
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「――へぁ？　……えっ、あ、うそっ!?　ふ、冬木くんっ！　見ないでっ!?」

「お、落ち着――うおっ!?」

　動揺したレイが突とつ然ぜん動いた揺ゆれで、俺たちが乗ったボートは綺麗に転てん覆ぷくする。

　腰こし程度の水深の水場ではあったが、動揺しているレイはパニックになったように藻も掻がいていたので、俺は慌あわてて彼女へ駆かけ寄った。

「おい、レイッ!?」

「――ぷはっ！　えほっ、こほっ！」

　強ごう引いんに彼女を引き寄せると、レイは軽く咽むせながら訳も分からず俺に抱きついた。

　……そうなると、まあ必然的にレイの胸が〝ぐにゅう〟ってなる訳で……

　俺は気が遠くなりそうになったが、必死に血流が下半身の一部に集中しないように、脳内で祖父と祖母の顔を思おもい浮かべた。

　そうこうしている内にレイは正気を取り戻もどしたのか、耳まで赤くしてボソボソと呟つぶやく。

「……そ、その、冬木くん。い……今、離れると色々見えちゃうから……もうちょっとこのままでもいい……？」

　そう言うと、レイはますます胸を押し付けるように俺に抱きついてきた。

　勘かん弁べんしてくれ……

　胸むな板いたに感じるレイの胸の感触に、脳内の祖父と祖母の顔が消えていく。

　来島冬木よ、お前は今日ここで死ぬのだ。

「――――あっ」

　レイが不ま味ずいことに気付いてしまったように声を漏もらす。

　そりゃあ、こんだけ密着してれば俺の下腹部がドエライ事になっているのがバレバレだよな。俺は無言で顔を両手で覆おおった。

「そ、その、ごめんね？　ふ、冬木くんも男の子だもんね…………えっと、その……た、逞たくましくて良いと思うよっ！」

「コロシテ……」

　それから数十秒後。地上で俺たちの状じよう況きようを見ていた白瀬と結城が、流されていたレイのトップスを回収して慌てて駆け寄ってくることで、俺は天国と地じ獄ごくから解放された。
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　まあ、全部仕し込こみな訳だが。

　私――音虎玲子は冬木くんに抱きつきながら、ニチャアと口を三日月に裂さけさせる。

　地上に到着するまでの間に水着のトップスを目にも留とまらぬ早はや業わざで緩めた私は、完璧な形で冬木くんの情じよう緒ちよを破は壊かいすることに成功していた。

　ついでに冬木くんの冬木くんに私が照れることで『ちゃんと君を男の子として見ていますよ』というアピールも済ませた。完璧である。

　事前にユウくん達たちには内ない緒しよでプールを視察して、ロケハンをしていた甲か斐いがあったというものである。来るのは四年ぶりと言ったな。アレは嘘うそだ。

　私は大義の為ならば体を張れる女。

　将来の寝ね取とられの為ならば、水着を投げ捨てて乳の一つや二つを見せることも押し付けることも厭いとわない寝取られ女なのである。

　しばしの間、下腹部に冬木くんの冬木くんをグリグリ押し付けられた後に、ユウくん達が流された水着を回収して持ってきてくれた。

　私は由利ちゃんから手て渡わたされたトップスを身につけると、ユウくん達にお礼を言う。

「あはは……その、ありがとねユウくん、由利ちゃん。ちょっとパニックになっちゃって……」

「う、うん……」

「え、えっと、とりあえず何もなくて良かった、ね……」

　先さき程ほどまで、冬木くんに抱きついている姿を見ていた二人が、目に見えて動どう揺ようしていた。

　あァ～～たまらねえぜ。
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「楽しかったぁ～！　ね、みんな！」

　夕暮れ時。私はプールからの最も寄より駅へと歩きながら、ニコニコとご機き嫌げんにユウくん達に声をかける。

「はは、確かに楽しかったけど……僕、明日は筋肉痛すごいかも……」

「くぁ……プール上がりって、なーんか眠ねむくなるんだよなぁ」

「私も……帰りの電車で寝ね過すごさないか心配かも……」

　ウォータースライダーでのポロリイベント直後は若干気まずい空気が流れていた私達であったが、生乳を晒さらした当人が気にしない素そ振ぶりを見せていた為ため、帰る頃ころには表面上はいつも通りの様子に戻っていた。

「…………な、なんだよ。レイ」

　まあ、冬木くんは結構テンパっている内心を隠しきれていないがね。

　身体張った甲斐があるというものだ。うめぇ。

「んー？　みんなで居い眠ねむりして終点まで行っちゃうのも、青春っぽくて面白いかなって考えてた」

「やめろやめろ。変なフラグ立てるんじゃねえよ」

「うふふ、居眠りしたら由利ちゃんの寝ね顔がお撮とっちゃお」

「ええっ、や、やめてよぉレイちゃん」

「あっ、そうだ。写真といえば……」

　由利ちゃんと百合じゃれ合いをしながら、私はスマートフォンを弄いじってグループトークに写真を送信した。

「ん？　レイちゃん、何を送ったの？」

「プールで撮とった記念写真。まだ送ってなかったからね」

　トーク画面に表示されているのは、プールで撮さつ影えいした私達四人の集合写真だった。

　私にくっつかれて、恥はずかしそうに微笑ほほえむ由利ちゃん。

　こういう写真に慣れているのか、爽やかな笑みを浮かべる冬木くん。

　冬木くんにつられて、照れくさそうにピースをするユウくん。

　――うん。悪くない。

「……良い写真だね、レイちゃん」

「でしょ？　これだけでも皆みなとプールに来られて良かったかな」

　私は穏やかな微笑みをユウくんに向ける。

　本当に大切な友達。大事な人。そんな彼かれらと過ごしたひと夏の思い出。

　きっと、この写真を見るたびに私は何度でも思い出す。

　プールの水の冷たさ。

　みんなで食べた昼食の味。

　並んで歩いた夕暮れ時の風の匂におい。

　大切な人たちの笑顔。




　掛け替えのない青春の〝思い出〟……それが私のＮＴＲフルコースの〝前菜〟だ……

　ちなみに私のフルコースはここから『ユウくんの絶望』やら『冬木くんの罪悪感』等の最悪なメニューが並ぶことになっている。我ながら救いようのない屑くずである。

　いつか食するフルコースの味をうっとりと夢想しつつ、私達は駅のホームへとやって来た帰りの電車に乗り込むのであった。
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「くぁ……」

　電車の揺れすら心ここ地ちよく感じながら、俺――来島冬木は何度目かの大あくびをする。

「冬木くんも眠かったら寝ねてもいいよ？　ちゃんと私が起こしてあげるから」

　既に結城と白瀬はぐっすりと爆ばく睡すいしてしまっているので、起きているのは俺とレイだけである。

　その優やさしい声と微笑みに俺はドキッとしつつも、大げさに肩を竦すくませて皮肉っぽく笑う。

「俺が寝たら写真撮るつもりだろ？　ちょっと趣しゆ味みが悪いぞ、レイ」

「バレてた？　ユウくんと由利ちゃんは撮ったから、後は冬木くんでコンプリートなんだけどなー」

　コロコロと笑いながらスマートフォンを弄るレイに、俺は苦笑する。

　……駄目だ。やっぱり意識してしまう。

　プールでの一件は、健全な男子中学生にはあまりにも劇薬であった。

　忘れようとしても無意識のうちにレイの胸元に視線が行ってしまい、レイの胸の形や感触が脳のう裏りを乱らん舞ぶしてしまう。

「……ふ、冬木くんのえっち……」

「ぶっ!?」

　俺の邪よこしまな視線に感づいたレイが、両手で胸を隠す。

「私は忘れてって言ってるのに……」

「……いや、本当に悪いとは思っているが、人の脳はスマホじゃないんだよ。そう簡単に記き憶おくを消したり捨てたり出来ねえよ……」

「うぅ～～！　ひ、人のおへそに〝あんなの〟押し当てといて開き直るの、本当に良くないと思うっ！」

「やめて！　マジで罪悪感と羞しゆう恥ち心しんで死にそうになるからっ！　お、男はああいうの制せい御ぎよ出来ないんだよっ！　お前のだってちょっと硬かたくなってただろ！」

「さ、サイテーっ!?　あ、あれはプールの水が冷たかったから……！」

　俺たちが騒さわいでいると、結城と白瀬が身じろぎしたのを見て、二人揃そろって冷静になった。

「……止めよう。由利ちゃんやユウくんに、こんなお馬鹿な言い合い聞かせたくないし」

「……だな。あー、その……悪いと思ってるのは本当だし、詫わびってのも変だけど、俺に何か出来ることがあれば聞いてやるから。それで勘弁してくれないか？」

　俺の困り果てた顔を見て、レイは少し笑ってから一つ条件を出した。

「それじゃあ、来週の商店街でやる夏祭りに私と遊びに行くこと。それで許してあげる」

「えっ、あー……それって……」

　まさかデートの誘さそい？

　そんな浮うわついた考えが頭を過よぎるが、勿もち論ろんこの女はそんな色気のある考えをする奴ではなかった。

「ユウくんと由利ちゃんも誘うから、また四人で遊ぼうよ。夏休みもそろそろ終わっちゃうしね」

　あー、はいはい。分かってましたよ畜ちく生しようめ。

　でも、夏休み最後の思い出に皆で夏祭りというのは悪くない。

「はいはい、謹つつしんで拝命いたしますよ」

「うむ、よろしい。それじゃ、これで仲直りね」

　そう言うとレイは無む邪じや気きに笑いながら、こちらに片手を差し出す。

　俺は彼かの女じよの白く小さな手を握ると、軽く上下に振った。

「別に喧けん嘩かしてた訳じゃないけどな」

「いいのいいの。こういうのは気持ちの問題だから」

　車窓から差し込む夕ゆう陽ひに、微かに湿しめった彼女の髪がキラキラと輝かがやく。

　――ああ、やっぱり諦あきらめたくねえなあ。

　ずっと秘ひめていた恋こい心ごころの火種は、鈍く輝き続けていた。
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「それじゃ、行ってくるね母さん」

「はーい、あまり遅おそくなるんじゃないわよー」

　母親にそう告げると、僕――立花結城は家を出る。

　向かう先は商店街のある大通り。地元で催もよおされる夏祭りの会場である。

　例によってレイちゃんからの提案で僕と冬木くん、それに白瀬さんのいつもの四人で夏祭りに遊びに行くことになったのだ。

『由利ちゃんと一緒に浴衣ゆかたで行くから楽しみにしててね』なんて彼女の言葉を思い出し、僕は浮かれるような心地で商店街へと向かう。

「――おっ、早いな結城」

　待ち合わせ場所である商店街の入口で、手て持もち無ぶ沙さ汰たにスマホを弄っていた僕の前に、冬木くんが一番乗りで現れた。

「レイちゃん達を待たせたら悪いからね」

「それもそうか。レイも白瀬も目立つ見た目してるからな。変なのに絡からまれてトラブル起こしても面おも白しろくねえか」

「そういうこと。夏休み最後の思い出にケチを付けたくないしね」

　そんなことを話しながら、男二人で待ちぼうけをする。

　この商店街の夏祭りは、大通りを貸し切った地元でも大きめなイベントということもあり、遊びに来ているウチの中学校の生徒達もチラホラと見かける。

「あっ、来島くんと立花くんだ」

「よお、俺達以外にも遊びに来てるウチの生徒は結構見てるぜ」

　中にはこうして僕ぼく達たちに声をかけてくる子もいる。

　クラスメイトである浴衣ゆかた姿すがたの女子グループに軽く挨拶をすると、彼かの女じよ達たちは一緒に遊ばないかと僕達を誘ってきた。

「わりぃ、俺らも待ち合わせ中なんだ」

「うん。誘ってくれたのにごめんね」

　僕達の言葉に、彼女たちは冗じよう談だんっぽく落らく胆たんしてみせた。

「あーあ、フラレちゃった」

「気が向いたら声かけてよ。私達もしばらく遊んでるからさ」

　そう言うと、彼女たちは軽く手を振って去っていく。

　内心、しつこく誘われなくて良かったと安あん堵どしていると、隣となりで冬木くんがニヤニヤと意地の悪い笑みを浮かべながら、僕を肘ひじで小こ突づく。

「逆ナンとはモテモテだな？　結城？」

「あれは冬木くん目当てでしょ。僕は精々、面白い愛玩動物ペツトぐらいにしか見られてないよ」




「――謙けん遜そんすることないでしょ？　ユウくんも冬木くんに負けないぐらい、結構女子人気あるんだから」

　背後から聞こえた声に、僕と冬木くんが振り返る。

　そこには朝顔模様の浴衣を着き込こんだレイちゃんと、金魚柄がらの浴衣を着た白瀬さんが立っていた。

「お待たせ、二人とも」

「遅くなってごめんね。私が着付けに手間取っちゃって……」

「胸がおっきいと浴衣はピシッと着るのが難しいからねー」

「レ、レイちゃんっ！　恥ずかしいから、そういうの言わないでっ」

　仲良くじゃれ合っている二人を前に、僕ぼくはこっそり練習していた言葉を告げる。

「う、うん。ふ、二人とも、浴衣すごく似合ってるよ」

「わお、大根役者」

「うぐっ」

　レイちゃんの一刀両断に僕が結構ショックを受けていると、白瀬さんがフォローしてくれた。

「レ、レイちゃん。立花くん頑張ってるんだから、もう少しオブラートに……」

「あはは、ごめんごめん。褒めてくれて嬉うれしいよ！　ありがとう、ユウくん」

「う、うん」

　浴衣姿のレイちゃんに見とれつつも、僕はだらしない顔をしないように気を引き締しめる。

「それにしても、私達はこんなに気合入れてきたのに、男子諸君は普ふ段だん着ぎか～？」

「別に男は何着てたって、どうでもよくね？」

「私としては折せつ角かくの夏祭りなんだから、男子には甚じん平べいとか着てほしかったなー。冬木くんとか似合いそうだし」

「へえへえ、まあ来年まで覚えてたら考えとくよ」

　冬木くんとレイちゃんが軽口混じりに、そんなやり取りを交かわす。

　……なんだか、この間のプールの一件以来、二人の距きよ離りが少し近くなったような気がするのは僕の気の所せ為いだろうか。

「立花くん？　どうしたの？」

「――あ、ううん。何でも無いよ、白瀬さん」

　つい不安そうな顔をしてしまっていた僕に白瀬さんが声をかける。僕は慌てて平静を装って、彼女に問題ないことを告げた。

　――大丈夫。考えすぎだ。

　だって、冬木くんは僕がレイちゃんを好きなことを知っている。

　小学生の頃に、レイちゃんに対して分不相応な恋心を抱いだいてしまっていた僕を、冬木くんは励はげまして応おう援えんしてくれたじゃないか。




『大丈夫だって。結城はすげえいい奴だし、レイだって結城の良い所をいっぱい知ってるじゃん』

『でも、僕は冬木くんみたいにカッコよくないし……』

『お前が思ってるよりもずっと、レイはお前のことを大事に想おもってるって。元気出せよ！』




　レイちゃんが誰だれかに告白される度に落ち込んでいた意い気く地じなしの僕を、冬木くんはいつも励ましてくれたじゃないか。そんな彼を疑うなんて恩知らずにも程ほどがある。

　僕は罪悪感に頭を軽く振るう。粘ねん着ちやく質しつな疑念は頭から中々離はなれてくれないが、それでも気持ちを切り替える程度の余よ裕ゆうは出来た。

「それじゃあ行こっか！　ほら、ユウくん。はぐれたら大変だから手を繋つなごう？」

「レ、レイちゃん……そろそろ子ども扱あつかいは止めてよ……」

　僕はいつまでも君にお世話をされる子供じゃない。

　君の隣に立てる〝男〟として僕を見て欲ほしいんだ。

　そんな想いが祭りの喧けん騒そうに溶とけていった。




「………………」

　カリカリカリカリカリ

「えーっと……レイちゃん？」

　パキンッ

「あーっ!?　もう少しだったのにーっ！」

　ピンク色の板を画が鋲びようで突っついていたレイちゃんが悲鳴を上げる。

　いわゆる型かた抜ぬき遊びに夢中になっていた彼女に、僕は苦笑しつつ彼女の肩に手を置いた。

「あはは、残念だったね」

「ユ、ユウくん、もう一回！　もう一回だけやらせてっ」

　茎くきの部分でポッキリ折れてしまったチューリップ型の板いた菓が子しを、悔くやし紛まぎれに口に放ほうり込むレイちゃんに、冬木くんが指でバツ印を作る。

「型抜きなんて時間かかる遊びを初しよっ端ぱなからやってんじゃねえよ。俺ら商店街の入口からまだ一〇メートルも進んでねえぞ」

「来島くんもこう言ってるし、型抜きはまた後でしよう？」

「うぅ、由利ちゃんがそう言うなら……」

　みんなから宥なだめ賺すかされて、レイちゃんは未練がましそうに型抜き屋台を後にする。

「はぁ、ここで軍資金を増やしておきたかったんだけどなぁ」

「よせよせ。あの屋台のおっちゃん異常に細けえから、一枚二枚なら素す直なおに賞金と交こう換かんしてくれるけど、それ以上は難なん癖くせつけて不合格にしてくるぞ」

「あはは、僕と冬木くんも昔はよく痛い目に遭あわされたもんね……」

　そんな訳で僕と冬木くんは最初の一枚だけ型抜きを成功させて、小こ銭ぜにの獲かく得とくに成功していた。ちなみに白瀬さんは手先の器用さが壊かい滅めつ的てきなので、レイちゃんの応援係である。

　そのレイちゃんも高額配当狙ねらいで高難易度の型に突とつ撃げきした結果、惨ざん敗ぱいを喫きつした為に女子組はリターンゼロである。あとで何か御ご馳ち走そうしてあげよう。

「さて、どうすっかな。飯にはちょっと早いし、とりあえず端から見て回るか？」

「そうだね。道すがら美お味いしそうな屋台に目星を付けといて、あとで買い出しに行こうか」

　冬木くんの提案に僕達は賛成すると、祭りの喧騒の中を歩き始める。

　過ぎゆく夏を惜おしむ人が多いのか、商店街は結構な人混みが形成されている。油断すると普通にはぐれそうだ。

「由利ちゃん、人すごいから手つなごっか？」

「う、うん。ありがとう、レイちゃん」

　レイちゃんの言葉に、白瀬さんは素直に頷うなずくと彼女の手を取った。その様子にレイちゃんは満足そうな笑みを浮かべると、僕に意地の悪い笑え顔がおを向ける。

「ふふ、由利ちゃんは本当に素直でかわいいな～。ユウくんはマセちゃって、私と手を繋ぐの嫌いやがるんだもの」

「べ、別に嫌っていう訳では……」

　僕がごにょごにょと言い訳をするとレイちゃんは満足したのか、パッと無邪気な笑みを浮かべる。

「冗じよう談だん冗談。由利ちゃんは男の子と手を繋ぐのは抵てい抗こうあるだろうし、流石さすがに三人で手を繋ぐと歩きづらいから仕方ないよね」

　そんな風に雑談やら、夏休みの課題の進行状況等を話しながら、僕達は夏祭りを堪たん能のうしていく。

　当たりが付いていないと評判の紐ひも付つきクジに、金魚すくいやら射的やらを楽しみながら、一時間程度の時間をかけて、僕達は祭りで賑にぎわう通りを歩き回った。

「さてと、歩き回って腹も減ってきたし、そろそろ飯でも買うか？」

「さんせーい。ちょうど休きゆう憩けい所じよもそこだし、席取ろっか」

　冬木くんの言葉にレイちゃんが賛同し、僕達はパイプテントに椅い子すとテーブルが並ぶ休憩所へと向かう。

　運良く四人分のスペースを確保出来た僕達は一息つくと、レイちゃんが道中にスマホで撮っていた飲食系の屋台の写真を表示する。

「何食べよっか？　やっぱり、たこ焼きと焼きそばは外せないよねー」

「俺はケバブの屋台も気になるなー」

「レイちゃん、さっきそこでタピオカのお店も見かけたよ」

「えっ、ほんと!?」

　わいわいと騒ぎながら、予算と相談しつつ買い出しのメニューを決めていく。

「ま、こんなところか？　それじゃあ、俺と結城で買い出し行ってくるから、女子はここで席を取っておいて――」

「ちょい待ち冬木くん。買い出しは私とユウくんで行くから、冬木くんは由利ちゃんとここで待ってて」

　レイちゃんの言葉に僕達はキョトンとした顔をすると、レイちゃんが人選の理由を説明する。

「女子二人でボーッとしてて変な人に声かけられたら面めん倒どうでしょ？　由利ちゃんも歩き回って少し疲つかれてるみたいだし、冬木くんはここでナイトをやってて欲しいな」

「ん、まあ別にいいけどよ……」

「うん、お願いね？　それじゃ、行こっかユウくん」

「え、ああ、うん」

　そう言うと、立ち上がったレイちゃんが僕の手を取って、そのまま人混みの中を歩き出した。

　――ほんの少しだけ、その動きに妙みような強引さを感じた僕だったが、楽しそうに笑うレイちゃんの顔に小さな違い和わ感かんはすぐに溶けて消えていった。




「…………」

「来島くん？」

「――ん、ああ、わり。少しボーッとしてた。どうした白瀬？」

「え、えっと、何って訳じゃないんだけど……ちょっと怖こわい顔してたから気になって……」

「うん？　俺、そんな顔してたか？　わり、別に機嫌が悪いとかじゃないんだが――」




　背後で、冬木くんと白瀬さんが何か話していたが、会話の内容は活気と喧騒に掻かき消されて、僕の耳に届くことはなかった。

　――――――ニチャッ。




「ユウくん、見て見てイチゴ色」

『べっ』とかき氷のシロップで赤くなった舌を見せてくるレイちゃんに僕はムラムラ……間ま違ちがえた。ムラムラ……間違えた。ムラ――ドキッとしながらも、彼女の頭を軽く小突く。

「あいたっ」

「お行ぎよう儀ぎ悪いよ、レイちゃん」

「むぅ、縁えん日にちの食べ物にテーブルマナーもないと思うけどなー」

　食料の買い出しを済ませて、休憩所で四人揃っての食事中。

　お腹なかも膨れて、みんなまったりムードである。

「花火の時間まで、あとどれぐらいかな？」

　レイちゃんが夏祭りの締めに打ち上げられる花火までの時間を尋たずねると、冬木くんがスマートフォンを点灯させる。

「んー、あと一〇分ぐらいだな。場所変えるか？」

「流石に良い場所はみんな取られてるよ。ここからでも見えるし、のんびりしようよ」

　少しばかり遊あそび疲つかれていた僕達はその言葉に同意すると、花火が打ち上がるまでの僅わずかな時間に雑談を交わす。

「いがーい、皆しっかり夏休みの課題終わらせてたんだね」

「普ふ段だんから計画的にやれって、誰か玲子さんに口うるさく言われてたからな」

「まあ、中学生にもなって夏休みの宿題で先生に怒おこられるのは、少し恥ずかしいからね」

「……夏休み、終わっちゃうのかぁ」

　少し寂さびしげにレイちゃんが呟く。

　その言葉に、白瀬さんが意外そうな顔をする。

「レイちゃんなら、『また皆と毎日会えて嬉しい』って言うかと思ったけど？」

「それはそうなんだけど、こういう大きいイベントが終わっちゃうと、また一つ〝子供〟でいられる時間が終わっちゃったんだな……って、何だか寂しくなってね」

「レイちゃん……？」

　その物もの憂うげな視線と意味深な言葉に、僕は少しだけ不安な気持ちになる。

　彼女になんて声をかけようか僅かに逡しゆん巡じゆんしていると、夜空に空気の抜ぬけるような気の抜けた音が響ひびき渡わたる。

「――あっ」

　爆ばく音おん。

　空気が揺れるような感覚と共に、暗くら闇やみに光の華はなが咲さく。

「わあ……」

「やっぱ夏はこれだよなぁ」

　花火大会の打ち上げほど本格的なものではなかったが、それでも夜空を照らす炎ほのおの華は溜ため息いきが出る程に美しかった。

「――綺き麗れいだね、ユウくん」

　そっとテーブルの下で、彼女の手が僕の手を握にぎった。

　普段の僕を先導するような力強い握り方ではなく、おっかなびっくりに指と指を絡めるような弱々しい握り方に、僕は思わず花火から目を逸らしてレイちゃんを見つめてしまう。

「レイちゃん……？」

「……花火の間だけでいいから」

　穏おだやかなようで、悲しそうでもある彼女の儚はかなげな微笑みに、僕はそれ以上何も言えずに花火を見上げることしか出来なかった。

　そして、一ひと際きわ大きな花火が打ち上がったのを最後に、少しヒビ割れたような音声で花火終しゆう了りようのアナウンスが聞こえてくる。

　僕の指に絡んでいたレイちゃんの指が、まるで夢ゆめ幻まぼろしだったかのようにスッと離れる。

「あーあ、名な残ごり惜おしいけど終わっちゃったね」

　そこにいたのは、いつもの元気で優しい彼女だった。




「――それじゃ、次に会うのは多分学校かな？」

「おう、レイも結城も暗いから気をつけて帰れよ」

　夏祭りからの帰り道。
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　白瀬さんを送り、冬木くんと別れ、僕とレイちゃんは二人で帰り道を歩いていた。

「楽しかったね！　ユウくんっ」

「うん、また来年も皆で来ようね」

　花火の時に見せた、影かげのある彼女はすっかり鳴りを潜ひそめている。

　僕の見み間ま違ちがいか何かだったんじゃないかと思うほどに。

「…………」

　それでも手に残る彼女の指先の感かん触しよくが、アレは幻まぼろしなどではなかったと訴うつたえていた。

「ユウくん、送ってくれてありがとう」

「ん、ああ、うん……」

　気がつけば、僕達はレイちゃんの自宅に到とう着ちやくしていた。

　僕は彼女に夏祭りに誘ってくれたお礼を告げると、その場を後にしようとする。

「……ねえ、ユウくん。まだ時間、大だい丈じよう夫ぶ？」

「えっ？」

　引き止めるような彼女の声に、僕は立ち止どまる。

　彼女は慌ただしく玄げん関かんをくぐると、少ししてから僕の前に戻ってきた。

「少しだけ延長戦。しない？」

　彼女の手には柄の長い使い切りライターと、袋ふくろに入った線せん香こう花火が握られていた。




　レイちゃんからの提案を承しよう諾だくした僕は、線香花火を片手に彼女の家から歩いて数分程度の小さな公園にやってきていた。

「ここに来るのも久しぶりだなぁ」

「幼よう稚ち園えん児の頃にユウくんと、この公園でよく遊んだよね」

　小さな砂場と、ほんの少しの遊具だけがある寂れた公園は、その貧ひん相そうな佇たたずまい通りに当時の子供たちからは不人気であった。

　しかし、それだけに遊びに来るのは僕とレイちゃんぐらいだったので、二人だけの貸し切りで彼女と遊べるこの公園が、当時の僕は嫌きらいではなかった。

「それじゃ、花火は半分こね」

　レイちゃんの家から持ち込こんだ小さなバケツで公園の水道から水を汲くむと、僕達は花火の準備を整える。

「はい、レイちゃん」

「ありがと。ユウくん」

　僕は柄付きのライターで、彼女の持った線香花火に火をつける。

　ぱちぱちと小さな火花が爆はぜ始めたのを確かく認にんしてから、自分の線香花火にも着火。

　先程の夏祭りで打ち上げられた花火とは、比べるのも馬鹿らしい程に小さな花火ではあったが、それはそれで趣おもむきがあって悪くはなかった。

「……ねえ、ユウくん」

　花火の僅かな明かりと、頼たよりない街灯がレイちゃんの顔を朧おぼろ気げに照らす。

「私ね、中学生になったら『もっとユウくんと仲良くなりたいな』って思ってたの」

「それは……」

　それは僕も同じだ。

　レイちゃんともっと仲良くなりたい。

　……叶かなうのならば、友達以上に。

　僕がそんな内心を吐と露ろする前に、彼女は言葉を繋げる。

「……でもね、由利ちゃんと友達になって、冬木くんとも前より仲良くなって……それで、いつもユウくんが隣にいる。今とっても毎日が楽しい。幸せだなって、いつも思ってる」

　レイちゃんの手にある線香花火の勢いが徐じよ々じよに弱くなっていく。それは彼女の心境を表すかのようだった。

「ユウくんと、もっと仲良くなりたい。……でも、今が幸せ過ぎて、皆と一いつ緒しよにいるのが泣きたいぐらい楽しくて……私が何かしたら、それ今が終わってしまいそうで怖いの……」

「レイちゃん……」

　寿じゆ命みようを終えた線香花火が黒く沈ちん黙もくし、ぼとりと先せん端たんが地面に落ちた。

「……怖い。怖いよぉ、ユウくん……変わるのが、怖い……っ」




　俯うつむいて震ふるえるレイちゃんを、僕は抱きしめた。

「レイちゃん」

「ユウくん……？」

「……変わらなくていい、なんて言えない。僕は君のおかげで変われたから」

　劣れつ等とう感かんと諦てい観かんに溺おぼれていた昔の僕を変えてくれたのは――救い出してくれたのは彼女だった。

　だから、今度は僕が彼女を引っ張り上げる。

　――かつて彼女が僕にそうしてくれたように！

「――君は、僕にとって何よりも大切な、掛かけ替がえのない女の子なんだ。初めて出会った日から、ずっとずっと……」

「ユ、ウくん……」

「一緒に変わろう、レイちゃん。きっと、その先はもっと楽しくて素す敵てきな日々になる筈はずだから」

　少しだけ、彼女を抱きしめる腕うでに力を籠こめる。

「僕が――僕達がついてる」

　……ここで『僕がついてる』と言い切れないのが、僕の悪いところだよなぁ。

　でも、きっと冬木くんも白瀬さんも僕と同じ気持ちの筈だ。

　いつまでも子供ではいられない。

　なら、一緒に変わろう。もっと良い明日へ。もっと楽しい未来へ。

「……ユウくんの癖くせに生意気」

「いつもレイちゃんにいいようにやられてるからね。たまにはいいでしょ？」

　レイちゃんを挑ちよう発はつするように、僕は意地の悪い笑えみを浮うかべる。

　あまりにも見え透すいた演技だったが、それでも彼女は僕の意を汲むように乗っかってくれた。

「ほんっとうに可愛かわいくないっ！　いつからそんな悪い男の子になっちゃったの！」

「あはは、それだけ元気ならもう大丈夫だね。さっ、花火の続きをやろうか」

　怒ったような喜んでるような、少し複雑な表情をしたレイちゃんと一緒に、残りの線香花火を片付ける。

　月明かりと花火の閃せん光こうに照らされた彼女の横顔は、本当に美しかった。
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「……怖い。怖いよぉ、ユウくん……変わるのが、怖い……っ」

　火の消えた線香花火を持ったまま、私――音虎玲子は顔を伏ふせる。

　これは演技でも何でもない私の偽いつわらざる本心である。

　――私はどうしようもなく〝変わること〟に怯おびえていた。




　そう、今現在ユウくんに冬木くんに由利ちゃんと、非常に高品質なＮＴＲアクターを用意出来ている現状で、ここから更さらに間男候補を増やしてしまったら、進行チャートがガバってしまうのではないかと怖くて怖くて仕方ないのだ。

　確かに、当初の予定よりも間男候補の選別は進んでいない。

　あと不良と変態陰いんキャと筋肉ゴリラとか欲しい。後こう輩はい女子を頼たのめそうなチャラ男さんだって確保出来ていないのだ。

　……だが、冬木くんと由利ちゃんだけでも十分なのではないか？

　無理に手を広げて全てが台無しになってしまうぐらいなら、現状維い持じに徹てつした方が確実なのは間違いない。

　リスクを減らし、ミスをなくし、〝完かん璧ぺき〟を目指すことが間違いである筈がない。

　これはゲームでもなければ遊びでもない。私の人生をチップにした一大事業なのだ。

　遊びでやってんじゃないんだよッ!!　隣にユウくんがいなければ、私はピンク色に光って吠ほえていたことだろう。

　そんなことを私が葛かつ藤とうしていると、ユウくんが不意に私を抱きしめてきた。

「……変わらなくていい、なんて言えない。僕は君のおかげで変われたから」

　ごめん、ユウくん。ちょっと今考え事してるから後にしてくれる？

　だが、私はＴＰＯを弁わきまえることが出来る女。

　空気を読んで神しん妙みような顔でユウくんの話を聞くことにした。お利口さんだね。私は自画自賛した。

「――君は、僕にとって何よりも大切な、掛け替えのない女の子なんだ。初めて出会った日から、ずっとずっと……」

「――――――ッ」

　その言葉は、かつての私の言葉を引用した台詞せりふだった。

　そう。失敗なんて恐おそれず、夢に向かってただひたすらに我が武む者しや羅らだった頃ころの――

「ユ、ウくん……」

　私は震える唇くちびるで、喘あえぐように彼かれの名を呼ぶ。

「一緒に変わろう、レイちゃん。きっと、その先はもっと楽しくて素敵な日々になる筈だから」

　――嗚呼ああ、そうだ。

　未来の可能性を信じているユウくんの言葉に、私は自分の誤りを悟さとった。

　現状維持の完璧に意味などないのだ。

〝完璧〟であれば、それ以上はない。そこに〝創造〟の余地はなく、それは知ち恵えも才能も立ち入る隙すきがないという事だ。ラブコメのヒロインが言う台詞ではない気がしたが、まあ今いま更さらである。

　要するに今の私に必要なのは〝完璧〟などではなかったのだ。

　昨日よりも良い未来ＮＴＲを。

　今よりも素す晴ばらしい可能性間男を。

　現状よりも輝かしい未知脳破壊を！

　これが人の夢！　人の望みッ！　人の業ッッ!!

　私は自分の性せい癖へきを人類全体の問題にすり替えた。

　なんて悪い奴やつなんだ人類。

　やはり私も人類が背負うカルマの哀あわれな犠ぎ牲せい者しやだったのだ。だから私に同情しろ。もっと私を可哀かわい想そうだと思え。弱いものいじめをするな!!

　カスみたいな屁へ理り屈くつとゴミのような自己正当化の狭はざ間まを高速で反復横よこ跳とびしていることをおくびにも出さず、私はユウくんと線香花火を楽しんだ後に、彼に自宅まで送ってもらった。

「え、えっと、その、ユウくん……」

「う、うん」

「その、嬉しかった。私が大切だって言ってくれて。……わ、私もね、ユウくんのことが……」




「レイ～？　帰ったのー？」

「「!?」」

　いい感じのタイミングで母から声がかかったので、これにてユウくんとの夏祭りイベントは終了とすることにした。

　半ば告白めいたシチュエーションを有う耶や無む耶やにする神インターセプトに、私はご満まん悦えつである。ニッチャリ。

「そ、それじゃあ、ユウくんおやすみっ！　遅くまでありがとねっ！」

「え、あ、うん！　お、おやすみっ！」

　私は血液操作で頬ほおを赤らめると、強ごう引いんに会話を打ち切ってユウくんの前から立ち去った。

　ありがとうユウくん。君のおかげで私は原点に立ち返ることが出来たよ。

　ホントはダメだけど！

　ひでえ事だけど……！

　間男をあと五人！　――一〇人ぐらい欲しい!!

　たくさん脳を破壊したいいいい!!




　ふぅ、スッキリした。

　それじゃ、二学期も頑がん張ばっていきますかね。

　私はスッキリしたので二学期も頑張ることにした。夏休みが終わった。
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　さて、夏休みも終わり、二学期が始まりました。

　こんにちは、音ね虎とら玲れい子こです。

　――しかし、実のところ普段の学校生活では、特に語ることはなかったりする。

　というのも、ユウくん達たちも中学校という新しい環かん境きように慣れて、一学期と夏休みを経てクラスメイト達の人間関係も安定してきた。こうなってくると日常生活の中でこれと言ったイベントは起きないのが現実である。

　無論、ユウくん達の好感度調整を怠おこたってはいない。

　ユウくんには、焦じれ焦れなピュアピュアカップル成立寸前の純愛ラブコメ路線で。冬ふゆ木きくんと由ゆ利りちゃんには、性欲を刺し激げきするエロコメ路線みたいなイベントを用意してＮＴＲチャートの精度を高めているし、ちょくちょくオヤツとしてクラスメイトの山やま田だくんと机をくっつけてソシャゲを遊んだり、美味しかったお菓子のお裾すそ分わけをしたりして、オタクに優やさしいギャルみたいなムーブで情じよう緒ちよを破壊したりはしている。

　しかし、この程度のことは私にとって、日常ゆるふわ四コマぐらい平へい凡ぼんな日々の一シーンなので、二学期序じよ盤ばんは本当に何もイベントのない、穏やかな学園生活を私は送っていた。

　さて、そうなると行動リソースを持て余した私としては、やる事は一つである。

　――そう、間男候補の選別である。

　親友枠わくと百合ゆり枠わくは既すでに確保しているので、次に狙うのは……不良枠である。

　しかし、この不良枠。ＮＴＲに詳くわしい有識者の方々ならば無論ご存ぞんじであろうが、管理が凄すさまじく難しい。

　アウトローな属性である以上、ＮＴＲとは全く関係ない所で問題を起こされて、チャートから離り脱だつされるなんてのは、少し頭を働かせれば簡単に予測が付くであろう。

　ただでさえ間男には育成コストが馬鹿みたいにかかるのだ。それを万引きやら暴行やらでいちいち停学だの退学だのになっていては、お話にならない。

　そんなことするぐらいなら、不良仲間を誘さそって私を廃はい墟きよで（自主規制）するとかにしなさい。ビデオカメラとかこっちで用意しておくから。

　かと言って、私が完璧に手た綱づなを握って従順に従うような木偶でくにしてしまっては、そもそも不良属性の間男である意味がない。この辺りのさじ加減は本当に難しい。

　前世でヤンキーカップルを寝ね取とった時にも、シチュエーションの調整には大変苦労したものだ。今となっては良い思い出だが。

　そういった諸もろ々もろを考こう慮りよしていくと、ぶっつけ本番で不良枠の間男の作成にチャレンジするのは、少しばかり無む謀ぼうというものだろう。

　まあ多少ガバっても、その後全部ノーミスなら問題ないので続行すれば良いのだが、急ガバ回れという言葉もある。ここは慎しん重ちように行くことにしよう。

　という訳で、私はまず練習として、何人かプロトタイプ不良間男を先行試作してみることにした。




「君、いつもここにいるよね？」

「――あぁん？」

　時には、治安悪目なゲームセンターで暇ひまそうにしてるヤンチャくんに絡からんでみたり。




「あ、あのっ、ありがとうございました……」

「……ケッ、別にムカついたから殴なぐっただけだ。てめえの為ためじゃねえよ」

　時には、ガラの悪い男達がたむろしている裏通りで、いい感じにチャラ男さんに絡まれながらターゲットの元まで逃にげてみたり。




「お、お願いです。わ、私の学生証、返してくださいっ」

「ククク、まあそう怖がるなよ？　ちょ～っと、付き合ってくれりゃあイイからさ？」

　時には、学生証（ハンドメイド偽ぎ造ぞう品ひん）を奪われて押し付けて、怯えながら要求に従ってみたり。




　まあ、そんな感じで何体か試作してみることで、不良間男の錬れん成せいに関するノウハウの蓄ちく積せきには成功した。

　ちなみに、作成したプロトタイプ達は元々チャートに組くみ込む予定はなかったので、適当なところで放流して切って捨てました。

　要するに彼らは捨て駒ごまの実験動物だったのである。

　大半はほろ苦い青春の一ページとして受け入れて、ほぼ円満にさよならすることが出来たのだが、中には暴力やら脅おどしやらをチラつかせて、肉体関係を迫せまってくるような奴も勿もち論ろんいた。

　イイネイイネ～～！　やっぱり不良枠ってェ～のはこうでなきゃさァ～～ッ！

　個人的にはお行儀よく私とお別れしてくれたマイルドヤンキー達よりも好印象である。

　――だが、残念ながらＮＴＲ本編を始めるのは高校生になってからと決めている。

　脅されて怯えながら制服脱ぬぐぐらいなら許容出来るし、テストケースとして実際にやってみたりもしたが、本番行こう為いはＮＧである。

「――はっ？」

　私の下着に手をかけようとしたプロトタイプの後頭部を掴つかみ、廃墟の壁かべに叩たたきつける。

　男は一いつ瞬しゆんで気絶して地面に崩くずれ落ちた。完璧な寝取られ女は状じよう況きようをコントロール出来るだけの暴力を持っているものなのだ。被ひ造ぞう物ぶつ如ごときが造物主に勝てる訳ないだろ！

　後は男が気絶から目を覚ました時に見える位置に、色々と男にとってヤバイ情報の書き置きを残しておいて『命が惜しかったら全て忘れろ』というような内容をマイルドに伝えておく。

　まあ従わないかもしれないが、その時は更にキツめに調教してやれば良いだろう。多少手間だが、ガバという程ではない。

　去勢しやすい素材をプロトタイプに選んでるしね。完璧な寝取られ女はアフターケアにも抜かりはないのだ。

　こんな感じでヤンチャなプロトタイプ達の処分も完かん了りよう。

　乱暴に扱われるのは、冬木くんや由利ちゃんでは味わえない体験だったので、ちょっと気持ちよかったが、彼らはあくまで先行試作型。本命までの〝おやつ〟なので、満腹になるまで食う訳にはいかないのだ。
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　悲しいなあ。私はしゅんとした。

　そんなこんなでゆるふわキュートな日常を楽しんでいた私だったが、いよいよ学園生活の方でも定番のイベントが近づいてきた。

　そう文化祭である。
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「――文化祭？」

「そう！　もうすぐ学校でやるんだぁ。楽しみだなー」

　そう言ってガキみたいにはしゃぐ従姉いとこを、俺おれ――山さん茶ざ花か千ち尋ひろはスマホの画面越ごしに見ていた。

「たまにはチーちゃんの顔が見たい」なんて事を言うレイの要望で、俺はこうして滅めつ多たに使わないビデオ通話機能で、月に数回はレイと顔を合わせている。

　まあ、正直こちらとしては、内心憎にくからず思っている少女と顔を見て話せるのは、かなり嬉うれしいのだが……相変わらずこの女は無防備過ぎる。

「それでね、本当は喫きつ茶さ店てんとかやってみたかったんだけど、飲食系は一年生はやっちゃ駄だ目めって決まりになってて――」

　風ふ呂ろ上がりなのか、薄うす手でのシャツに足がかなり露ろ出しゆつしているショートパンツ姿のレイは、童どう貞ていには本当に目の毒である。

　いくら俺が従弟とは言え、一つしか歳としが違ちがわない男に何故なぜこうまで無防備なのか？

　まさか学校でも男に対してこんな有様なのではないかと、絶賛遠えん距きよ離り片思い中のこちらとしては気が気でない。

　その内、本当に悪い男に食い物にされるぞ。




『チーちゃん、紹しよう介かいするねっ！　この人が私の恋こい人びとのマーくんです！』

『ちぃーっす。レイのカレシでぇーす』




　――チャラチャラした如い何かにもろくでなしと言った風ふう体ていの男に、レイが丸まるめ込まれている姿を想像してしまい、「オアアァァ」と名状し難がたい声が漏もれそうになる。

「――もうっ、ちゃんと聞いてる？　チーちゃん？」

「え、ああ、聞いてる聞いてる」

　心ここにあらずといった様子の俺に、レイがスマホ越しに怒ったような顔を寄せてくる。

　少しゆったりとしたシャツの首元から、色々と見えている様に視線が吸い寄せられてしまうが、スマホのカメラ越しなら目線を悟られないので、俺は迷わずガン見する。

『情けない奴』と俺を笑うのは、美人の従姉に下心を持ったことがない奴しか許さんぞ。

　身内にこんなエロ漫まん画がみたいな女がいて、情緒を破壊されている俺の身にもなってみろ。

　……正直、役得と思わないこともないが、このままじゃ俺は清せい楚そ系お姉さんでしか興奮出来ない身体にされそうで、内心恐きよう怖ふに震えているからな。

「はぁ……チーちゃんのお家が近ければ、一緒に文化祭デートしたかったんだけどなぁ」

　ア――ッ!!　もう、お前！　本当にそういう所だぞ！　お前っ!!

　からかわれているという事が分かっていても、その言葉にドキッとしてしまう。

　俺の性癖に小こ悪あく魔ま系お姉さんまで追加して、人の性癖を玩具おもちやとでも思っているのかこの女は。

　心の内でゴロゴロと一八回転ぐらいした後、それを一いつ切さい表情に出さずに俺は呆あきれたような顔を作る。

「わざわざレイのお守りをしに新幹線乗るとか、何の罰ばつゲームだっての」

「ひ、ひどいっ！　チーちゃん、私お姉さんだからっ！　年上だからっ！」

　そんなレイとのじゃれ合いを心から楽しんでいた俺だったが、楽しい時間というのは本当にあっという間だ。レイとビデオ通話をする度に痛いほど実感する。

「あっ、もうこんな時間だ。それじゃあ、そろそろ寝ねるね」

「お前、本当に寝るの早いよな。まだ九時だぞ？」

「睡すい眠みん不足はお肌はだの大敵ですから。これでも乙おと女めですもの」

「あっそ。んじゃ、また今度な」

　オホホと笑うレイに、俺は苦く笑しようしながらスマホの通話を切ろうとする。

「……チーちゃんがご近所さんだったら、良かったのにな」

「――――――ッ」

　ぽつり、と寂しげな声がスピーカー越しに届く。

　そんな事、俺が一番思っている。

　もっとレイの近くにいられたなら――いや、仮に離はなれていても、気軽にレイに会いに行けるような力があったなら、どれ程ほど良かったか。

　新幹線のチケットすら自腹で買うことも出来ない子供の自分が、心底恨うらめしかった。

　早く大人になりたい。

　レイに子供ではなく、〝男〟として見てもらえる存在になりたい。

　歯を食いしばるような俺の表情を見て、レイが何を思ったのかは知らないが、彼かの女じよは作り笑いのような明るい表情を浮かべた。

「……なーんてね。ごめんね、チーちゃん。変なこと言って。かわいい従弟を困らせてたら、お姉さん失格だもんね」

「……ッ！　お、俺はっ！」

　――せめて、意地だけは張りたい。少しでも早く彼女に追いつけるように。

「俺はレイのこと〝お姉さん〟だなんて思ったこと一度もないからなっ！」

「うええっ!?　な、なんで突とつ然ぜんディスって来たの!?」

「毎回毎回、人のこと子供扱あつかいしやがって！　……身長だって何だって、すぐにレイを追い抜いてやるからな！　覚かく悟ごして待ってろよっ！」

「チ、チーちゃん？」

　困こん惑わくするレイを尻しり目めに、俺は一方的に通話を切った。

「……あ～～、クソッ。顔があっちぃ……こんなんじゃ寝れねえよ……」

　火ほ照てる顔を隠かくすように、俺は枕まくらに顔を沈しずめた。

　明日も早いのに、寝ね付つけるか心配だ……




　その日、俺はカマキリの雌めすに捕ほ食しよくされるという訳の分からない悪夢を見た。

　何故かＢＧＭがレイの笑い声だったような気がするが、大半の夢がそうであるように、目覚めて数分後には悪夢の詳しよう細さいは思い出せなくなっていた。
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「――という訳で、来る文化祭での我ら１－Ｂの出し物は、お化け屋や敷しきになりました！」

　クラス委員の言葉に、教室がワッと活気づく中で俺――来くる島しま冬木は後ろの席の結ゆう城きに声をかける。

「文化祭でお化け屋敷とは、ベッタベタだなあ」

「それって、つまりは花形って事でしょ？　楽しそうだし、いいんじゃないかな」

「まあな。そういや、文芸部は文化祭で何かやったりしねえの？」

「えーっと……顧こ問もんの先生が相当な面めん倒どうくさがり屋や――まあ、放任主義の権ごん化げみたいな人でね。毎月、活動成果として提出している詩とか小説を部室に並べるだけみたい」

　苦笑いしている結城の背後から、レイが白しら瀬せを連れて俺おれ達たちの会話に交ざってくる。

「まあ、その分クラスの出し物に集中出来ていいじゃない。冬木くんこそ、サッカー部は何かやらないの？」

「あー、ウチは何もなし。というか、運動系で出し物するのってダンス部ぐらいじゃねえかな」

「それじゃ、冬木くんもクラスの方に専念出来るんだ。頼りにしてるよ体育会系～？」

　レイが冗じよう談だん半分に、俺の肩かたを揉もんで労ねぎらってくる。

　ふわりと漂ただよう甘あまい香りにドギマギする内心を隠しつつ、「はいはい」と適当にあしらっていると、結城がムッとした顔でレイを見つめる。

「レイちゃん？　僕ぼくも一応、昔よりは頼り甲が斐いがあるつもりなんだけど……」

「あはは、もちろんユウくんも頼りにしてるよ？　由利ちゃんと一緒に応おう援えんしてるから」

「いや、お前も手伝えよ」

　そんなこんなで、俺達の文化祭に向けた準備が始まるのだった。




「それじゃ、来島達は買い出し頼むな。これリスト」

「りょーかい」

　放課後、クラス委員に資材の調達を頼まれた買い出し班――まあ、結城とレイと白瀬を含ふくめたいつもの四人組は、学校近くのショッピングモールを訪おとずれていた。

「あんまりのんびりしてたら、皆みんなに悪いからね。二手に分かれてサクッと終わらせようか？」

　レイの言葉に頷うなずくと、俺はフロアマップ片手に結城に近づく。

「まあ、そうだな。それじゃあ俺と結城に、レイと白瀬で――」

「男の子同士で固まってどうするのよ。結構な荷物になると思うし、普ふ通つうに男女ペアで分かれよ？　はい、クジ引き作っておいたから一本ずつ引いてね」

「……お前、これ前もって準備してただろ？」

「折せつ角かくだから準備も楽しんでやらないとね♪　クジの先に印が書いてあるから、同じ印の人とペアね？」

　普ふ段だんは割と落ち着いているし、優等生然としているレイだが、俺や結城達の前では本当にガキっぽくなる。それだけ心を開いてくれているという事実に胸が温かくなるのを感じながら、彼女の手からクジを引いた。




「それじゃ、僕と白瀬さんは西館の方から回っていくから、冬木くんとレイちゃんは東館方面をよろしくね？」

「おう、買い物が終わったら入口広場で合流な」

「由利ちゃん、また後でねー」

　クジ引きの結果、俺とレイ、結城と白瀬がペアとなった。

　無む作さく為いに組み合わされた結果ではあったが、思いがけずレイと二人きりになれる事実に、ほんの少しだけ結城に対して後ろ暗い優ゆう越えつ感かんが鎌かま首くびをもたげるが、それを自己嫌けん悪おと共に振ふり払はらう。

「――それじゃ、俺達も行くか？」

「うん。あっ、私にも買い出しリスト見せてくれる？」

　結城達がショッピングモールの西館に向かうのを見送ると、俺達も反対方向へと向かって歩き出す。

「えーっと、ユウくん達はホームセンター側だから……まずは百均かな。行こっか、冬木くん」

「――ッ!?」

　買い出しリストを眺ながめていたレイが、俺を先導するように自分の腕と俺の腕を絡めてきた。肘ひじのあたりに感じる柔やわらかい肉感に、俺は思わず奥おく歯ばを噛かみしめる。

　……相変わらず距きよ離り感がバグっている女だ。

　嬉しいか嬉しくないかで言えば語るまでもないのだが、それでも気き恥はずかしさが勝る。

　俺は乱暴にならないように、彼女の腕を振り払う。

「……か、買い出し来てるのに、いきなり腕を塞ふさぐ奴があるか」

「え？　別に今は手ぶらだし……あっ、もしかして照れてる？」

　ニヤニヤと意地の悪い笑みを浮かべるレイに、若じやつ干かんイラッと来た俺は反はん撃げきをすることにした。

「そーいうお前は恥はずかしくねえのかよ？　プールで胸見られた相手に、胸押し付けるみたいな真ま似ねしてよ」

「………………」

　見る見るうちに、レイの顔がリンゴみたいに真っ赤になっていく。

　若干俺も自じ爆ばくしているが、死なば諸もろ共ともである。たまにはそのバグった距離感を反省しろ。

「お、押し付けてないしっ！　ふ、冬木くん、本当にデリカシーないよそういうのっ!?」

「そいつは失敬、こちとら粗そ野やな体育会系なもんでね。ところで、また胸デカくなってないか？　白瀬に追いつくのも遠くなさそうだな」

「サイッッテー！　冬木くんっ！　わ、私は別に気にしないけど、女の子にそんな事言ってたら、好きな子に嫌われちゃうんだからねっ!!」

　そう言い切ると、レイは肩を怒いからせてズンズンと先に行ってしまった。

　もっとも、それでも俺を一人にせずに、ある程度進んだら振り返ってこちらを確認する彼女の人の良さに、俺は苦笑を浮かべてしまう。

「……〝私は気にしない〟ねぇ……」

　先さき程ほどの彼女の言葉を反はん芻すうするように呟つぶやく。

「……知らねえよ。レイ以外の女になんて思われようが、な」

　一つ深い溜ため息いきを吐ついた後に、俺は彼女の機き嫌げんを直す方法を考えつつ、愛いとしい人の背に向けて足を速めるのだった。




「ぜぇ……はぁ……し、しんど……」

「レ、レイちゃ……大だい丈じよう夫ぶ……？」

「ゆ、由利ちゃんこそ……あー、布ならそこまで重くないでしょって甘く見てたよぉ……」

　ショッピングモールでの買い出しから帰き還かん後、教室の隅すみでくたばっているレイと白瀬に、俺は苦笑しながら下した敷じきを団扇うちわにして扇あおいでやる。

「あぁ～～きもち～～……」

「レ、レイちゃん……もうちょっと声抑おさえて……」

「おっと、んんっ……ありがと、冬木くん。もう一〇月なのに、まだまだ暑いね～」

「……だな。ま、無理すんな」

　無防備にシャツの胸むな元もとをパタパタさせているレイから目を逸そらしていると、自じ販はん機きから四人分のドリンクを買ってきた結城が戻もどってきた（買い出し班への報ほう酬しゆうらしい）。

「はい、レイちゃん。白瀬さんと冬木くんも」

「おっ、サンキュー」

「ありがとう、立たち花ばなくん」

「ありがとー、ユウくん。……ふぅ、やっと落ち着いたかも」

　無糖の紅茶を一口含み、レイの顔色がようやくマシになる。俺も炭酸飲料のペットボトルを傾かたむけながら、何気なく買い出しリストを眺めた。

　布。ペンキ。木材。ダンボール。その他色々……

　……うん、四人で買いに行く量じゃないな。いや、一応俺達以外にも別動の買い出し班はいるんだが、分担してもこれか。

　そういう見通しの甘さを含めての文化祭か、なんて大人ぶった考え方をしてみたりする。

「白瀬の言う通り、台車借りといて正解だったな。ってか、レイも白瀬も荷物持ちは俺と結城に任せりゃ良かったのに」

「つまらないこと言わないの。一いつ緒しよに苦労するのも文化祭の醍だい醐ご味みでしょう？」

「そんなもんかねぇ」

　グッと紅茶を飲み干すと、汗あせの引いたレイが元気よく立ち上がった。

「――よしっ、復活！　みんなー、何か手伝うことあるー？」

「おっ、それじゃあ音虎さんは、向こうで山田と一緒にダンボールバラして一枚板にしといてー」

「りょーかーい。山田くーんっ」

　平時よりも二割増しぐらいでテンション高いレイが、クラスメイトの山田に引っ付いているのを苦笑しながら見守る。

　あれでレイは結構イベント好きだ。企き画かくするのも参加するのも大好きなので、俺と結城も小学生の頃から色々と連れ回されたものである。

　……思えば、あの頃から何をするにしても三人一緒だったなあ。

　レイだって、結城と二人きりでいたい時もあっただろうに。彼女は頑かたくなに三人でいることに拘こだわっていた気がする。今なら白瀬も入れて四人か。

　それはまるで、自分の恋こい心ごころよりも友情を大切にしているようで。

　そんなレイの姿を見る度に俺は……結城達との友情よりも、レイへの恋心を優先しようとしてしまう己の醜みにくさを否いや応おうなく自覚してしまう。

　それでも、俺はレイのことが諦あきらめきれない。

　……いざとなれば、結城から奪ってでも――

「冬木くん？」

「――ん、ああ、わり。ちょっとボーッとしてた。何の話だっけ？」

　……俺は今、何を考えていた？

　黒い思考が脳を満たしそうになったところで、結城からの声に俺は我に返った。

「僕ぼく達たちもそろそろ何か手伝いに行こうかって、白瀬さんと話してたところ。冬木くんも行こうよ」

「おう、りょーかい。白瀬も大丈夫なのか？」

「うん。水分取ったら大分楽になったから、心配しないで」

「うっし。いいんちょー、何か仕事回してくれー」

　……結城は、友達だ。気の合う親友だ。

　でも、それは間にレイがいるからじゃないのか？

　彼女がいるから、俺は結城と友達を続けているんじゃないのか？

　レイを手に入れたいという下心から――

　……違う。違うと、信じたい。

　そして、俺は今日も醜く汚よごれた腹の中を隠して笑う。

　――どうか、レイや結城に己の穢けがらわしい本ほん性しようが悟られないようにと願いながら。
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　――とか思ってんだろうなー。

　山田くんと肩が触ふれ合う距離でダンボールをぶった切りながら、私――音虎玲子は友情と恋心の狭間で苦く悶もんする冬木くんを愛めでていた。

　寝取られ女特有の洞どう察さつ能力により、私は直接手を出さずとも、間男達の負の感情を美お味いしくいただけるのだ。あ～～うめぇうめぇ。

「音虎さん、どうかしたの？」

　確かに私はどうかしているが、流石さすがに失礼だぞ山田くん。

　ニッチャリしそうな表情筋を抑えて顔芸をやっていた私に、山田くんが怪け訝げんそうな顔をしている。

　いかんいかん、ここ最近は何もかもが順調に進んでいるせいで自制が甘くなっているな。

　私の寝取られはまだ三年以上先の話なのだ。こんなところで本性バレをしていてはＮＴＲチャート走者の名折れである。

「……ん？　私、何か変だった？」

　とりあえず顔の良さでゴリ押しして誤ご魔ま化かそう。私はキョトンとした顔で小首を傾かしげて山田くんを見つめる。

「あー……い、いや。俺の気の所せ為いだったみたい。気にしないで」

「え～、なにそれ気になるよー。絶対何かあったでしょー」

「ね、音虎さんっ。俺、カッター持ってるからあんまりくっつかないで……！」

　クラスの気になるあの子に密着されて、山田くんはあっさりと疑心を流してくれた。ちょろいぜ。

　やはり素のスペックが高いなら、下手に策を弄ろうするよりも力技でゴリ押しする方が色々と上う手まくいくものである。無む闇やみに知略キャラを気取って完かん璧ぺきなプランを練ろうとする奴ほど、どっかで破は綻たんして足をすくわれるのだ。漫画とかでそんな展開は、飽あきるほど擦こすられているだろう？

　私はそんな獲え物ものの前で舌なめずりをするような三流とは違う。勝てる試合は逃のがさずに拾っていく。震ふるえて眠ねむれ……！

　さて、文化祭の準備も結構だが、当日の予定や仕し込こみも色々と考えておかないとな。やることは山積みである。

　私は教室の端はしで仲良くペイントブラシを振るっているユウくんと冬木くんを見つめて、極ごく上じようの獲物を前にベロリと舌なめずりをした。
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「――よっと。いいんちょー、これでベニヤ全部かー？」

「サンキュー来島。まだ設置準備している最中だから、とりあえず隅に置いといてくれ～」

「あいよー」

　お化け屋敷の通路に使用するベニヤ板を教室の隅まで持っていくと、俺――来島冬木は僅わずかに汗ばんだ額を手で拭ぬぐった。

　暦こよみは既に一〇月だが、大物を運うん搬ぱんしているとやはり暑い。手で団扇を作って扇いでいると、ダンボール箱を抱かかえた結城がこちらへやってきた。

「冬木くん、この工具って何ど処こから持ってきたやつか知ってる？」

「ん？　……わり、見覚えないな。委員長に聞いて――」

「ばぁ～～」

「「うわあぁぁっ!?」」

　にゅっ、とダンボール箱で死角になっていた方向から、白しろ装しよう束ぞくと三さん角かく巾きんというベタベタな格好の女――幽ゆう霊れいに扮ふんしたレイが、俺達の間に挟はさまってきた。

「びっくりした？」

「レ、レイちゃん……荷物持ってる人を脅かさないでよ」

「うーわ、髪かみ長いから似合ってんなーお前」

　ディスカウントショップで買ったみたいな安っぽい白装束（実際安い。千円也なり）だが、レイの顔がなまじ整っているせいで結構迫はく力りよくがある。もっとも、言われた本人は少し不服そうであった。

「むぅ、幽霊姿が似合ってるってちょっと複雑。あ、ユウくん。その箱は理科室から持ってきたやつだよ」

「あっ、そうなんだ。ありがとうレイちゃん、ちょっと届けてくるね」

「気をつけてね～」

　ダンボール箱を抱えた結城が去っていくのを見送ると、レイはくるりと俺の方へ振り返る。

「冬木くんもお疲つかれ様さま。でも、ちょっと働きすぎだから『少し休め』って委員長が言ってたよ」

「ん、そうかぁ？　部活に比べれば体力あり余ってるぐらいなんだが……まあ、お言葉に甘えて、ちょっと一息入れるか」

　そう言って軽く伸のびをする俺に、レイが芝しば居いがかった仕草で挙手をする。

「はいはーいっ、そんな冬木くんに朗報。今、家庭科室で飲食系のお店出す人達が試作品配ってるんだって。ちょっと覗のぞいてみようよ」

「ああ、どうりで廊ろう下かになんか甘い匂においすると思った。……というか、お前はサボってていいのかよ」

「サボりじゃありません。私だってちゃんと働いてるし、ついでにこの格好でウロついて宣伝してこいって指令をいただきました」

　レイはそう言うと、俺の背中をグイグイと押してくる。

　俺はその様子に苦笑しつつ、背を押す細い腕うでにされるがままに家庭科室へ歩みを進める。

「そういえば白瀬は？　こういうのに行く時はいつも声かけてるじゃん」

「あー……ほら、由利ちゃんも幽霊役でしょ？　一緒に白装束これで校内練り歩いて宣伝しようって誘ったんだけど……コスプレ徘はい徊かいは恥ずかしくて無理って言われちゃって……」

「あ～、確かに白瀬のキャラじゃねえわな」

「まあね。由利ちゃん美人なんだから、もっと自信持てばいいのに。ユウくんも忙いそがしそうだったし、二人には悪いけど私達だけでおやつタイムということで」

　――そうだ。

　今、俺とレイは二人きりだ。

　そう考えた瞬しゆん間かん、結城に対して罪悪感を覚えつつも、俺はレイに対して一歩踏ふみ出す言葉を投げかけていた。

「……その、レイ」

「ん？　なぁに、冬木くん」

「……ぶ、文化祭。二人で回らないか？」

　俺の言葉に、レイはきょとんとした表情を浮うかべる。

「ほ、ほら！　白瀬と結城って、俺達と当番の時間が分かれちゃっただろ？　いつもの四人で集まれない時間帯は、二人で見て回るのも悪くないかな～ってさ！」

　……情けない俺は、咄とつ嗟さにいくつも予防線を張ってしまう。

　ここで素す直なおに『レイと一緒にいたい』と言える性格だったなら、どれほど良かったか。

「……そ、それとも、もう他の奴やつと予定とか、あったり……？」

「えっと……私、特に言ってなかったけど、普通に冬木くんと見て回るつもりだったんだけど……」

「――へぁ？」

　そんな彼女の言葉に、俺の口から間ま抜ぬけなうめき声が漏れる。

　レイはレイで、俺の言葉に動どう揺ようしたように、自分の長い黒くろ髪かみを手先で弄いじり始めた。

「あー……そ、そっか。ごめんね、冬木くん……私、冬木くんは親友だし、何も言わなくても一緒に遊んでくれると思いこんでて……そ、そっかぁ。冬木くんの中で私の立ち位置って、そんな感じかぁ……」

　レイは思ったより俺と仲良くなかったと誤解しているのか、幸さち薄うすげに自じ虐ぎやくっぽく笑う。

　そんな彼女に対して、俺は慌あわててフォローをしようとする。

「い、いや！　違っ……そ、そういう意味じゃ――」

「……なーんてね。ちょっと意地悪だったかな？」

「はぁ!?　お、お前なぁ……」

　ケロッと表情を変えて笑うレイに、俺は安あん堵どするやら腹が立つやらで顔が赤くなる。

　前々から、手のひらで人を転がすのが上手い女だとは思っていたが、流石に少し意地が悪いぞ。そんな抗こう議ぎを視線に籠こめるが、彼女はコロコロと笑うばかりだった。

「ごめんごめん。でも、冬木くんと一緒に見て回るつもりだったのは本当だよ？　……それに、ちょっぴりショックだったのも嘘うそじゃないし」

「いや、それは……」

「ああ、ごめん。これも意地悪な言い方だったね。……駄目だなあ、私。冬木くんが優やさしいからって、甘えてばっかり。何も言わなくても、いつも一緒にいてくれると思ってるなんて……」

　そう言って、少し寂さびしそうに微笑ほほえむレイに、俺は胸が締しめ付けられるような心ここ地ちになる。

　……違うんだ。

　いつも一緒に――隣となりにいて欲ほしいと願っているのは彼女じゃない。俺の方なんだ。

　そう言葉にしたい。態度で示したい。

　衝しよう動どうのままに、彼女の細い身体を抱だきしめようと、俺は腕を伸ばしてしまう。

　しかし、その手が彼女に触れる前に、まるで本当の幽霊のように彼女の身体がするりと俺の側から離れていく。

「あ～～駄だ目め駄だ目めっ。もうすぐ楽しい文化祭なのに辛しん気き臭くさい顔してたら！　甘いもの食べて気合入れなきゃっ」

　――気がつけば、いつの間にか俺達は家庭科室に辿たどり着いていたようだった。

　レイは軽かろやかな足取りで、試食を配っている生徒に近づくと、菓か子しの入った紙コップを二つ受け取って、俺の隣へと戻ってきた。

「はい、冬木くんの分。熱いかもだから、気をつけてね？」

　受け取った紙コップには、ピンポン玉程度の大きさの粉もの――ベビーカステラが入っていた。

　俺はぼんやりと爪つま楊よう枝じに刺ささったベビーカステラを口に入れる。

　チープな甘みが、苦々しい心の内を誤魔化してくれるように感じた俺は、思わず苦笑いを浮かべる。

「う～～ん、おいしいっ」

　隣でレイのそんな声が聞こえる。

「美味しいね、冬木くんっ」

「……ははっ、そうだな」

　レイが朗ほがらかに笑いながら、俺の顔を見つめる。

　――大丈夫だろうか。俺は、上手く笑えているだろうか？

　先程のレイの寂しげな笑え顔がおが脳のう裏りを過る。彼女に要いらぬ心配をかけたくはない。

　俺はレイの親友で、彼女が甘えられる存在で……

　今は、それでいい。彼女が居い心ごこ地ちの良い関係を保つ為ために……

　そんな俺の思いを知ってか知らずか、レイは一層笑えみを深くする。

「うんうん、本当にとっても……

　と　っ　て　も　美お　味い　し　い　よ　。冬　木　く　ん　」

　俺の顔をジッと見つめて、レイがベビーカステラの感想を言う。

　そんなに喜んでくれるのなら、作った奴も本ほん望もうだろうよ。

「そんなに美う味まかったなら、作った奴に言ってやれよ。きっと喜ぶぜ」

「うん、そうだね。ちゃーんと御馳走してくれた人冬木くんにお礼を言わないとね？」

「……？　ああ、そうだな」

　彼女の言葉に、俺はほんの少しだけ違い和わ感かんを覚えたが、目の前でコロコロと可愛かわいらしく笑うレイの様子に、些さ細さいな引っ掛かかりはすぐに霧む散さんしていった。

　ベビーカステラを平らげた俺とレイは、試食を配っていた生徒にお礼と味の感想を告げると、再び文化祭に向けて作業を進めるのだった。
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　――文化祭当日。

　１－Ｂ『お化け屋敷』にて。

「――アアアアァァァァ」

「「ぎゃああああっ!?」」

　井戸から奇き声せいとともに湧わき出してきた長い黒髪の女に、カップルらしき男女が悲鳴を上げて逃にげていく。

　その様子を眺めながら、女幽霊に扮していた私――音虎玲子は薄くほくそ笑んだ。

「ふむ、前世で遊園地デートをしているカップルを寝ね取とる為に経験した、お化け屋敷のバイト歴がこんな所で活いきるとは」

『人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬うまね』と、前世でのゴミのような経歴を感かん慨がい深ぶかげに思い返していると、背後から交代の女幽霊役である由利ちゃんが話しかけてきた。

「レイちゃん、お疲れ様。交代の時間だよ」

「うん、ありがとう由利ちゃん。後はお願いね？」

　私は持ち場を由利ちゃんに任せると、スタッフ用のバックヤードに引っ込こむ。

　白装束姿から、プリーツスカートにクラスＴシャツという文化祭スタイルに着き替かえると、廊下でソワソワと落ち着きない様子で待ちぼうけをしていた冬木くんに声をかけた。

「冬木くん、お待たせっ」

「お、おう。俺おれも裏方終わったところだから、大して待っちゃいないけどな」

　女子と二人で文化祭――それも相手が想おもい人という、思春期の男子には些いささか刺し激げきが強い状じよう況きように、冬木くんは舞まい上がりそうになる内心を抑えつけて、平静を装よそおっているようだった。うめぇ。

　私はそんな彼かれの手を握にぎると、先導するように活気に湧く廊下を歩き出す。

「いっぱい回ろうね、冬木くん！」

「あ、ああ」

　スベスベと心地よい感かん触しよくの手に握られ、花が咲さくような笑顔を無防備に向けられて、気の利きいた返しが出来るほど冬木くんは大人ではなかったようだ。

　ついつい、ぶっきらぼうな返事をしてしまった自身を悔くやんでいるようであったが、私は気にせずニコニコと彼に微笑みかける。その笑顔が一層冬木くんの鼓こ動どうを高鳴らせた。その様子は初デートに浮かれる初うい々ういしい男子そのものであった。

　もっとも、残念ながら隣にいる女が初々しさとは無む縁えんの、人間性がサービス終しゆう了りようして久しいゴミゴミの実を食った全身ゴミ人間（幻げん獣じゆう種モデル〝カス〟）であるのが唯ゆい一いつにして最大の問題点ではあったが、それをこの場で彼に教えるのはあまりにも残ざん酷こくというものだろう。何事も知らない方が幸せなこともあるという良い例である。
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「あっ、試食で味見したベビーカステラ！　美味しかったし買っておこうか！」




「冬木くんのたこ焼き美味しそうだね。一個ちょーだい。……あ、ごめん。両手塞がってるから食べさせてくれる？」




「天気良いから、歩いてると結構あっついねー。はい、さっきたこ焼き貰もらったから、私のドリンクお裾すそ分わけ（飲みかけ）」




　今どき、漫画でも見ないようなコテコテなラブコメムーブを浴びせられた結果、俺――来島冬木は身体からだ中じゆうの穴という穴から砂糖が出そうになっていた。ついでに不整脈を起こしそうになっていた。

「うーん、食べ過ぎかなー」

　ひっそりと体力ゲージが赤くなっているこちらの気も知らずに、レイは満足そうにお腹なかを擦っている。

「食道楽もいいが、他にも色々出し物はあるんだし、少しは覗いてみようぜ？」

「そうだねー。この辺りで何か面おも白しろいのあるかな？」

「あー……それじゃ、アレとかどうだ？」

　レイの言葉に、俺は事前に調べていた出し物の中から、デートプランの候補に入れていた一角へレイを誘ゆう導どうする。

「へー、コスプレ写真を撮とってくれるんだ」

「演劇部と写真部の合同コーナーだな。背景とかも色々用意してるらしいぜ」

「面白そう！　行こっ、冬木くん！」

　予想通り食いついてくれたレイに、俺は内心でガッツポーズをしつつ、写真撮さつ影えいコーナーへと足を踏み入れる。

「お好きな背景と衣い装しようを選んで下さーい」

　受付に案内されて、俺とレイは貸かし衣い装しようが並ぶコーナーを眺める。

　演劇部が使用している衣装を貸し出しているおかげか、衣装の質は案外悪くない。

「あっ、これ面白そう」

　レイが選んだのは、黒いマントと簡易的なドレスのセットだった。説明書きを見てみると、吸きゆう血けつ鬼きをモチーフにした衣装らしい。

「ふーん。いいんじゃねーの？」

「でしょ？　それじゃ、冬木くんはこれねー」

　当然のように黒いタキシードとマントがセットになった男吸血鬼セットを渡わたしてくるレイに、俺は何とも言えない表情を浮かべる。

「……俺の選せん択たく権けんは？」

「せっかくツーショットで撮るんだから、コンセプト合わせなくてどうするのよ。さあさあ、着替えて着替えて」

「わーったよ。押おすな押すな」

　その後、室内に設置された着き替がえスペースで衣装を身に着けた俺とレイは、古城がモチーフになった背景を背にして写真を撮影する。

「……ってか、ドレスとタキシードって……」

「ん？　どうしたの、冬木くん？」

『結けつ婚こん式しきみたいだな』等とは当然口に出せず、俺は口を噤つぐむ。すると、レイが名案を思いついたようにポンと手を叩たたいた。

「どうせなら何か吸血鬼ぽい感じで撮りたいなー」

「吸血鬼っぽくねぇ。何か使えそうな小道具あったかな……」

　大したアイデアも出てこない俺に向かって、レイは少し頭を傾けると、その白い首筋を俺に晒さらしてきた。

「レイ？　何を……」

「冬木くん。ここ、ガブーッって感じで噛んでみて？」

「……はぁっ!?」

　首元のゆったりとしたドレス姿で露あらわになっている首筋を指差して、そんなことを言い出したレイに、俺は思わず間抜けな声を上げてしまう。

「なによその反応……ま、まさかばっちぃとか思ってる？　きょ、今日はそんな汗かいてないから汚きたなくないってば！」

「お、お前って奴は本当に……！」

　見けん当とう違ちがいなことを言っているレイに対して、俺は頭痛を堪こらえるように額を押さえる。

　仄ほのかに甘い香りのするレイの白い首筋……そこに唇くちびるを這はわせたいという欲望を必死に抑え込むと、俺は全力で理性をフル稼か働どうさせてレイの思いつきを却きやつ下かするのだった。
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　というか血液操作って何？

　私こと音虎玲子は今いま更さらながらに、自分が持ってるよく分からん能力について疑問を覚えた。本当に今更である。

　なんか気がついたら感覚的に使えていたので、ラッキースケベ等のラブコメイベントで、顔面の血流を操作して赤面演技をしたりするのに使っていたが、なんなのこの能力？

　筋肉に血流を集中させれば、身体能力を強化したりも出来る。試ためしてみたが、リンゴぐらいなら苦もなく片手で握りつぶせる程度にはゴリラになることが出来た。まあ、イメージとしては概おおむねバトルものにありがちな時間制限付きのバフみたいなもんである。

　以前に不良枠わく間男の試作品――お行ぎよう儀ぎの悪いプロトタイプ達たちをねじ伏ふせた時も、この能力を活用してたりする。

　もしかして、これが私の転生チートだったりするの？　要らねぇ～～。

　バトル漫まん画がの世界に転生したならともかく、私がやりたいのはラブコメＮＴＲなのだ。本当に心底要らない能力である。

　こんなもん寄よ越こすぐらいなら、相手の好感度が分かる恋れん愛あいＳＬＧの親友の眼球とかが欲しかったよ。

　こんな要らん能力をわざわざ転生ボーナスに選ぶなんて、私を転生させた神様はきっと性格が歪ゆがんでいるに違ちがいない。許せねえよ。私はこの世の理り不ふ尽じんに憤いきどおった。

　あっ、でも眼球周辺に血流を集中させると、視覚機能がアホみたいにアップグレードされるので、それは助かっている。主にユウくんのストーキングをする時とかに。

　本気を出せば他者の骨格とか筋肉の動きまで透とう視しすることが出来るぞ。目めの辺あたりの血管がビキビキってなって、キモイ見た目になるのが欠点だがな。まあ、全力の視覚強化なんて滅めつ多たに使わないがね。

　一から十まで使い道のない能力ではなかったので、私は神を許してあげることにした。

　次はないからね？　感謝しろよ。




「由利ちゃん、保健室行こっか？」

「――えっ？」

　という訳で、ユウくんと由利ちゃんのお化け屋や敷しき当番も終わり、いつもの四人組で文化祭を見て回っている最中のことである。

　私は血管がビキらない程度に視覚強化をして、由利ちゃんを観察する。

　本人は隠かくしているつもりなのだろうが、私の目を誤魔化すことは出来ないぞ。

　僅かだが顔色が悪いし、明らかにいつもよりも疲ひ労ろうしている。

　表面的には平気な顔をしているが、歩いているだけでも結構キツイ筈はずだ。

〝あの日〟ではない筈だし、多分人混みに酔よってしまったのだろう。元々由利ちゃんは陰いんキャ属性だし、仕方ないね。

　当然の如く由利ちゃん間女の生理周期を把は握あくしているとは、私は本当に寝取られ女の鑑かがみである。誰だれも褒ほめてくれないので私は自画自賛した。えらいね。

「いや、その、私……」

「気づくのが遅おくれてごめんね。でも、由利ちゃんに無理はして欲しくないな」

「……うん」

　誤魔化しきれないと察したのか、由利ちゃんは早々に降参してくれた。

　本当に素直な良い子だ。一刻も早く脳を壊こわしたい♣

「えっと、レイちゃん。白瀬さん体調悪いの？」

　由利ちゃんの健けな気げな様子に、思わずよだれが出そうになっていた私に、心配そうな顔をしたユウくんが声をかけてくる。

　私はジュルッとよだれを引っ込めると、少し困ったような笑顔をユウくんに返した。

「ちょっとね。少し疲つかれちゃったんだと思うから、保健室に送ってくるね？　ユウくんと冬木くんは――」

「……レイちゃん。その、白瀬さんの体調不良って、男子が付き添そっても大丈夫なやつ？」

　ユウくんがこそっと小声で私に尋たずねてくる。

　不用意に同行して、却かえって由利ちゃんに気を遣つかわせたら申し訳ないという彼の心こころ遣づかいだろう。

　まあ、それを私に聞くのはちょっとデリカシーに欠けている気もするが、そういう迂う闊かつな所も愛おしいので許しちゃう。かわいいなァ～～ユウくん（ニチャッ）。

　私はユウくんの言葉を肯こう定ていするようにアイコンタクトをする。

「それじゃ、僕ぼくと冬木くんは何か飲み物でも買ってくるよ。二人は先に保健室に行ってて」

「ええっ、そ、そんな、悪いよ。皆みんなは気にせず文化祭を……」

「白瀬は緑茶派だったよな？　レイは無糖の紅茶な。そんじゃ、また後でなー」

　冬木くんが強ごう引いんに会話を打ち切ると、手をヒラヒラと振ふりながらユウくんとその場を後にする。こういう時、押しが強い男の子がいると助かるね。

「それじゃ、私達も行こうか。ゆっくりでいいから、無理しないでね？」

「うぅ……ごめんね、レイちゃん」




　由利ちゃんを介かい抱ほうしながら、私達は無事保健室に到とう着ちやくした。

　先生から酔止めの薬を貰うと、由利ちゃんを空いているベッドに寝ねかしつける。

「……ありがとう、レイちゃん。ちょっと落ち着いたかも」

「良かった～……もうっ、由利ちゃん？　体調悪いなら、ちゃんと言わないと駄だ目めだよ？」

「うぅ、ごめんなさい……折せつ角かくの文化祭なのに、みんなに迷めい惑わくかけたくなくて……」

「由利ちゃん」

　しょんぼりしている由利ちゃんの頭を、私は胸に抱き入れる。

「レ、レイちゃん？」

「文化祭は楽しいよ？　でも、それは文化祭そのものよりも、みんなが――由利ちゃんが楽しいと思ってくれるからなの」

「……」

　そのまま子供をあやすように、由利ちゃんの背中をポンポンと優しく叩く。

「部活も、試験勉強も、プールも、夏祭りも、文化祭だって……私はただ遊びたいんじゃなくて、由利ちゃんと――みんなと、少しでも長く一緒にいたいだけ。イベント自体は、その理由付けかな」

「レイちゃん……」

「だから、今は文化祭よりも由利ちゃんのお世話が優先。それに――」

　私がチラリと後ろを見ると、タイミングを測ったようにペットボトルを抱えたユウくん達が現れた。

「由利ちゃんの看病をするのを〝迷惑〟なんて思うような人はここにはいないよ」

「そうそう。白瀬とはそれなりに長い付き合いなんだし、少しは信しん頼らいしてくれよな」

　由利ちゃんと私にペットボトルを差し出す冬木くんに、私は意地の悪い笑みを向ける。

「まあ、乙おと女めの会話を盗ぬすみ聞きして、出てくるタイミングを窺うかがってる趣しゆ味みの悪い男の子は二人いるみたいだけど？」

「人聞き悪いこと言うなよ。女子二人でマジな話してるから、入って行けなかっただけだ」

　うん、知ってる。

　むしろユウくんと冬木くんに聞かせるつもりで友情トークしてたし。

　由利ちゃんが男子二人の存在に気づかないように、彼かの女じよの顔に私のおっぱいを押し付ける百合ゆりムーブをしたおかげで、私の計略は無事に発動したという訳だ。

　これだけ私がこの仲良しグループの友情に拘っているのに、先走って恋愛感情で告白してくる奴いる？　いねえよなぁ!?

　という訳で、最近ちょっと冬木くんの好感度を稼かせぎすぎた感があったので、少し釘くぎを刺しておいたという訳である。間男達のフラグ管理は寝取られ女の義務だからね。

　さて、由利ちゃんの体力回復は……見た感じだと安静にしていれば一時間かからないぐらいかな？　タイムスケジュール的にも、この文化祭イベントもボチボチ大おお詰づめである。
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「おー、燃えてる燃えてるー」

　薄うす暗ぐらくなり始めた校庭の中心で、煌こう々こうと燃えるキャンプファイヤーを楽しそうに眺ながめているレイちゃんの隣で、僕――立花結城は同じくキャンプファイヤーの炎ほのおの揺ゆらめきを見つめていた。

「今時はキャンプファイヤーをやってくれる学校って珍めずらしいらしいね」

「まあ安全面を考えたらねー。でも、やっぱり後夜祭にキャンプファイヤーは鉄板だよ。……あ～～、冬木くんと由利ちゃんも一いつ緒しよだったらなぁ～」

　――そう、キャンプファイヤーをこうして眺めている僕達の隣に、冬木くんと白瀬さんの姿はなかった。

　白瀬さんはあの後で体調は回復したものの、やはり疲労が抜ぬけきらなかった為に、後夜祭に関してはレイちゃんとフォークダンスを少しだけ踊おどって早退した。

　冬木くんは運動部の役割担当として、キャンプファイヤーの設営に駆かり出された後に、そのまま体育会系な人たちの打ち上げに取り込まれてしまったのだ。

「仕方ないよ。みんな色々事情があったんだから」

「そうだけどぉ……あーもうっ！　ユウくん、もう一回踊るよっ」

　そう言うとレイちゃんは僕の手を掴つかみ、フォークダンスの輪に潜もぐり込む。

「タフだなぁレイちゃん」

「皆と踊り狂くるうつもりでステップを覚えたんだもの。今夜はユウくんに三人分付き合って貰うから覚かく悟ごしてよね？」

　僕は苦く笑しようしつつも、幸福感にはち切れそうな心臓を抑おさえ込んで、彼女の手を取った。

　――♪　――♪　――♪

　定番の音楽に合わせて簡単なステップを踏む。

　くるりと艷やかな黒髪を舞い上げながら、ターンしたレイちゃんの瞳ひとみが僕を見つめた。

「……ユウくん」

「うん」

「夏祭りの日のこと、覚えてる？　一緒に変わろうって言ってくれたこと」

「もちろん」

「私ね、本当に嬉うれしかったの。ユウくんの言葉で、絡からまってた糸が解ほぐれたみたいな気分で。自分自身の本当の気持ちと向き合えた気がした」

　ぐいっと、不意に女の子とは思えない程ほどの力強さで、レイちゃんの腕が僕を引き寄せる。

　バランスを崩くずし、思わず彼女の腰こしを強く抱いてしまった僕は慌てそうになるが、レイちゃんは優しく微笑むばかりだった。

「文化祭の間……本番だけじゃなくて準備中も、私ずっと楽しかった。内装の手伝いをするのも。お化けの仮装をするのも。皆と文化祭を回るのも全部、全部……楽しすぎて、泣き出しそうになるぐらいに」

「……そっか。よかったね、レイちゃん」

「うん……ありがとう、ユウくん。あの夜、私のことを引き止めてくれて。変わろうって言ってくれて。見ててね。私、きっとユウくんが驚おどろくぐらい変わってみせるから」

　――ちゅっ、と微かすかに彼女の唇が僕の頬ほおに触ふれた。

「ッ!?　レ、レイちゃん!?」

　突とつ然ぜんの感触に、僕が頬を押さえて後ずさる。

　彼女の頬はキャンプファイヤーの炎に負けないぐらい、朱あけに染まっていた。

「……え、えっと、でも、ここキスから先に進むのは、もう少しだけ待ってて？　その、もうちょっと二人が大人になるまで……」

「う、うん……」

　喘あえぐように絞しぼり出した僕の返事に、レイちゃんは照れくさそうに笑う。

　炎に照らされたその姿はとても幻げん想そう的てきで、息を呑のむような美しさだった。

「見ててね、ユウくん。私、もっともっと綺き麗れいになるから。貴方あなたの隣で」

　音楽が止とまる。後夜祭の終わりだ。

　スピーカーから、少しヒビ割れた音声で閉会のアナウンスが流れる。

　彼女は握っていた僕の手を離はなすと、少しだけ駆けてからこちらに笑顔で振り返った。

「――変わる私を、一番近くで……　見　て　て　ね　？」




　――一いつ瞬しゆん、その笑顔が酷ひどく歪んで見えた。




「……ッ!?」

　夜の暗くら闇やみと、キャンプファイヤーの不規則な揺らめきが錯さつ覚かくを見せたのか。

　僕は目を擦こすると、そこにはいつも通りの……いや、いつもよりも素す敵てきなレイちゃんの笑顔があった。

「……それじゃ、冬木くんを迎むかえに行こっか。後夜祭ではあまり話せなかったし、帰りぐらいは一緒がいいもんね」

「……う、うん。そうだね……」

　こうして、僕の文化祭は大きな喜びと、僅かな違和感を残して終わりを迎えるのだった。
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　一二月である。

　期末試験も終わり、街中が綺き羅らびやかなイルミネーションで埋うまり始めた今日このごろ。

　こんにちは、音ね虎とら玲れい子こです。

　文化祭のあった一〇月から大分時間をすっ飛ばしているが、そこはご愛あい嬌きよう。

　以前にも言った通り、日常生活で特筆するようなイベントなど早々起きないのだから、仕方ないのである。

「それじゃあ、皆さん良いお年を～」

　終業式も恙つつ無がなく終わり、担任のそんな挨あい拶さつを締めに年内最後のホームルームが終わった。

「何だか二学期はあっという間だったねー。長さは一学期とそんな変わらないのに」

　放課後、解放感に浸ひたるクラスメイト達が多く残る教室の中で、私達いつもの四人組も別れを惜おしむように雑談を交かわす。

「体育祭に文化祭とイベントが多かったからなー。体感的には短く感じるか」

「逆に三学期はこれといって行事もないし、長く感じるかもね」

　ユウくんと冬ふゆ木きくんのそんな会話に、私は由ゆ利りちゃんにくっついて意地の悪い笑みを男子達に向ける。

「男子はそうかもしれないけど、女子としては結構大きなイベントがあるよねー、由利ちゃん？」

「え？　えっと……バレンタイン、とか？」

「うん！　一緒にチョコ作ろうねっ、由利ちゃん」

　きゃいきゃいと楽しそうに手を絡ませる私と由利ちゃん。

　実はバレンタインは個人的にかなり楽しみにしているイベントであった。

　たとえ好意がなくとも、男子に無差別でチョコを配ることが許される日。

　つまり大量の脳破は壊かいと負の感情を回収することが出来るボーナスステージである。

　モブ男子の脳破壊するの気持ち良すぎだろ！

　私は自分の大きすぎる人類愛を、ユウくん達に悟さとられないように美少女フェイスで覆おおい隠す。最近はＮＴＲチャートが順調に進んでいるせいか、ちょくちょく欲望を抑えきれず顔からゴミのような本ほん性しようが漏もれている事があるのだ。注意せねば。
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　下校後、レイちゃんと白しら瀬せさんと別れた僕――立たち花ばな結ゆう城きは、冬木くんと二人でぶらぶらとショッピングモールを散策していた。

　普ふ段だんの仲の良さから見ると意外かもしれないが、これでもお互たがいに思春期の男子と女子である。こうして同性だけで固まって遊びに出かけることは、そう珍しくなかった。

「クリスマスと初はつ詣もうで、てっきりレイが何か言ってくるかと思ったけど何もなかったなー」

「そうだね。まあ、今年は家族でのんびり過ごしたい気分だったんじゃないのかな？」

　イベント好きなレイちゃんのことだから、てっきり年末も集まって何かしようと誘さそわれると思っていた僕としては、今の状況は些か拍ひよう子し抜ぬけであった。

　そう思っているのならば、こちらからレイちゃんを遊びに誘えば……と言われてしまうと返す言葉もないのだが、咄嗟に自分から好いている相手をイベントに誘えるほどのアドリブ力は僕にはない訳で……

　結果、こうして気楽ではあるが、どこか物足りない昼下がりを迎えているのであった。




　――ちなみに、男子二人が年末年始のイベントに誘われなかったのは、クズ玲子による男子二人の好感度調整というゴミのような思おも惑わくが真相なのだが、二人がそれを知る由はもちろんなかった。




「……冬木くん」

「んあ？　どうした、結城？」

　フードコートで温ぬるくなったポテトを弄っていた冬木くんに、僕は真しん剣けんな表情で声をかける。

「……その、恋こい人びとでもない相手からクリスマスプレゼントを贈おくられるのって、キモイと思う？」

「はぁ？　何の話――ああ、レイに何かプレゼントするのか？」

「いや、もちろん変な下心とかじゃなくて、純じゆん粋すいに日ひ頃ごろの感謝を示したいというか……」

　しどろもどろになる僕に、冬木くんは苦笑しながら弄っていたポテトを口に放ほうり込む。

「別にいいんじゃねーの？　見ず知らずの他人ならともかく、お前からのプレゼントならレイも喜ぶだろ」

「そうかなぁ」

「そうだって。……よし、俺もレイには結構世話になってるし、一緒にクリプレ探すか。俺もプレゼントするなら、お前も渡しやすいだろ？」

「いいの？　冬木くん」

「ついでだよ、ついで。あー、でもあんま高価なのは止めとけよ？　流石さすがに引かれるぞ」

「わ、分かってるよぉ」

「本当かぁ？」




　分かってなさそうだった結城の様子に、冬木は快活に笑う。

　男子二人の甘あま酸ずっぱくも微笑ましい青春の一幕のように見えるが、冬木の行動は完全に結城に対する牽けん制せいであった。冬木本人に自覚があるのかないのかは微び妙みような所ではあるが。

　そして、冬木のそんな薄暗い負の感情を、柱の陰かげから見守っていたストーカーのカス玲子が、眼球周辺の血管をビキビキさせながらニッチャリと美お味いしく頂いているのであった。
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「こんちはー、明けましておめでとうございます。おばさん」

　元日の朝。

　時折吹ふく寒風に身を縮めながら、俺――来くる島しま冬木は立花家を訪ねていた。

　近くの神社まで、結城と二人で初詣に行く約束をしていたからである。

　玄げん関かんで俺を出で迎むかえてくれた結城の母と年始の挨拶を交わす。

「あら、冬木君。明けましておめでとう。結城と約束？」

「ええ、神社まで初詣に行く約束をしてまして」

「そうなの？　やだわあの子ったら。冬木くんと約束してるのに、まだ寝てるみたい。良ければ上がってちょうだい」

「ありがとうございます。それじゃ、ちょっとアイツ起こして来ますわ」

　俺はそう答えて立花家に上がり込むと、勝手知ったるとばかりに結城の部屋の扉とびらを開けて、膨ふくらんだベッドに向かって声をかけた。

「結城、起きろー」

「……んむ、冬木くん……？」

　俺の声に、結城が寝ぼけ眼まなこでベッドから起き上がる。

「……あれ、もうこんな時間？　ごめん、完全に寝ね過すごしてた……」

「別に急ぎじゃねえからいいって。待ってるから顔洗ってきな」

「ん～……」

　イマイチ覚かく醒せいしきっていない結城の様子に苦笑しつつ、俺はスマートフォンを取り出す。

　メッセージアプリを開くと、そこにはレイからのメッセージが表示されていた。

【ＲＥＩＫＯ：冬木くん、あけましておめでとう！　今年も一年、仲良くしてくれたら嬉しいです！】

【ＦＵＹＵＫＩ：あけおめー。また一年よろしく頼たのむわー】

【ＲＥＩＫＯ：（よく分からない猫ねこっぽい生き物のスタンプ）】

【ＦＵＹＵＫＩ：（よく分からない犬っぽい生き物のスタンプ）】

　日付が変わると同時に送られてきたメッセージのログを眺めつつ、俺は落ち着かない内心をガリガリと頭を掻かきむしって誤ご魔ま化かす。

「……こっちから初詣に誘うのってガッツキ過ぎか？　いつもなら初詣もレイの方から誘ってくるし、それがないのにこっちから誘うのって下心ある感じするよな～……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、誘いのメッセージを書いては消しを繰くり返す。

　結局、レイへのメッセージが送られることはなく、身だしなみを整えた結城が戻もどってきたので、男子二人で初詣へと向かうのだった。

「――なあ、結城」

「ん、どうしたの冬木くん？」

「レイの奴やつは初詣に誘わなかったのか？」

　神社へと向かう道中、俺は結城に尋ねた。

　すると結城は微妙に苦い表情を浮うかべながら答える。

「あー……うん、その、誘おうかとは思ってたんだけど……」

「けど？」

「男子の方から女子を誘うのってちょっとハードル高くない？　……あと、もしもレイちゃんに断られたら、ショックで寝ね込こみそうで勇気が出せなかった。新年早々そんな博打したくない」

「……分かる」




　お互いに苦笑いを向け合う美少年二人。

　いくら容姿が優すぐれていても、ついこの間まで小学生だった彼らにスマートな女子の誘い方を求めるのは些か酷こくというものだった。
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「明けましておめでとう、由利ちゃん！」

「お、おめでとう。レイちゃん」

　参拝客で賑にぎわう神社の入口で私――白瀬由利はレイちゃんと新年の挨拶を交わす。

「その、誘ってくれてありがとうレイちゃん。私、友達と初詣って初めて」

「あはっ、そんなのいいよぉ。私が由利ちゃんと初詣に来たかっただけなんだから」

　するりと自然に腕うでを組んでくるレイちゃんに、私は思わず身を硬くしてしまう。

「ふ、ふひっ、良い匂におい……こほん。あの、レイちゃん？　ちょっと気になってたんだけど……」

「ん、なぁに？」

「その、立花くんや来島くんは誘わなくて良かったの？」

　私は動どう揺ようを誤魔化すように、レイちゃんに尋ねた。

　実際、いつも四人組で動くことに固こ執しつしていた空気があったレイちゃんが、初詣のようなイベントに二人きりで動こうとするのは、少し疑問に思っていたのだ。

「……私と二人じゃ嫌いや？」

　少し悲しそうに上うわ目め遣づかいで問い掛かけるレイちゃんの姿に、私は慌あわてて否定をする。

「えっ!?　あ、いや、そんなことは全然！　む、むしろ、私としては嬉しいというか……」

「ふふ、たまには女子だけっていうのも良いでしょ？　ほら、早く行こっ」

　誤魔化されていると感じつつも、私はレイちゃんの天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおに流されてしまう。

　実際、彼女が男子達よりも自分を選んでくれたという事実に、ほんの少しだけ薄暗い優ゆう越えつ感かんを抱いだいていた私としては、この状じよう況きようは歓かん迎げいこそすれど、無理に否定することもないのは事実だった。

「由利ちゃん。おみくじ、どうだった？」

　お賽さい銭せんを済ませた後、二人でおみくじを引いたレイちゃんが私に尋ねてきた。

「えーっと……あっ、大だい吉きちだ」

「おお～、幸さい先さき良いねっ」

「うん、ありがとう。レイちゃんは？」

「ふふふ……じゃーん」

【大だい凶きよう】

　満面の笑顔で最低のクジを差し出すレイちゃんに、私は思わず声を上げてしまう。

「うええっ!?　だ、大凶っ!?　は、初めて見た……」

「あはは、書いてあることも凄すごいよ？　『悔くい改あらためないと天てん罰ばつが下る』って」

「ひ、酷いっ！　レイちゃんが改めないといけないことなんて何もないもんっ！」

　友人が謂いわれない中傷を受けていることに、私は思わず憤ふん慨がいする。

「うふふ、ありがとう由利ちゃん。まあ、当たるも当たらぬもって言うし、今年は気をつけて過ごしなさいっていう神様からの忠告だと思うことにするよ」

　大凶を引いた本人がそんなのほほんとした様子なので、私としてもそれ以上突つっ込こむことは出来ない。

「それに、由利ちゃんが隣となりにいるんだもの。こんな可愛かわいい女の子と初詣デートしてるんだから、今日の私は大凶どころか町内一のラッキーガールに決まっているじゃない」

「レ、レイちゃん……」

　陽の光に美しい黒くろ髪かみをキラキラと輝かがやかせて笑うレイちゃんの姿に、私はどうしようもないほどに胸を締しめ付けられた。




　――ああ、レイちゃんとヤりたい……




　そんな割と最低なことを神聖な場でしみじみと考えるメガネっ娘こ美少女――白瀬由利。

　忘れられがちだが、割とイイ性格してるし、結構欲望に忠実な女である。
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　年末年始が終わり、街はバレンタインシーズンを迎えていた。

　定期試験も終わり、学園の女子生徒達も青春の香り漂ただようイベントを目前に、姦かしましく言葉を交わしている。

「由利ちゃん！　今度の週末、私の家で一緒にチョコ作りだからねっ」

「う、うん。試験前から約束してたもんね」

　教室の一角、机を囲んで女子たちが楽しげに話す様子を、男子生徒達は横目に眺めながら落ち着きない様子で雑談をする。

「バレンタインなー……正直、カップルか女子同士の友チョコ交こう換かんイベントって感じだよな」

「そんな相手がいない寂さびしい男からすると、居い心ごこ地ち悪いだけだぜ」

「は～～……彼かの女じよ欲ほしい」

「贅ぜい沢たく言わないから義理チョコ欲ほしい」

「カーチャンから貰もらった奴を一個としてカウントしたくねえ」

　ネガネガしい陰いん気きな空気を漂わせる男子達。

　彼かれらの矛ほこ先さきは必然的にチョコを貰える見み込こみのある冬木くんや僕――立花結城に向けられる。

「立花と来島はいいよな～。お前たちだけでクラス女子のチョコ独どく占せんするんじゃねえの？」

「あ、あはは……いや、冬木くんはともかく、僕は別に……」

「おい、さりげなく俺おれをスケープゴートにするな」

　怨おん念ねんすら感じそうな視線と言葉に、僕と冬木くんはお互いにタゲの押おし付け合いをする。

　そんな僕ぼく達たちの背中に、クラス人気――否、学内人気一位二位を争うであろう美少女二人――レイちゃんと白瀬さんが声をかける。

「ユウくん、冬木くん。私と由利ちゃんはバレンタインの材料を買い出しに行くから、今日は先に帰るね？」

「わ、私も二人のチョコ作るから。変なのが出来ちゃったらごめんね？」

「ふふ、何作ろうかなー。ユウくんも冬木くんも楽しみにしててね！　じゃあね～」

「お、おう……」

「う、うん……じゃあね……」

　最悪のタイミングでかけられた、最悪の内容の言葉に、僕と冬木くんの顔から冷ひや汗あせが流れ落ちる。

　レイちゃんと白瀬さんを見送った僕達が背後を振り返ると、そこには男子二人の処しよ刑けい方法について議論を交わすクラスメイト達の姿があった。

「「………………」」

　僕と冬木くんはお互いに頷うなずき合うと、ダッシュでその場から逃にげ出した。

「逃げたぞ！　追えっ！」

「クソがっ！　音虎さんと白瀬さんからチョコ貰うなら、もうそこで受付締め切れよ！」

「富の独占だ！　吊つるせっ！」
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　――何故なぜ、こんなことになってしまったのだろうか。

　私――白瀬由利は、見知らぬ浴室でバスチェアに座すわりながら、頭からシャワーを浴びていた。無論、全ぜん裸らで。

「うう……本当にごめんね、由利ちゃん」

「ハ、はははハイ。お気になさらず……」

　そして、私の背後には同じく全裸で浴よく槽そうに浸つかっているレイちゃんがいた。

　事の起こりは数分前。

　レイちゃんのお宅でバレンタインのチョコレート作りに勤いそしんでいた私達たちだったのだが、「あっ」という彼女の言葉に私が振り返った次の瞬しゆん間かん、ホイップクリームの入ったボウルが回転しながら私に向かって飛んできたのだ。

　幸いエプロンがガードしてくれたので、服は汚よごれなかったのだが、私とレイちゃんはお互いに首から上がクリームまみれになっていた。

「た、大変っ!?」と、珍しく気が動転しているレイちゃんに押し切られる形で、私は音虎家のバスルームに連行されることになったという訳である。

　前から思っていたけど、レイちゃんの家って結構お金持ちなんだなー。

　まるでホテルの様な、シックでお洒落しやれな広々とした浴室。

　浴槽も私達二人ぐらいなら、一緒に入ってもそれほど狭せまくないぐらいには大きい。

　そう。二人で入っても狭くないんだよ。

　今、レイちゃんと一緒に入ってるから分かるんだよなあ、これが。

「……ふふ、実はちょっと憧あこがれてたんだ。友達と二人でお風ふ呂ろに入るの」

「あー、はい。そっスね」

　私は完全に口調が崩ほう壊かいしながら、ギラついた眼でレイちゃんの肢し体たいを目に焼き付ける。

　もうさぁー、ちょっとぐらいこっちから触さわっても良いんじゃないかな？

　手でレイちゃんの体を洗うぐらいしても許されると思うの。私もう理性との戦いに疲れちゃった。

　そんな事を考えながら、レイちゃんからの雑談を上の空で返していると、不意にとある言葉が私の脳に突き刺ささった。

「――それでね、由利ちゃんも好きな人がいたら言ってね？　私、全力で応おう援えんしてあげるから！」

　――そんな彼女からの、あまりにも残ざん酷こくな言葉に、私は浴槽を満たすお湯の熱気が消えたような錯覚を覚えた。

　いや、それ以上に〝怒いかり〟にも似た激情が、私の体温をバスルームの熱以上に火ほ照てらせたのかもしれない。

「……レイちゃん」

「ん、どうしたの？　由利ちゃ――」

　お互いの胸が触れ合う程に、私は彼女と密着した。

　突然、距きよ離りを詰つめてきた私に困こん惑わくする彼女の顔を、正面から睨にらみつけるように見つめて告げる。

「ゆ、由利、ちゃん？」

「……私、レイちゃんのことが好き。大好きよ。……それだけ。先、上がるね」

　彼女からの返事を待たずに、私は湯船から立ち上がると浴室の扉をくぐった。

　ギリッと、音がしそうな程に奥おく歯ばを噛かみ締める。

　立花くんにも、来島くんにも渡わたさない。

　レイちゃんは――彼女は私のモノだ。
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　ま、こんなところか。

　由利ちゃんが出ていった後の浴室で私――音虎玲子は物思いに耽ふける。

　男子諸君と比べてイマイチ攻こう撃げき力りよくが低く、後こう塵じんを拝していた感のある由利ちゃんにようやく火が付いてくれたようで私も一安心である。

　幸運にも入手することの出来たレズＮＴＲ要員が、このままフェードアウトしてしまうのは余りにも惜しい。

　恋れん愛あいに大切なのは、怖おじ気けづいてしまう恋こい心ごころの背中を押してくれるほんの少しの勇気なのだ。だから私は由利ちゃんに与あたえてやったのさ。欲望という名の勇気をナ……
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　さて、私もそろそろ上がってチョコ作りを再開するとしますか。

　濡ぬれた身体をバスタオルで拭ぬぐいながら、私は由利ちゃんでどう遊ぶか考えるのであった。
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　さて、バレンタイン当日である。

「由利ちゃん、ハッピーバレンタイン！　はい、チョコどうぞ」

「ありがとうレイちゃん！　はい、お返し」

　朝のＨＲ前、私と由利ちゃんは早さつ速そくお互いに友チョコを交換した。

「わーい！　ありがとう由利ちゃん！　……と言っても、一緒に作ってるから手の内はバレバレなんだけどね」

「あはは……でも、一緒にチョコ作るの楽しかったね。……その、また来年も一緒に作ってくれる？」

「もちろん！　来年はもっとかわいいやつ作ろうね！」

　きゃいきゃいと女子同士で騒さわいでいると、登校してきたクラスメイトの女子達も、私と由利ちゃんの周りに集まってきた。

「音虎さん、はい友チョコー」

「わっ、ありがとう！　それじゃ、私もお返しねっ」

「玲子ちゃん、私も私もー」

「ありがとー、それではこちらをお納めくださーい」

　流石にクラス全員分を手作りは厳しかったので、それなりに親しいぐらいのクラスメイトには既き製せい品ひんのチョコを返礼する。

「白瀬さんもチョコあげるー」

「あわわ、あ、ありがとう。こ、これ。お返しです」

「ゆりっちー、チョコ交換しよー」

「う、うん。既製品だけど、いいかな？」

　おっ、由利ちゃんもクラスメイトの女子達にもみくちゃにされている。

　入学当初は教室内でぼっちをやってた由利ちゃんだったが、なんだかんだで私やユウくん以外にも友達が出来たようで何よりである。

　私も鼻が高いよ。腕を組んでベガ立ちで後方彼かれ氏し面をした。

「――お、おはよう。レイちゃん」

「はよーっす、レイも白瀬も朝からテンションたけえな」

　友チョコ交こう換かん会かいで賑わう女子達に気け圧おされているのか、少し控ひかえめなトーンでユウくんと冬木くんが挨拶をしてきた。

「あっ、ユウくん！　冬木くんもおはようっ！」

　私は満面の笑えみで二人に近づくと、可愛くラッピングした箱を二人に手て渡わたした。

「はい、これ！　ハッピーバレンタイン！」

「あ、ありがとうレイちゃん。その、すごく嬉しいよ」

「サンキュー、レイ。いつも悪いな」

　ユウくんは分かりやすく赤面して。冬木くんは微び笑しようを浮かべてスマートに私からチョコを受け取る。

　まあ、外面はどうあれ二人とも好いている女からのチョコに、内心テンパっていることは私にはお見通しである。うめえ。

「あっ、二人とも開けるのは家に帰ってからにしてね？　渡すぐらいなら先生も大目に見てくれるけど、学校で食べるのは多分アウトだから。先生に没ぼつ収しゆうなんてされたら怒おこるよ？」

　私からの釘くぎ刺さしに、二人が頷く。

　もちろん本当の理由は別である。

　二人に渡したチョコには、それぞれ手書きのメッセージカードで思わせぶりな言葉を添そえているからだ。

　まあないとは思うが、仮に二人にこの仕し込こみが露ろ見けんしたとしても、書いてあるメッセージはあくまで〝思わせぶり〟なだけで直接的な文言は一いつ切さい記き載さいされていない。

　リスクはほぼゼロで、男子二人のリビドー値を稼かせげるなら、やらない理由はないだろう。

　ＮＴＲは一日にしてならず。

　私は長期的計画性のある女。毎日のコツコツとした積み重ねを厭いとわないのだ。

　おっと、のんびりしている場合ではない。

　折せつ角かくのバレンタインなのだ。私も存分に楽しまなければ。

　チョコの入った手て提さげを持って、私は教室内をフラフラと徘はい徊かいする。行き先は、さっきからこちらをチラチラと盗ぬすみ見ていた男子達の席だ。

「はい、佐さ藤とうくん」

「えっ、音虎チョコくれんの？」

「義理だけどねー。お返しとかいらないよー」

「うおー！　サンキュー！」

「近こん藤どうくんもどーぞ」

「おおー！　マジで嬉しいよ、ありがとな音虎！」

「ファミリーパックのチョコで喜び過ぎー。学校で食べちゃ駄だ目めだからねー」

　ああっ、ユウくんと冬木くんがすげえ目でこっち見てる。たまらねえぜ!!

　背中に刺さる二人の視線に、私の全身に電でん撃げきのような快感が疾は走しる。エロ同人みたいに。

『悔い改めないと天罰が下る』

　ふと、初詣のおみくじの文言が脳のう裏りを過よぎった。

　忘れがちだが、私が今いるこの世界は前世と〝よく似た〟パラレルワールド。

　やりたい放題の悪漢外げ道どうに対して、神しん罰ばつを下す存在が実在する可能性も考こう慮りよしておいた方が良いのかもしれない。

　つまり、カルマ値がマイナスになるようなことは、極力避さけなければならないということだ。だが、その点ならば私は何も問題はないだろう。

　私はこの世の誰だれよりも人間を愛する心こころ優やさしき女。

　そう、それはまるで人が犬を好いている感情と同じように、私は人を愛しているのだ。

　自分が心優しい光の存在だと説明したかったのに、なんか犬と人間の区別がつかないサイコパスみたいになってしまった。

　喋しやべれば喋るほど墓ぼ穴けつを掘ほっている気がしたので私は思考を打ち切った。

　うん、認めよう。私は人よりほんの少しだけ邪じや悪あくかもしれない。

　だが、カルマ値はまだ取り返しの付く範はん囲いである筈はず。多分プラマイゼロぐらいの善にも悪にもなれる危あやうい無む垢くな存在が私なのだ。王道を征いくニュートラルルートである。

　マイナスに振ふり切ってる？　それはスカウターの故障だ。

　過去は変えられないが、未来は変えられる。

　私は真に光の存在として今日から生まれ変わるのだ……！

　あっ、山やま田だくんが教室に入ってきた。生まれ変わるのは明日からでいいや。

「山田くん、おはよっ！」

「あっ、音虎さん。おは――――」

「はい、これ。バレンタインチョコ！」

　私は山田くんに既製品ではなく、手作りチョコが入った小箱を渡した。

「えっ……あ、あの、これ、もしかして、音虎さんの手作り――」

「ふふ、山田くんには普段から仲良くしてもらってるから特別だよ？」

　私がパチッとウインクすると、山田くんは面おも白しろいぐらい赤面してくれた。

「あ、あの、マジでありがとう。その、なんというか……すげえ嬉うれしい」

「あはは、売ってる奴と違ちがって日持ちしないから、出来れば今日中に食べてね？」

　そう言って小さく手を振ると、私は山田くんから離はなれる。

　返す刀でユウくんとイチャイチャするのを見せつけて、山田くんの脳を粉々にした。うめえうめえ。




「音虎ー、俺にはチョコねえのー？」

「田中くんにはありませーん。……でも、私の義理チョコよりも良いモノ貰えるかもね？」

「へっ？」

　私は思わせぶりに笑みを作ると、女子グループの一人に視線を飛ばした。

「……まあ、ちょーっと心の準備しといた方がいいよ？　身だしなみ、しっかりね？」

「えっ、あっ、おいっ」

　それだけ告げると、私は彼から離れて女子グループに交ざって密談を始める。

「れ、玲子。田中くん、どうだった？」

「脈あり。押せば絶対行けるよ」

「ウワーッ。あ、ありがと！　勇気出すねっ！」

　私に背中を押された女子が、ふんすと気合を入れて田中くんの席へと向かう。

　まあ、あの二人なら間ま違ちがいなくカップル成立するだろうな。

　私は前世で散々カップルの人間関係をメチャクチャにしてきたので、人を見る目には絶対の自信があった。カップルの壊こわし方を知っているということは、作り方も知っているということなのである。

　という訳で今日の私は恋こいのキューピッド。言うなれば天使ネトラエルと言ったところか。

「ね、音虎ちゃん！　私と安田くんってどうかな？」

「実は小山くんのこと、ちょっと良いかなって思ってて……」

「二年生の先せん輩ぱいなんだけど――」

　先さき程ほどの二人がカップル成立しそうな流れを見て、続々と女子からの恋愛相談が私に舞まい込む。

　事前の調べで特に問題なさそうな組み合わせならば、女の子の背中を押してあげればいい。少し分の悪い勝負になりそうな場合は、私が相手の男子を精神誘ゆう導どうと洗脳で調教して、後日に場をセッティングしてあげることを約束する。

　女子は彼氏が出来て幸せ。

　私はユウくんに粉をかける可能性のある女子を排はい除じよ出来て幸せ。

　まさに一石二鳥。良い事をすると気分が良いぜ。

　カルマ値が善に傾かたむくのを感じながら、私は男子の意思を完全に無視したカップル作成に向けてプランを練るのだった。
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　俺――山やま田だ実みのるは叶かなわぬ恋をしている。

「あっ、山田くんだ」

「……へっ？　あ、ね、音虎さん？」

「はい、音虎さんですよー。おはよっ、山田くん」

　朝の通学路。

　朗ほがらかに笑いながら、俺の隣に駆かけ寄ってきた彼かの女じよの名前は音虎玲子。

　学内でも五指に入ると評判の美少女であり、そして俺の分不相応な片思い相手でもある。

「まだまだ寒いねー。早く暖かくならないかなー」

「……ん、そうだね」

　……もうちょっと気の利きいた返しが出来ないのか俺は。

　コミュ障丸出しの己おのれを恥はじる俺だったが、音虎さんは気にした様子もなく楽しそうに会話を繋つなげる。




「――でね、最近は紙パックのジュースにハマってて」

「ああ、音虎さん最近どこ向いてるのか分からない謎なぞジュースよく飲んでるもんね」

「ペットボトルよりもチャレンジしてる商品が多くて楽しいよー。ハズレを引いたらシェアして皆みなを道連れにするのも楽しいし」

　彼女と隣となり合って歩き始めてから数分後。

　気がつけば、彼女に乗せられるように、俺は饒じよう舌ぜつに舌を回していた。

　こういうのをコミュ強きようって言うのだろうな。

　俺みたいなスクールカースト下位の人間を、ただ悪ふざけのようにイジッて遊ぶでもなく、こちらも会話を楽しめるように拾ひろいやすい話題を投げてくる彼女に、俺は内心で感かん嘆たんの声を上げていた。

「そういえば、前に山田くんが読んでたラノベの映画見たよー。ほら、あの学園モノのやつ」

「うえっ。あ、あれを見たの音虎さん？」

「なによ、その反応。ちゃんと面白かったよ？　……まあ、少し過激な話だったけど……」

「い、一応言っとくけど、あんなのばっか読んでる訳じゃないからね、俺」

「分かってるよぉ」

　音虎さんは複雑そうな表情をしながらも、最後には照れくさそうにはにかむ。

　彼女はビックリするぐらい偏へん見けんのない人だった。

　所謂いわゆるオタク趣しゆ味みな作品やら、同年代の女子なら顔を顰しかめそうなコンテンツでも、人に薦すすめられたり、興味を持てば色眼鏡なしにそれを楽しもうとする。

　女子とろくに接点のない陰いんキャオタクの俺にも、彼女は気にせずによく話しかけてくるし、話に聞くとクラスメイトの悩なやみ相談や恋愛相談なんかもよく受けているらしい。

　噂うわさによると、彼女の仲ちゆう介かいでバレンタイン後に成立したカップルは相当数になったそうな。

『人に余計なお節せつ介かいをしちゃう悪い癖くせなの』なんて照れくさそうに笑う姿を見たこともあるぐらい、彼女は利他を良しとする人格だった。

　一体どうしたら、こんな善意の塊かたまりのような女の子が生まれるのか。

　この世界がゲームだったなら、間違いなく音虎さんは光属性のキャラクターになるんだろうな、なんてオタクらしい陳ちん腐ぷな喩たとえをしてしまう程度には、彼女は俺にとって眩まぶしい存在だった。

　……だから、勘かん違ちがいしてはいけない。

　彼女はクラスメイトの友人として俺に良くしてくれているのであって、それは決して恋愛感情などではないのだ。

「……そういえば、今日は立花くんと一いつ緒しよじゃないんだね」

「ん、ユウくん？」

「うん。音虎さんと立花くんって、大体いつも一緒に登校してくるけど、今日はどうして一人なの？」

　立花結城。

　俺のクラスメイトであり、イケメンだがそれを鼻に掛けず、誰に対しても礼れい儀ぎ正ただしい優やさしい男子である。

　……そして、恐おそらくは音虎さんが恋をしている相手だ。

「うん……ユウくんなんだけど、どうも風邪かぜを引いちゃったみたいでね。今日は学校お休みするんだって」

「えっ、そうなの？」

「うん。だから、放課後にお見み舞まいに行くんだー」

　心配そうな表情をしつつも、そこには明らかに友愛以上の感情を覗のぞかせる声こわ色いろと感情が宿っていた。

　……そんな彼女を見ているだけで、俺は心臓を荒あら縄なわで縛しばられているような圧あつ迫ぱく感を覚えてしまう。

　やっぱり、彼女は立花くんのことが――

「あーあ、せっかくの〝ホワイトデー〟なのになぁ……ユウくんには、元気になったら利子付けてお返ししてもらわなきゃっ」

　そんな音虎さんの言葉に俺は我に返ると、意を決してカバンの中に手を入れる。

「あっ、あのっ、音虎さんっ！」

「ん、どうしたの？」

「こ、これ！　バレンタインのお返しっ」

　そう言って、袋ふくろにラッピングしたクッキーを彼女に手渡す。

　透とう明めいな袋に入った焼き菓が子しを見て、音虎さんは目を丸くした。

「えっ、これって……もしかして手作り!?」

「あ、う、うん。音虎さんも手作りのチョコくれたし、既製品じゃ悪いかなって……」

　……渡してから思ったが、恋こい人びとでもない男から手作りの菓子を贈おくられるってどうなんだ？　普ふ通つうにキモくないか？

　今いま更さらながらそんな恐きよう怖ふに襲おそわれ始めた俺を無視するように、目の前の彼女は歓かん声せいを上げて小さく飛び跳はねた。

「ウワーッ！　すっごく嬉しいっ！　ありがとう山田くん！」

「え、あー、その……アレだったら捨ててくれても構わないから、ほんと」

「ええっ!?　何言ってるの！　捨てる訳ないでしょっ」

「いや、ほんと気にしなくていいから。よく考えたら、ただのクラスメイトから手作り菓子とか普通にキモいし……」

「――山田くん」

　見苦しい言い訳を重ねようとする俺の手を、音虎さんの両手がギュッと包み込んだ。

「あぇっ……ね、音虎、さん？」

「勘違いだったらごめんだけど……山田くんって、女子と話すの苦手でしょ？」

「え、あー……まあ、得意ではないかな……お恥ずかしながら」

　彼女の瞳ひとみにまっすぐ見つめられて、俺はそんな情けない言葉を吐はく。

　女子と話すのが得意だったなら、こんなに陰キャオタクを拗こじらせてはいない。

　すると、彼女は優しげに微笑ほほえんで俺の手を握にぎる力を少し強くした。

「……でも、女子と話すのも苦手なのに、私の為ために頑がん張ばってクッキー作ってくれたんでしょ？　そんなことされて、嬉しくない人なんて普通はいないからね？」

「ね、音虎さん……」

　ああ、やめてくれ。

　そんな風に肯こう定ていされてしまったら、諦あきらめている筈なのに夢見てしまうではないか。

　お願いだから、傷つくだけの恋心なんて未練なく捨てさせてくれ。

　そんな俺の気持ちも知らずに、彼女は俺の不出来なクッキーを大事そうに抱きしめると、慈いつくしむように微笑みを浮かべた。

「……ありがとう山田くん。すっごく嬉しいよ。本当に、本当に……

　そ　の　気持ちぜつぼう　が　嬉　し　い　の　」

　……彼女のそんな言葉に、俺は何とか笑顔を返す。

　声が震ふるえないように腹に力を入れる。

「……どういたしまして。俺も音虎さんの気持ちが嬉しかったんだ。だから、気にしないでいいよ」

　初はつ恋こいの味は想像の数倍は苦く、そして重たかった。
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「はーい……あら、玲子ちゃん」

「こんにちは、おば様」

　閑かん静せいな住宅街の一角。

　インターホンの音に呼ばれて、立花結城の母が玄げん関かんの扉とびらを開けると、そこには息むす子この幼なじみである音虎玲子が立っていた。

「ひょっとして、結城のお見舞いかしら？」

　風邪で学校を休んでいる息子の見舞いかと結城の母が尋たずねると、玲子は肯定するように学生鞄かばんを軽く持ち上げる。

「はい。あと学校のプリントとかも届けに……あっ、でもユウくんの具合が悪いようでしたら、私はここでお暇いとましますが……」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶよ。インフルエンザでもなかったし、熱も昼ひる頃ごろには殆ほとんど落ち着いていたから」

「そうなんですか？　良かったぁ……」

　心底安あん堵どした様子で微笑みを浮うかべる玲子の姿に、結城の母は微笑ましいものを見ているような温かい気持ちになる。

　二人に直接確かく認にんした事こそないが、結城が玲子の事を好いているのは露ろ骨こつに態度に表れていたし、玲子の方も結城のことを憎にくからず想おもっているのは、外野から見ても明らかであった。

　お互たがいの気持ちなど、これ以上ないほどハッキリと示されているというのに、未いまだに交際に至っていない甘あま酸ずっぱいピュアな恋愛模様に、結城の母は趣味が悪いと分かっていても、ついつい面白がって観察してしまっていた。

　……無論、初恋が幸せな形で成じよう就じゆすると根こん拠きよもなく思える程ほど、結城の母は子供ではない。

　しかし、もしも息子が彼女と家庭を持ってくれたなら、私はさぞかし義理の娘むすめを溺でき愛あいしてしまうだろうな、と思う程度には結城の母は天真爛漫で純じゆん粋すい無む垢くな玲子の事を気に入っていた。

「玲子ちゃんが良ければ、結城に顔を見せてあげてくれないかしら？」

「え、えっと……それじゃあ、少しだけお邪じや魔まします」

「ふふ、こんな可愛い子がお見舞いに来てくれるなんて、我わが息子も中々やるわねぇ」

「お、おば様っ。からかわないでくださいっ」

　結城の母の言葉に、顔を真っ赤にする玲子。

　彼女はこんなにも露骨に好意を表しているというのに、未だにあと一歩を踏ふみ出せないでいる息子の不ふ甲が斐いなさに、結城の母は思わず溜ため息いきをつきそうになる。

　幼い頃ころから引っ込み思じ案あんな気がある息子ではあったが、玲子ほど美しい少女がいつまでもフリーだと思っているのならば、危機感が足りないにも程があるというものだ。

　息子の友人である冬木くん辺りに横から掻かっ攫さらわれる前に、悔いのない行動をしてほしいものである。

　息子の私室がある二階へと向かう玲子の背中を見送りながら、結城の母は息子の初恋が成就するように、それとなくサポートする程度には二人にちょっかいを出そうと決意を新たにするのだった。
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「――はぁ、暇ひまだなぁ」

　ベッドに横たわりながら、僕ぼく――立花結城は、ぼんやりと天てん井じようを見上げる。

　早朝から感じていた悪お寒かんと頭痛は既すでに治まっていたが、薄うすっすらと感じる気け怠だるさにスマホを持つ気力も湧わかなかった為、病人らしく只ただ々ただベッドに寝ね転ころがっていた。

「……ホワイトデーの準備、してたんだけどな」

　机に置かれたキャンディのラッピングを見つめて、深い溜息を一つ。

　キャンディの宛あて先さきは、もちろん幼なじみの彼女である。

「レイちゃんに会いたいなぁ……」

「て、照れるなぁ」

「…………へっ？」

　ぽつりと零こぼした独り言が、キャッチして投げ返される。

　首を横に倒たおすと、そこには頬ほおを少し赤らめたレイちゃんが立っていた。

「あっ、えっ!?　レ、レイちゃんっ!?　ど、どうして……」

「こらっ、急に起き上がらないの。おば様から殆ど治ってるとは聞いたけど、無理しちゃだめっ」

　レイちゃんの突とつ然ぜんの訪問に僕は思わず起き上がるが、彼女に窘たしなめられて再びベッドに寝ねかしつけられた。

「え、えっと……今日はどうしたのレイちゃん？」

「お見舞い。本当は冬木くんや由利ちゃんも一緒にと思ったんだけど……あんまり大勢で押しかけても迷めい惑わくかと思って、代表で私が来ました」

「そ、そうなんだ……」

　みんなに心配をかけた申し訳なさと、気にかけられている有り難がたさに、僕は何とも言えない曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

　――――はっ、ちょっと待て。

　僕、朝から寝ね汗あせをかいたままでシャワーも浴びてないぞ。

　自分では分からないが、もしや汗あせ臭くさくなってやしないだろうか？

「どうしたの、ユウくん？」

「え、あ……いや、その……」

　レイちゃんが、きょとんとした顔で僕を見つめる。

　……不ま味ずい。一度気にしだしたら、自分がとんでもなく臭い気がしてきた。それに寝ね癖ぐせとかも付いている気がする。

　気になる女子に無防備な姿を晒さらしてしまっている状じよう況きように、羞しゆう恥ち心しんやら自尊心やらで顔が熱くなってしまう。

　そんな挙きよ動どう不ふ審しんになっている僕に、レイちゃんがズイッと顔を近づけてきた。

「ユウくん？　顔が赤いけど、大丈夫？」

　やめてっ！　身だしなみも整えてない僕を至し近きん距きよ離りで見つめないでっ！

　そんな言葉を口にする前に、彼女が自分の額を僕の額にコツンと当ててきた。

「ん～……熱はそんなでもなさそうだけど、辛つらかったら言ってね？　体拭ふこうか？　お水飲む？」

「コヒュッ」

　至近距離にある彼女の端たん整せいな顔と、薄っすらと香る何だか凄すごい良い匂においで僕はどうにかしそうだった。

「ごっ、ごめんっ！　ちょっと顔だけ洗ってくるっ！」

「えっ、ユウくん？」

　色々キャパオーバーだった僕は逃げるように部屋から飛び出して、洗面所へと向かった。




「――っはぁ、はぁ……」

　冷たい水で顔を洗って、僕は何とか冷静になろうとする。

　本当はシャワーも浴びたいぐらいだったが、流石さすがにレイちゃんを待たせてする事ではないので、軽く髪かみを整える程度で妥だき協ようする。

「……レイちゃんが部屋に来るのって、一学期の勉強会の時以来、かな」

　鏡を見つめながら、ぽつりと零す。




『お、お風呂、まだ入ってないから、やだ……』




　ベッドに横たわり、恥じらいに頬を染めたレイちゃんの姿が脳裏に鮮せん明めいに蘇よみがえる。

「なに考えてんだ僕はっ!?」

　手のひらにレイちゃんの胸の感かん触しよくが蘇りそうになった僕は、追加で冷水を頭に浴びせる。

「…………うわ、最低だ。僕って……」

　妄もう想そうで下半身に血流が集中しかかっている自分に、僕は深い自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　レイちゃんは混じり気のない純じゆん粋すいな善意でお見舞いに来てくれているというのに……僕って奴やつは、そんな彼女にいやらしい目を……

「……いや、でも女子が部屋に遊びに来るのって、ＯＫって意味だってネットで見たな……」

　僕はこびり付いた煩ぼん悩のうを再び冷水で洗い流した。




「……ユウくん？　中々戻もどってこないから気になって――って、何やってるのっ!?」

　中々部屋に戻ってこない僕を気にしたレイちゃんが洗面所の扉を開けると、そこには蛇じや口ぐちと頭をくっつけて冷水を浴びている馬鹿僕が居た。

　レイちゃんが慌あわてて僕を洗面台から引き剥はがそうと、背中から羽は交がい締じめにしてくる。

　……パジャマ越ごしに、レイちゃんの胸が『ぐにゅう』ってなった。

　洗い流した筈の煩悩が、時空を超えて排はい水すい口こうから宿主へと逆流する。

「あっ」

　レイちゃんの視線が、僕のエライことになっている下半身へと向けられた。詰みである。

「……も、もうっ！　もうっ！　ユウくんのえっち！　おば様がいるのに、そういうのはだめっ!!」

　レイちゃんが顔を真っ赤にして、照れ隠かくしをするように僕のずぶ濡れになっている頭を、タオルでわしゃわしゃと乱暴に拭いてくる。

　……母さんがいなかったらＯＫみたいな発言は本当に止めて欲ほしい。童どう貞ていには刺し激げきが強すぎる。

　というか一人にして。ズボンに張ってしまったテントを隠させて。

　結局ドライヤーでしっかりと頭を乾かわかすまで、僕は彼女にされるがままになってしまった。コロシテ……




「ご、ごめんねユウくん。騒がしくしちゃって……」

「あー、うん。その……気にしないで。というか色々忘れてくれると助かるかな……」

「はい……」

　洗面所でのドタバタから部屋へ戻ると、なんだか気き疲づかれしてしまった僕は再びベッドに潜もぐり込こんだ。

　申し訳なさそうにしているレイちゃんには悪いけど、彼女にもちょっと問題はあると思う。普通に考えて、勃ぼつ起きしてしまっている男に対して、そのままヘアセットまで始めるのはどうかしている。

　まあ、彼女も混乱してしまっていたのだとは思うが、もう少し男性に対する警けい戒かい心しんを持って欲しいというのが正直な所である。

　そういうお人ひと好よしなところも彼女の魅み力りよくではあるが、世の中の男性全てが僕や冬木くんみたいな人ばかりではないのだ。

　彼女がその善良な心に付け込まれて〝悪い男〟に捕つかまってしまったら……と想像しただけで、僕は風邪などよりも余よ程ほど震ふるえが疾走はしるような悪寒に襲われてしまう。

　そんな益やく体たいもない思考をしていると、レイちゃんが時計を確認してから立ち上がった。

「それじゃあ、私はそろそろ帰るね。また学校で」

「うん。……あっ、レイちゃん」

「ん、どうしたの？」

　帰ろうとする彼女を引き止めると、僕は机に置いてあるラッピングされた箱を指差す。

「そこの箱、バレンタインのお返しなんだ。良ければ貰もらってくれるかな」

「わっ、ありがとうユウくん！　嬉しいっ」

　にっこりと花が咲さくような笑えみを浮かべるレイちゃん。

　その笑顔を見ているだけで、僕は全身に活力が満ちていく心ここ地ちになった。

「………………」

「レイちゃん？」

　不意に彼女はベッドで寝ている僕に近づくと、僕の頬に軽くキスをした。

「えぁっ……!?」

「ふふ、風邪うつっちゃったかも。早く良くなってね、ユウくん」

　それだけ告げると、彼女は羽のように軽かろやかな足取りで僕の部屋から出ていった。

「えぇ～～……もう、なんなの……これで僕たち付き合ってはいないことになってるの？　嘘うそでしょ……」

　また熱上がりそう……

　彼女の中で、僕は一体どういう扱あつかいになっているのか。

　まさか、レイちゃんは僕をペットか何かと勘違いしているのではなかろうか？

　悶もん々もんとしながら僕はベッドの上で唸うなるのだった。
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　――卒業式。

　去りゆく三年生との別れを惜おしみ……と言いたい所だったが、文芸部には幽ゆう霊れい部員の先せん輩ぱい方がたしかいなかったし、卒業する人達たちとは大して交流もなかったので、正直ピンとこないイベントであった。こんにちは、音虎玲子です。

　まあ記念告白なのか、何人か少し会話した事がある程度の先輩達に告白されたりはした。

　無論、お断りはさせてもらったが。

「あちゃ、やっぱ駄目かー」

「そんな軽いノリで告白される身にもなってください。そんなだから、彼女出来てもすぐ別れちゃうんですよ？」

「あはは、音虎は厳しいなー」

　そんな風に、フラれたダメージをさして感じさせずに笑うのは、文化系部活動の会議で何回か顔を合わせていた軽音部のチャラ男先輩（仮か称しよう）である。

　甘あまいマスクに釣つられた女の子をとっかえひっかえしている逸いつ材ざいではあるのだが、出会いのタイミングが悪かった。

　高校時代に交流があれば、是ぜ非ひとも私の間男オールスターに加わって欲しかったのだが、流石に遠えん距きよ離りで二年間近くキープするのは管理面で無理がある。残念ながら今回は見送りである。

「まっ、気が変わったら連れん絡らくちょうだいよ。これ、俺おれのメッセのアカウント」

　押おし付けるように渡わたされたメモに、私は大げさに溜息を吐く。

「はぁ……一応受け取っておきますけど、変な期待はしないでくださいよ？」

「うん、それで構わないよ。どれだけ細かろうと、かわいい子との縁えんは大事にしないとね」

「口の減らない人ですね……ご卒業おめでとうございます。女の子で遊ぶのも程ほど々ほどにしてくださいね？　いつか背中刺さされますよ」

　まあ、ブーメランが刺さっているのは私の方なのだが。

　私は客観的視点を持つ女。ユウくんの脳破は壊かいを成なし遂とげた暁あかつきには、誰かに背中をぶっ刺されるぐらいの事は当然覚かく悟ごしている。

　……だが、それでいいのだ。

　ユウくんの脳を破壊出来たなら、その先など私には不要だ。

　私に辿たどり着く場所なんていらない。ただＮＴＲに向けて進み続けるだけでいい。止とまらない限り、道は続く。

　私は止まんねぇからよ。ユウくん達が止まんねぇ限り、その先に私はいるぞ！

　だからよ……

　止まるんじゃねぇぞ……




　私が未だにミームとして止まる気配のない団長に思いを馳はせていると、チャラ男先輩が快活に笑った。

「あはは、貴重なご意見どーも。音虎も立花くんと上う手まく行くといいね？」

「あぇっ……!?　なっ、ど……どうして……!?」

「ふふ、最後に良いもん見られたよ。じゃあね音虎」

「せ、先輩っ！　……もうっ！」

　私の赤面顔を見られて満足したのか、チャラ男先輩はしてやったりと言った顔をして去っていった。




　さて、さっきから物もの陰かげでこっそりと私達を観察していたユウくん達の様子はどうかな？

　私はギョロリと眼球を動かして校舎の一角へと視線を向ける。

　そこにはユウくんの他に、冬木くんと由利ちゃんも物陰から顔を覗かせていた。

　私が血液操作で強化した眼球は視野角が広い。

　常人であれば映っていても認にん識しき出来ない視界の端はしの光景でも、私ならば正面から注視しているレベルで確認することが可能なのだ。

　おお、チャラ男先輩の前で顔を赤くしていた私を見て、一体どんな勘違いをしているのか。ユウくん達が顔を青くしている。

　自分達がまごまごしている間に、ぽっと出の男に先を越されたとでも誤解しているのだろう。思わぬボーナスである。うめぇ。

　おっと、うまがっている場合ではないな。ちゃんと誤解を解いておかないと、冬木くん辺りが先走って私を寝ね取とりに来かねない。きちんとフォローしておかねば。

「あーっ！　ユ、ユウくん!?　冬木くんに由利ちゃんもっ！　な、なんでここにっ!?」

「げっ、レイの奴にバレたぞ！」

「あっ、いや、これは、その……」

　私はあたかも偶ぐう然ぜんユウくん達に気づいたていで驚おどろいた顔を作る。

　覗き見に気づかれて慌てている三人に、内心では微笑みを浮かべながらも『私、怒おこってます！』という感じで彼かれらに近づくのだった。




＊




「……こほんっ。終業式も無事に終わり、明日から春休みです。こうして１－Ｂの皆で打ち上げが出来るぐらい仲良くなることが出来て、私はとても嬉しく思っています」

　寿す司し焼肉等がお安く食べ放題のバイキングレストランにて、私はグラス片手に演説めいた事をしていた。

　クラス委員長主しゆ催さいの一年間お疲つかれ様さま会である。私の眼前には一年間の苦楽を共にしたクラスメイト達が揃そろっていた。

「クラスメイトの皆でこうして集まるのも、きっとこれが最後になるでしょう。ですが、二年生になっても通学路で会ったら挨あい拶さつしたり、抜ぬき打ちテストの情報とかを共有したりしましょう。……それと、クラス委員でもない私に前フリなしで突然スピーチをやらせたことは許していません。委員長は後で私にお酌しやくしにくるように」

「だって、音虎の方が俺よりもクラスリーダーっぽいじゃん」

　私とクラス委員長の漫まん才ざいめいたやり取りに、和なごんだ様子で笑い声が上がる。

「いいんちょ、影かげ薄うすかったもんなー」

「先生もたまに素でレイちゃんを委員長扱いしてたもんね……」

「冬木くんも由利ちゃんも同意しないのっ！　……おほん。それでは、かんぱーい！」

「「「かんぱ～～いっ！」」」

　程々に場を温めた私が座席に戻ると、ユウくんが労ねぎらいの声をかけてくれた。

「レイちゃん、お疲れ様」

「ありがと、ユウくん」

　二人でウーロン茶の入ったグラスを軽くぶつけ合う。

「一年間、色々あったね～」

「あはは、レイちゃんには色々お世話になりっぱなしだったね。本当にありがとう」

「そんな大したことはしてないよ。私こそ、ユウくんのおかげで一年間とっても楽しかったよ！」

　グラスを軽く傾けて一呼吸置くと、私は少し照れたような顔で頬を掻いた。

「そ、その……二年生もユウくんと同じクラスになれたら、嬉うれしいな……」

「う、うんっ。そ、そうだね……」




「メシ取ってきたぞー。結城、適当に並べてくれるか？」

「レイちゃん、取皿持ってきたよ。はい、立花くんも」

「う、うんっ。二人ともありがとうね……」

　私達が甘酸っぱい空気を醸かもし出していると、料理を取ってきた冬木くんと由利ちゃんが割って入ってきた。

　うんうん、露骨に私とユウくんの邪魔をしているな？

　いい感じに好感度と嫉しつ妬と心しんが発揮されているようで何よりである。

　私は内心でニッチャリ笑顔を浮かべながら、冬木くんの持ってきた肉を焼き始めるのであった。
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「うぅ～～っ。やだぁ～～、由利ちゃんとクラス離はなれたくない～～」

「レ、レイちゃん？　なんでそんなお酒入ってるみたいなテンションなの？」

　私は半泣きになりながら、由利ちゃんの豊かな胸に顔を埋うめていた。

　そんな私の様子に、冬木くんが呆あきれたような表情を浮かべる。

「あー、気にすんな白瀬。レイの奴は小学生の頃から、死ぬほどクラス替がえを嫌いやがる奴なんだよ」

「昔は僕や冬木くんに泣きついてたよね。まあ、その、情が深いというかなんというか……しばらく好きにさせてあげて？」

「わ、私は別に良いんだけど……フヒッ」

　由利ちゃんの私の背中を擦さする手付きが微び妙みようにいやらしいのを感じながら、私はどれぐらいでハグを切り上げるか計算を始める。

　私ぐらい人の心に寄り添そった人格者だと、効果的なタイミングでの涙るい腺せんコントロールなど初歩の初歩である。技術とすら呼べないだろう。

　由利ちゃんの手が背中から私の横乳に移り始めたタイミングで、私は涙なみだを逆再生のようにヒュッと引っ込めて由利ちゃんから離れた。

「ぐすっ、ごめんね由利ちゃん。もう落ち着いたから大丈夫」

「あっ……う、うん。それは何より……」

　名な残ごり惜おしそうに手をワキワキさせている由利ちゃんが暴発しないように、私はニトログリセリンを扱うが如く繊せん細さいな対応を心がける。

　……現状の好感度状じよう況きようならば、こんな綱つな渡わたりなどしなくとも由利ちゃんＮＴＲルートの構築は容易であることは私にも分かっている。万ばん全ぜんを期すならば、もっと安全なチャートもあるだろう。

　だが、それは私の流りゆう儀ぎに反する。

　リスク回かい避ひばかりに注視した安定チャートなどクソ喰くらえである。

　やるならば全力で。

　ハイリスク・ハイリターンの地じ雷らい原げんを全力疾しつ走そうし、断だん崖がいの果てを飛ひ翔しようした者だけに、寝取られ神は微笑むのだ。

　もっと私に困難と絶望をくれ。魂たましいを震わせるアツさを。必ず乗り越えてみせる。私は決意を新たにした。

　太陽すらも凌りよう駕がする私の熱き魂の輝かがやきが、ユウくん達の未来を白く塗ぬりつぶす錯さつ覚かくを感じながら、私の中学一年生は終わりを迎むかえるのであった。







あとがき







　はじめまして。このたび第四回ＨＪ小説大賞前期『小説家になろう』部門にて受賞いたしました二に本ほん目め海え老び天てんマンと申します。

　幼い頃からの夢に向かってひたむきに努力する少女――主人公の音ね虎とら玲れい子こと、そんな彼女を支える心優しい人たちの爽やかな青春ラブコメを皆様にお届け出来ていれば幸いです。

　さて、あとがきといえば作品の楽がく屋や裏うらについて語るのが定じよう石せきですが、今回はその前にこの場をお借りして、謝しや辞じを述のべさせていただければと思います。




　まずは本作の選考に携たずさわってくださったＨＪ文庫・ノベルス編集部の皆様。

　最終審査の場を本作でざわつかせてしまい、申し訳ありませんでした。皆様に見み出いだしていただいたおかげで、この本を世に出すことが出来ました。大変感謝しております。

　本作が訴そ訟しようされた時は一緒に腹を切ってください。

　本作を担当してくださった編集の荒あら賀が氏。

　素人同然の私と、根気強くお付き合いいただき大変感謝しております。普段何気なく手にしていた小説たちが、編集者の方々の血と汗と涙で出来ていることを、氏との共同作業で改めて気付かされました。この本が出る頃にはス●ッチ２が氏の下に届くように祈っております。ちなみに私はまだ入手していません。ス●ッチ２。

　本作が訴訟された時は一緒に腹を切ってください。

　本作の登場人物たちに美び麗れい極まるイラストで素敵な姿を与えてくださったイラストレーターのさとうぽて先生。

　登場人物たちが初めてイラストになった瞬間の感動を、私は永遠に忘れることはないでしょう。本当にありがとうございます。さとうぽて先生はもう一人の音虎玲子の生みの親です。

　音虎玲子に姿すがた形かたちを与えてしまったという事実が、先生のデジタルタトゥーにならないように、より一層精しよう進じんして参ります。

　原案であるウェブ小説時代から、本作を応援してくださった読者の皆様。

　作品と音虎玲子にいただいた温かいお言葉の数々は、執しつ筆ぴつへの強い原動力となりました。インターネットの世界から現実世界へと受じゆ肉にくした彼女を、これからも応援していただけるのでしたら、これ以上の喜びはありません。

　本作が訴訟された時は匿名掲示板とＳＮＳで擁よう護ごしてください。




　さて、実はこのあとがきですが、ページ数にすると五ページを担当の荒賀氏から要求されています。電子版特典書き下ろしよりも、あとがきの方が文字数が多いということですね。頭がおかしくなりそうでした。

　というわけで、残り三ページを使って本作の楽屋裏について語らねばなりません。もうしばらくお付き合いください。




　時は遡さかのぼること三年前、令和四年の夏のことです。

　毎年更新される最高気温に皆様が茹ゆでられる中で、本作の原案であるウェブ小説の投稿が、インターネットの片かた隅すみでひっそりと始まりました。

　それまでの私は主にハイファンタジージャンルの小説を書いておりましたので、現代日本が舞台の学園ラブコメは、本作が初めての挑戦でした。

　本作……というよりも、私は小説を書く中で意識をしていることとして「読んでいて辛い気持ちになる展開は極力作らない」というこだわりがあります。

　主人公が悪党の陰いん謀ぼうで悲惨な目にあったり、外道から理不尽な仕打ちを受けるといった『タメ』の展開は、ドラマとしては重要かもしれません。

　ですが、読む側としても書く側としても、感情移入をしている主人公が辛く悲しい目にあっているのは、非常にエネルギーを消費してしまうものだと思います。そして、その消費したエネルギーを回収することは容よう易いではありません。いつでも読むことを止められるウェブ小説ならば尚なおの事です。

　本作は現代日本が舞台であるという点も、良くも悪くも描かれる不幸を生々しく感じてしまい、迂う闊かつに下げの展開をしてしまえば、そこで読むことを諦あきらめてしまう読者を多数生み出してしまうことは、容易に想像がつきました。

　主人公は何者にも脅おびやかされない、フワフワとした優しい世界に守られていてほしい……ある種のエンタメ性とは相反する考え方ではありますが、同感していただける方も少なくないと思います。

　ところで話は変わりますが、私はクズな女の子が大好きです。

　自分の利益のためだけに、何も知らない善良な人々を利用するような、人の心とか無い系の女子がとても好きです。

　ですが、そんな化け物を物語に配置してしまったら最後、主人公は破滅に向かって一直線です。最終的に邪悪を撃退出来たとしても、そこに至る過程でフラストレーションがたまる辛い展開が続くことになるでしょう。これはいけない。私のポリシーに反します。

　しかし、私はそこで閃きました。

「じゃあ、そのとんでもないクズを主人公にして、周りを心優しい善良な人たちで固めればよくね？」

　こうして生まれたのが、本作の主人公である音虎玲子というわけです。

　いい感じにページ数を稼げたので、今回の楽屋裏エピソードに関しては、ここまでといたします。




　さて、このあとがきを書いている時点では、本作の続刊が出るかは判明しておりません。表紙の右下に『１』って描いてあるのに。

　詳しいことは分かりませんが、おそらく大人の数字がアレした上で、本作が訴訟されていなければ出るのだと思います。

　もしも次の機会がありましたら、こうしてあとがきで皆様と再びお会い出来ることでしょう。その日が来ることを楽しみにしております。それでは。







電子版特典　音虎ねとらちゃんはかく語りき







　という訳で電子版購入特典の時間である。

　こんにちは、音虎玲子れいこです。

　まあ～要するにボートラってやつさ。アニオリ劇場版とかでよくある「こいつが仲間にいるってことは、あのボスを倒した後だろ？　それで主人公が覚醒してるのに、あいつは生きていて……これ時系列どうなってんの？」みたいな些細ささいな問題は流してくれ。察しろ。空気を読めぇ～。私の空気をよぉ～。

　私は一通り前置きを済ませると、文芸部の部室に備え付けられたパイプ椅子にどかっと座り込んだ。

　ふむ……良い機会だから、ちょいと楽屋視点の自己紹介でもしておこうか。

　こんな場でもなければ、キャラ評なんてするタイミングが無いからさ。私はビッと親指で自分を指差した。

　音虎玲子。

　我らが主人公であり、読者諸君のアバター。つまり私である。

　情に厚く、理想に向かって努力を怠らない光のスーパーヒロイン……自他ともに認める友情、努力、勝利系主人公である。

　さぞや皆も感情移入がしやすいことだろう。讃たたえろ……！

　さて、今日は文芸部でちょっとしたミーティングがあるのだが、ユウくんと由利ゆりちゃんは野暮用やぼようで遅れているようだ。

　一人で手持ち無沙汰ぶさたな私は、部室の書棚から適当に本を一冊取り出すと、読むともなくページをペラペラとめくる。

　……しかし、まさか本当に本になるとは思わなかったよね。

　私はしみじみと今回の書籍化について振り返っていた。

　この作品はＨＪ小説大賞っつーコンテストから拾われて、書籍化されたわけなのだが……まあ、原案のウェブ小説の方はちょっとばかり内容が独特っつーかね？　ほら、アレだよ。他所よそ様さまの庭で勝手にバーベキューパーティーをやっているみたいな……ん～～、これ以上は言わせるな。察しろ。私は空気読みを強要きょうようした。

　まあ、そんなだから書籍化が決まった際も、周囲からは『正気か？』だの『審査員の家族を解放しろ』だのと、言いたい放題言われたりしていたわけだ。安心してほしい。人質ならさっき解放した。

　私は内容が頭に入ってこない本を閉じると、天井を見上げて小さくため息を吐ついた。

　……私のユウくんＮＴＲ脳破壊計画について、結末まで辿り着くことが出来るかは分からない。

　何故ならば、これは商業作品だからだ。

　橋の下でみぃみぃと鳴いていた私を拾ってくれた、担当のＡ氏を食わせられないならば、潔いさぎよく腹を切るのも致いたし方ないだろう。

　でもな、私は最後まで諦めない。どんなに困難な道だとしても足掻あがき続ける。

　これは私が始めた物語だからだ。製造者責任ってやつだな。

　人間の脳を破壊して絶望させたいというこの欲求……私の自由を誰にも奪わせたりはしない。人の自由を踏みにじろうとする邪悪なモンスターを私は決して許さない。多様性を尊重そんちょうしろ。私を差別するな。

　前世だろうと今世だろうと、私のスタンスは変わらない。この行いが報われる日まで進み続けるしかないのである。

　私は自分の右手首を左手で掴むと、窓から見える青空を睨みつけた。

　いついかなる時代においても自由を求めて進み続ける。それこそが……

「進撃の」

「レイちゃん、遅れてごめん！」

「と、途中で先生に捕まっちゃって……」

　おっとユウくん。それに由利ちゃんも。

　部室の扉を開けた二人に対して、私はニッコリと笑顔を作って出迎えた。

「二人ともお疲れ様。私も今来たところだから、そんなに慌てなくていいよ？」

　私の天使の微笑ほほえみに、二人は甘い果実を口にしたような蕩とろけた表情を浮かべた。

　なんて愛らしい人たちなのだろうか……彼らの瞳ひとみを絶望で曇らせたら、どんな宝石よりも美しいに違いない。たまらねぇぜ。

　私はこの愛すべき善良な人々を、どうやって地獄へ引きずり込むか考えながら、文芸部のミーティングを始めるのであった。
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